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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「学校長のエスメラルダだ。──諸君は、ここで去年死んだ生徒の数を知りたいか？」

　広い講堂の中に立ち並ぶ新入生たちと、その耳を圧おして響き渡る冷たい声。壇上に立つキンバリーの魔女の口から、今年もまた、彼らの心臓を鷲わし摑づかみにする言葉が放たれる。

「十六人だ。比較的少ないほうだった。危うかった者は山ほどいるが」

　息を吞のむ音が重なる。まだ校門をくぐったばかりの魔法使いの卵たちに、それは余りにも具体的な数字だ。覚悟で固めてきたはずの心が早くも軋きしみを上げている。

「……おーおー、相変わらず最初からぶっ込んでくねぇ」

「ガイ、しーっ！」

　一切の温かみを欠いた魔女の声と、それに怯おびえる大勢の身じろぎと息遣いの音。真下で待機する彼らに届く情報はただそれだけ。だが、いま新入生たちがどんな様子でいるかは嫌というほど伝わっていた。単に去年の自分たちを思い出せば済むことだ。

「今年がそれと比べて増えるか減るかは知らん。だが、はっきり言っておく。──これから始まる一年が平穏無事に終わることなど、私は露ほども望んではいない。むしろ逆だ。どれほどの血が流れようと構わん。屍しかばねがいくつ積み上がろうと、犠牲に勝る成果があるならそれで良いい」

　そうして彼らは知らされる、この学まなび舎やがどういう場所であるのか。浮ついた気分は根こそぎ吹き飛び、今すぐにも逃げ出したい衝動が胸の内に湧き上がってくる。それこそ新入生が最初に味わう辛酸であり──同時に、この魔境を生徒として生き抜くための第一歩。

「その意味において、去年死んだ者たちの内、いくつかの犠牲は無駄ではなかった。成果は確かに遺のこされたのだから。そう──彼女らは、実に優れた生徒たちだった」

「…………」

　魔女が暗に示した人物のことを思い、オリバーは苦い感情を嚙かみしめた。彼には決して出来はしない。あのふたりの結末を、「成果あり」の一言で括くくってしまうことなど。

「君らはどうだ？　同じように成果を遺のこして死ぬか？　それとも凡百の犬死にか？　あるいは──徒いたずらに無為な生を貪むさぼり、私を徹底的に失望させてみせるか？

　いずれを選ぶにせよ、ここは自己の責任に基づく自由と成果の学まなび舎やだ。己を磨く者には試練が待ち、研けん鑽さんを怠る者は校舎によって裁かれる。故に──自分が後者だと思う者は、今すぐにもこの場所を去るがいい」

　容赦なく話を結んだ魔女の一言は、あるいは唯一の善意の現れなのかもしれなかった。今すぐ背を向けてこの場を去る──命を繫つなぐためには、間違いなくそれが最善の選択だ。疑問の余地などありはしない。

　だが、この年もやはり、踵きびすを返かえす者はいなかった。震えを押し殺して踏ふみ止とどまる新入生たち。その姿は、彼らの意地が恐怖に勝ったことの証あかしか──あるいは、この時点でもって、彼らが魔道の因果に囚とらわれたことの証左か。

「残るか。──ならば、ひとまずは歓迎しよう」

　そう口にすると同時に白はく杖じようを抜き放ち、キンバリーの魔女は短く呪文を唱える。その瞬間──彼女が見下ろす講堂の全域で、新入生たちが足を置いていた床が跡形もなく消え去った。

「「「「「「「「「「「「うわぁ────っ!?」」」」」」」」」」」」

　突如として口を開けた奈落へ、真っ逆さまに落ちていく新入生たち。が──直後、その体がふわりと椅子に受け止められる。はたと気付けば、彼らの周りにはテーブルを埋め尽くす色とりどりのご馳ち走そうと、その間に歓迎の笑みを浮かべて立ち並ぶ上級生たち。

「ようこそキンバリーへ。──さっそくだが、今の話は一度全て忘れろ」

　近くのテーブルに歩み寄り、グラスに飲み物を注ぎながらオリバーが言う。隣のテーブルで、カティも負けじと声を上げた。

「そうだよ、あんな脅しに負けないで！　先輩わたしたちがいるから大丈夫！」

「タチが悪いのもいるけどな。ま、とりあえず食っとけ」

　気さくに話しかけつつ、ガイは料理を盛りつけた皿を配ってやる。また別のテーブルで、縦巻き髪ロールヘアの少女が穏やかに口を開いた。

「恐ろしい場所であることは否定しません。けれど……味方はいますわ。先輩の中にも、そして同輩の中にもきっと」

「……そういうことだ」

　小さくうなずきつつ、ピートも後輩たちのグラスに飲み物を注いでやる。と──その頭上を、箒ほうきに乗った生徒たちが金色の尾を引いて通り過ぎた。目を丸くして上空を仰ぐ新入生たち。

「良き友を見つけられよ！　そうすればここは、毎日が不思議で満ちた楽しい場所にござる！」

　箒ほうき乗りの一団の中から、東方エイジアの少女が講堂の全体に響く声で告げていた。たちまち歓迎のムードで満たされる空間。恐怖に凍いてついていた新入生たちの顔が、その瞬間から少しずつ血色を取り戻していく。

「これより私語を解禁する。各おの々おの好きなように吞のみ、食い、騒ぐがいい」

　後は任せたとばかりに校長が言ってのけ、それでたちまち講堂が喧けん噪そうで満たされた。喉元に刃を押し当てられるような緊張から解き放たれた新入生たちが、そこかしこで堰せきを切ったように喋しやべり始める。

「うわぁぁぁ───っ！　こわかったよぉぉ───！」

「泣くなよっ！　な、なんも怖くねぇし！　あああんなこけ脅しっ！　おれにはぜんぜん効かねぇしっ！」

　恐怖の余り泣き出してしまった男子生徒の隣で、その連れらしい男の子が懸命に意地を張っていた。雰囲気に吞のまれまいと腕を組んでどっかり椅子に座っているが、目元にはどうしようもなく涙が浮かんでいる。その様子を見た巻き毛の少女が、すぐさま飲み物を手に駆け寄った。

「よーしよし、怖かったね。もう大丈夫だからね。ほら、白ぶどうジュース飲も？」

「だから、怖がってねぇっすから！」

「えぐっ、うぐっ……あ、これおいしい……」

　カティの柔らかな振る舞いと、酔いどれ妖精クルーラコーンの手になる甘露がふたりの涙を止める。一方で、他のテーブルでも似たような光景が繰り広げられていた。

「よっ、おまえ魔法農家の出身だろ？　農筋付いてるから分かるぜ。おれもなんだ」

「あ、どうも……。先輩はどの辺りですか？」

「内陸の東側だ。同業ならグリーンウッドっつって分かるか？」

「……ひょっとして、三年前に二枚目トマトのコンテストで入賞した……？」

「おっ、よく知ってんな！　ありゃお袋の趣味でな、おれも世話を手伝わされて難儀したぜ。食ってうまけりゃ見た目なんてどうでもいいのになぁ」

　人見知りするタイプの相手とも、ガイは共通点を見つけてあっという間に距離を詰めていく。その様子にオリバーは感心し、また別の場所へ視線を移す。

「だ、だいじょうぶでしょうか、ここ……。ぼく、普通人家庭出身で……」

「落ち着け、ボクもだ。……確かに物騒なところだけど、頼れる奴やつらがいないわけじゃない。不安なことがあったら言え。仲間と一緒に相談に乗るから」

「今のところ、不安じゃないことがないです……」

　決してコミュニケーションが得意なほうではないピートも、彼なりに精いっぱい後輩の面倒を見ていた。オリバーは口元を綻ばせる。普通人家庭出身の新入生が抱く不安を、彼なら誰よりも親身になって汲くんでやれるだろう。

「厠かわやならあちらにござる。案内致す故、拙者らに付いて来られよ」

「我慢している子は一緒においでなさい！　大丈夫、何も恥ずかしくありませんわよ！」

　さらに視線を巡らせれば、ナナオとシェラはさらに広い範囲で新入生たちの世話を焼いていた。彼女らに連れられて講堂を出ていく後輩たち。シェラはいつも通りとして、ナナオが立派に「先輩」をやっている様子がオリバーには新鮮だった。一年前に海の向こうから招かれたばかりの、何も知らなかった頃の彼女とはもう違うのだ。

「まったく騒々しい。これだから雑魚ざこの群れは」

　そんな感慨に駆られる彼の背後から、ふと聞き覚えのある声が響いた。オリバーが反射的に振り向くと、そこには数人の新入生を引き連れた大柄で尊大な少年の姿がある。

「Ｍｒミスター．オルブライト。……その子たちは？」

「床が抜けた時に連れとはぐれた雑魚ざこどもだ。一か所に固めておけば見つけやすかろうと思ってな」

「……面倒見がいいんだな」

「雑魚ざこは目を離した傍そばから腐る。仕方あるまい」

　面倒臭げに、しかし当たり前のようにそう言って、オルブライトは新入生たちと共に歩き去っていく。オリバーは目を丸くしてその背中を見送った。──後輩が出来たことで、意外な一面を見せる者もいるらしい。

　妙な感動を覚えていると──彼の近くを通りかかった新入生が、視界の端で、スープの入った大鍋にがつんと肩をぶつける。

「っ!?　危ない！」

　とっさに体が動いていた。ぐらぐら揺れる鍋と新入生の間に割って入り、オリバーはローブで包み込むようにしてスープの飛沫しぶきから相手を庇かばう。同時に右手で白はく杖じようを抜き放つが、彼が呪文を唱えるまでもなく鍋は安定を取り戻していた。

「──ありがとうございます」

　腕の中からか細い声が響く。その主を見下ろした瞬間、彼はぎょっと目を見開きそうになるのを辛かろうじてこらえた。

「──君は」

「おかげで助かりました。でも私、さっきの校長先生の話が怖くて怖くて……！　そばにいてください、先輩！」

　震える声で言って抱きついてくる女生徒の、年齢に比してひどく小柄なその体。制服を身にまとっている姿は初めて目にするが、オリバーには見間違いようがない。

（……いったい何をしているんだ。Ｍｓミズ．カルステ）

　戸惑いを込めて、彼は魔力波の符丁でそう尋ねる。腕の中の少女──オリバーの「臣下」である隠形の手て練だれ・テレサ＝カルステも、すぐさま同じ方法で応じた。

（手っ取り早く校内での関係性を作っておこうと思いまして。今後とも子犬のように懐なつかせていただきますので、どうか了承願います。我が君マイ・ロード）

（もう少し自然なやり方はなかったのか？）

（誰も不自然に思ってはいません。あなたのお仲間も）

　そう言って視線を横に向けるテレサ。オリバーが同じ方向を見ると、いつの間にか同じテーブルを囲んでいたカティとガイが目に映る。

「お？　いきなり懐なつかれてんな、オリバー。おまえらもこっち来たらどうだ？」

「みんなでお話しようよ！　この子たちに色々教えてあげないと！」

　声を揃そろえて手招きしてくるふたり。それを見たテレサが、魔力波だけで器用に冷笑を表す。

（ずいぶんと脳天気な……いえ、人の好よいお仲間ですね）

（そういう皮肉は好かない。もう口にしないでくれ）

（失礼しました。──しかし、所詮は表向きの友人に過ぎないのでは？）

　招きに応えてテーブルへ向かう途中、そんな指摘がオリバーの胸に突き刺さる。数秒の沈黙を経て、少年は絞り出すように答えた。

（……そんな割り切り方は、俺には出来ない）

　取り繕いようもなくそう告げた彼に、テレサは無言の圧力でもって応じる。ふたりが微妙な緊張を残したままテーブルに着くが、それに気付いた風もなく、カティはさっそく後輩たちへと話しかけた。

「はい、いらっしゃい！　遅れたけど、わたしは二年のカティ＝アールト。あなたたち、お名前は何ていうの？」

　そう訊たずねられると、誰から自己紹介を始めるかで微妙な緊張が下りる。が、その雰囲気を振り払うように、ひとりの少年が先陣切って口を開いた。

「……ディーン＝トラヴァーズ！　よろしくっす、先輩方」

「あ……えと、ピーター＝コーニッシュって言います。ディーンとは幼おさな馴な染じみで」

「リタ＝アップルトンです。……あの、そっちの子は……？」

　ディーンと名乗った少年に続いてふたりが声を上げた。柔和な雰囲気の少年がピーター、シャイな長身の少女がリタ。テーブルの反対側に座るテレサの存在が気になるようで、リタはおそるおそる彼女へ視線を向ける。すぐさま本人が応じた。

「テレサ＝カルステと申します。初めまして、皆さん。初日からお世話になります」

「こりゃまたずいぶんちんまいな。ちゃんと飯食ってるか？」

「こら、ガイ！　いきなり無神経でしょ！」

　無礼を働いたガイの頭をカティが手で叩たたく。オリバーが隣へ目を向けると、テレサはさっきまでとは打って変わった朗らかな笑みを浮かべていた。──というよりも、笑顔の仮面を装着していた。

「いえ、大丈夫です。先輩は大きいですね。それに……そっちの子も。二年生かと思いました」

「うっ……！　そ、そうですよね。こんなに伸びなくても良かったんですけど……」

　背の高さを気にしているらしく、会話の流れ弾をもらったリタが沈んだ面持ちになる。それを聞いたガイが首をかしげた。

「でっかく育って悪いことあるかよ。野菜だってそうだろ？」

「あんまり大きすぎると、市場に出回る前にハネられちゃいますよぅ……」

「そんなことない！　トロールだって大きい個体のほうが生存率も高いんだよ！」

「待て、カティ！　君なりにフォローしているつもりなのは分かるが！」

　見かねて声を挟むオリバー。一方、同じテーブルの反対側では、カティに連れて来られたふたりの男子生徒たち──ディーンとピーターが、会話への参加に二の足を踏んでいた。

「ふたりとも女の子だよ……。どうしよう、何を話そう？」

「ビビってんじゃねぇ！　フツーにしてりゃいいんだよ、フツーに！」

　あたふたする連れをよそに、ディーンはふんぞり返って皿の料理を食べ続ける。が、次の瞬間、その顔を見たカティがあっと声を上げた。

「待って、口にパイのかけら付いてるよ。取ってあげるから動かないでね」

「うぐぐぐぐ……！」

　顔を真っ赤に染めて、しかし無抵抗でカティのハンカチに口元を拭われるディーン。その様子にオリバーは苦笑する。……舐なめられまいと虚勢を張る一方で、好意を跳ねのける気にはなれないようだ。その意味では去年のピートよりもいくらか素直だった。

「…………」

　他のテーブルの新入生たちもおおむね元気を取り戻し、入学パーティーは賑にぎやかに続いていく。しかし──そんな明るい場の雰囲気が皮肉な鏡になってしまったように、オリバーの脳裏には対照的な光景が思い起こされていた。





＊






「──カルロス先輩……」「えっ、ぐっ……」「……うぅぅぅぅ……！」

　死者の眠りを妨げぬ気遣いか、広い会場に灯あかりはわずか。仄ほの暗ぐらい空間には生徒たちが整然と立ち並び、故人と縁深い者たちは、嗚お咽えつを嚙かみ殺ころしてその名前を呼んでいる。

　いつもは各自の好みで着崩している制服も、この日ばかりはほぼ全員が襟を正して身にまとっていた。それが喪服の代わり、ということなのだろう。そうした作法は誰に教わるものでもなく、しかし彼らは自おのずと身につけていく。魔道を歩む者にとっては隣人にも等しい、「死」との向き合い方を。

「……好かれていたのですわね、ウィットロウ先輩。本当に多くの人に……」

「……ああ」

　ぽつりと口にしたシェラに、オリバーも静かにうなずく。彼ら六人は列の後方に並び、キンバリーの生徒として初めて参列する葬儀の進行を見守っていた。普通人のそれとは違い、魔法使いの葬儀には聖句も経文もない。死後の安息も、魂の救済も──そんな上等なものを願うには、彼らの生き方は余りにも闇に親しみすぎているから。




　葬儀の段取りがひと通り終わると、生徒たちは後列から順番に会場を去っていく。後に残るのは、それぞれの胸に語りつくせぬ想おもいを抱えた故人の関係者たち。誰から言い出すでもなく、オリバーたちもそこに加わっていた。

「……君たちも来てくれていたか」

　ほどなく声がかかった。六人は佇たたずまいを正し、その主に向き直る。以前に会った時よりもひと回り瘦せたように見える、この場の誰よりも死者との縁が深いだろう青年と。

「──ゴッドフレイ先輩」

「畏かしこまらなくていい。……合同葬儀は毎年の恒例でな。一年間にひとりも死人が出なければ催されない理屈だが──俺が入学してから五年の間、そうした年は一度もなかった。あえて調べたことはないが、おそらく過去に遡っても同じだろう」

　言いつつ、ゴッドフレイは会場前方の祭壇へと目を向ける。……並んでいる棺ひつぎは十六あるが、中に遺体が収まっているものは半数に満たない。体が残らなかった者、回収できなかった者は代わりに遺品が納めてある。彼らが最さい期ごを看み取とったふたりもそうだった。

「死者の中に知己が含まれるのもいつものことだ。が……今回は、ひときわ芯に響く」

「……胸中、お察しします」

　仲間を代表してオリバーは答えるが、一方で、そんな紋切り型の返答しか出来ない自分をひどく不ふ甲が斐いなく思う。ゴッドフレイがふっと力なく微笑ほほえんだ。

「ありがとう。……だが、救いもある。カルロスが彼女の最さい期ごに間に合って良かった。君たちが無事でいてくれたことも含めて、な」

　そう言ってオリバーの肩を叩たたくと、ゴッドフレイは踵きびすを返かえして別の弔問客のほうへ歩いていった。その背中を見送る六人に、背後からまた別の声がかかる。

「やれやれ、相変わらず辛気臭い場だね。息が詰まってしまうよ」

「──ミリガン先輩」

　振り向けば、彼らのよく知る蛇眼の魔女がそこにいた。……彼女もオフィーリアとの死闘で相当な重傷を負っていたが、その後に受けた治癒で問題なく回復していた。また、ピートと同じく囚とらわれの身だったオルブライト、フェイも他の生徒と共に救出されており──結果として、合成獣キメラに攫さらわれた下級生たちの中から死者は出なかった。その点は不幸中の幸いだ。

　六人の後輩たちに視線を一巡させて、ミリガンは感心したように声を上げる。

「律りち儀ぎだなぁ君たちは、ピート君も含めて全員出席かい。……私のほうは理由を付けてサボっても良かったんだけど。さすがに一言詫わびたくてね」

「詫わびる？　……誰に、ですか？」

「オフィーリアに、さ。ずいぶんひどいことを言ってしまったから」

　そう言って祭壇に視線をやる。色鮮やかな献花に彩いろどられて並ぶ棺ひつぎの中で、オフィーリアの棺ひつぎの前にだけはかぼちゃのパイが置かれていた。彼女に花は供えないでやってくれと、ゴッドフレイからそう指示があったからだ。同じものを見たオリバーの胸がちくりと痛む。……かつて交わしたわずかな会話の中で、それが好物だと言っていた彼女の姿を思い出して。

「『私にはとてもそこまで卑いやしくはなれない』──か。……まったく、我ながらよく言えたものだよ。生き延びるために誰よりも卑いやしく振る舞ったのは、あの場では私自身だというのに」

　自嘲を顔に浮かべて魔女は言う。それは死闘のさ中、オフィーリアに隙を生み出すために彼女が行った挑発を指してのものだ。この上なく功を奏し、それ故にこの上なく残酷だった言葉。

　その後ろめたさを共有して、シェラがゆっくりと首を横に振った。

「……だとしても。あたくしたちもまた、それに助けられた立場ですわ」

　言われたミリガンはふっと微笑ほほえみ、シェラの頭を撫なでてから六人の前を立ち去った。残された面々の中で、巻き毛の少女がぽつりと口を開く。

「……毎年の光景なんだね、これが。この場所では……」

　死者たちの並ぶ祭壇を、その前で涙を吞のみ込こむ生徒たちの姿を眺めて、カティは両のこぶしを握りしめる。葬儀が始まってからこの方、ずっと胸の内にあった感情がこぼれ出す。

「…………なんで？」

「……カティ……」

　彼女の想おもいが察せられて、オリバーは宥なだめるようにその肩へ手を置く。だが、止まらない。この会場の中でただひとり、彼女だけがその気持ちを吞のみ込こまない。

「なんで……なんで、当たり前に人が死ななきゃならないの？　魔法使いだから？　そんなの誰が決めたの？　ずっと笑顔でいちゃいけないって、幸せでいちゃいけないって──誰がわたしたちにそう命令したの？」

　そして異を唱える。魔道の宿命に、魔法使いの生き方を決定付ける死生観そのものに。オリバーには止められなかった。その姿勢こそが彼女の強さであり──同時に、彼女の魂に血を流させる茨いばらでもあるから。

「わたしは認めない。こんなの……絶対に、認めない」





＊






「……オリバー？　どうしたの、オリバー？」

　記憶の中と同じ声で話しかけられて、オリバーははっと我に返った。視線を上げれば、同じテーブルを囲む面々が訝いぶかしげに自分を見ている。談笑している中で急に黙り込んでいれば当然だ。少年は慌てて口を開いた。

「ああ、すまない、ぼうっとしていた。……こんなことではいけないな。今年からは俺たちが先輩だというのに」

　そう言って、ぱん、と両手で頰を叩たたく。その上で四人の後輩たちへ向き直り、告げた。

「俺たちを助けてくれた先輩がいた。だから俺たちも、同じように後輩を助けたいと思う。

　何かあれば相談してくれ。力の及ぶ限り──きっと、君たちの力になる」
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　キンバリーの生徒にとって、学年が上がるということは即すなわち、これまでよりも深く暗い領域へ踏み入ることを意味する。彼らが新たに履修を許可された科目の中には、その代表格と言えるものがひとつあった。

「……なんか、みんなやけに緊張してねぇか？　初めての科目なのは分かるけどよ」

　ひとつの空きもなく埋まった席とは裏腹に、奇妙な静けさに包まれた教室内。訝いぶかしげなガイの隣で、シェラが首を横に振る。

「いえ、この程度の緊張はあって然しかるべきですわ。これからあたくしたちが学ぶのは呪術──数ある魔法分野の中でも、極めて扱いが危険な技術のひとつですもの」

「呪術かぁ……。パパとママは教えてくれなかったから、わたしもよく知らないんだよね。やっぱり危ないの？　あと、この水なんだろ？」

　全員の前に置かれた瓶詰めの水を眺めて、カティがきょとんと首をかしげる。今は大きな作業机をいつもの六人で囲んでいる状態で、その左右両サイドには流し台が設けてあった。形としては錬金術の授業のそれに近い。

「使い方を誤れば命に係わるのはどの分野も同じだ。……ただ、呪術はその本質に『何かを害する』側面が色濃くある。他の魔法技術を『薬』に喩たとえるなら、呪術はむしろ『病』に近い。扱いを誤れば毒になる──というのではなく、より根本的に、その存在そのものが俺たちの心身を蝕むしばむものなんだ」

　厳しい声でオリバーが言う。それを訊きいたピートが眉根を寄せた。

「……聞く限り、良いい方向に活いかすのは難しそうだが。どうしてそんな技術を学ぶんだ？」

「ひとつにはやはり、役に立つ局面があるからだ。例えば大量の有害生物を駆除しなければならない時などに、呪術が持つ『類感性』が大きな効果を発揮する。さすがに詳細は省くが、やり方次第でひとつの群れを丸ごと呪い殺すことも可能だ。……中には、種の単位でそれをやってのける術者もいると聞く」

「種を丸ごと!?　何それ、乱暴すぎない……!?」

「へぇ。害虫の駆除とかに便利かもな」

　目尻をつり上げるカティと、腕を組んで感心するガイ。まるきり対照的なふたりの反応に苦笑を浮かべるオリバーだったが──そこでふと、毛虫が這はい上るような悪お寒かんが背筋を襲う。

「お喋しやべりはここまでだ。──来るぞ」

　彼がそう口にして教室の入り口へ目をやった瞬間、他の面々も一斉にその後を追った。直後──開かれた扉の向こうから、闇がどろりと流れ込んできた。

「なっ──」「ひっ……!?」

　ただのひとりも例外なく、生徒たちの全身が圧倒的な悪お寒かんに粟あわ立だった。それは恐怖であり、同時に生理的な不快感──例えるなら、蟲むしの群れを目にした時にヒトが抱く類の感情に近かった。

　教室に流れ込んだ闇のかたまりは床を滑るように移動し、やがて教壇へと辿たどり着つくと、その内側から死人のように青白い両手と顔を現した。そこに浮かんだひどく幼い顔立ちを目にして、ようやく生徒たちは認識する。それが得体の知れない闇のかたまりではなく、真っ黒な襤褸ぼろ切れに身を包んだひとりの女性であることを。

「……いらっしゃい、二年生のみんな。怖がらせちゃってごめんね？」

　喉が潰れた羊のように不安定な声が発され、にぃぃ、と口の両端がつり上がる。生徒たちが一斉に後ずさり、座っていた椅子が軒並みガタンと揺れた。浮かべないほうが百倍マシな笑みもあるのだと、彼らはここで初めて知る。

「まず、ごあいさつ。わたしが呪術担当のバルディア＝ムウェジカミィリ。きみたちと同じくらいの年頃に見えるかもだけど、実際はバナちゃんと同い年。これも呪いのせいでね、体がこれ以上成長しないんだ。──あ、バナちゃんってゆーのはバネッサのことだよぉ」

　悪い冗談だ、と生徒たちは同時に思った。あの暴君をいったい誰がそんな愛称で呼べるというのだろう。いや、きっとこの相手は呼んでいるのだ──あるいはこの世界でただひとり。

「授業初日はふつうに概論だけど、その前にいちばん大事な注意事項ね。──わたしには絶対に触らないこと。わたしが触ったものは許可するまで触れちゃダメだし、わたしが歩いた跡もなるべく踏まないで。あと、わたしと同じ空間にも二時間以上はいないほうがいいよぅ。これを守れないと伝染うつることがあるからね」

　至って軽い口調で、この上なく重い警告を行うバルディア。青白い手を自分の胸に当てて、彼女はさらに自虐めいた説明を続ける。

「見れば分かると思うけど、わたしは筋金入りの呪い持ちなんだ。どのくらい呪われてるかっていうと、もう数えられるレベルじゃないくらい。たぶん世界でいちばん多いんじゃないかなぁ？　えっとね、例えば──」

　彼女が教室の後方を指さし、生徒たちが反射的にその方向へ顔を向ける。彼らの視線の先で、そこに置かれていた鉢植えの植物がみるみるうちに茶枯れていった。顔を引きつらせる生徒たちを微笑ほほえましげに眺めつつ、バルディアは言葉を継ぐ。

「──耐性のない植物なんかはああやって、わたしと同じ場所に生えてるだけで枯れちゃう。動物もだいたい同じ。きみたちは魔法使いだから多少は耐えてくれるけど、普通人ならとっくに死にかけてるよぅ。さっきの注意を忘れたら、きみたちもそうなるから気を付けてね？」

　彼女がそこまで話した辺りから、生徒の何割かが次々と口元を押さえ始めた。たまらず椅子から腰を浮かせる彼らに、バルディアは慣れきった様子で声をかける。

「そうそう、うぇって来たコは近くの流し台に吐いてね。我慢しないほうがいいよぅ、それも体の防衛機構だから。わたしと同じ空気を吸ってたら吐きたくなるのが当たり前。なぁんにも気にしなくていいからねぇ」

　その許可を待つまでもなく、生徒たちは次々と流し台に胃の中身をぶちまけた。たまらずピートもそこに続き、立ち上がったオリバーがすぐさま手でその背中をさすってやる。さらに──彼ら六人の内でも、そうなっているのは眼鏡の少年ばかりではなかった。

「…………」

「ガイ……！」

　シェラが真っ先に気付いて声を上げた。いつもの快活さが噓うそのように、長身の少年は椅子に座ったまま土気色の顔でじっと押し黙っている。その様子が教壇からも視界に入り、バルディアが彼に目を向けた。

「んー？　そこのきみ、いま言ったでしょ。我慢しないで吐いちゃっていいよぅ」

「……やめときます。初めて会う人のツラ見て吐くなんて、やりたかないんで……」

「──へぇ？」

　笑みを深め、バルディアが教壇を離れて歩き出す。粘性の液体が床を滑るように、あるいは地虫の群れが一斉に蠢うごめくように。

「うれしいなぁ、うれしいなぁ。久しぶりだよぅ、そういうこと言ってくれる子。──ねぇきみ、お名前は？」

「……ガイ＝グリーンウッド、っす……」

「ガイくんってゆーんだ。ふふふ、かわいー。体おっきーねぇ？　がっしりしててかっこいー」

　近付かれるほどにガイの吐き気も増していき、彼は歯を食いしばってそれを押さえ付ける。やがてバルディアが目の前に立ち、なおも耐え続ける少年へ青白い顔を寄せた。

「でも、無理はだーめ。──はい、げーして」

「うッ……！」

　耳元で話しかけられた瞬間が限界だった。前のめりに倒れたガイの口から胃の内容物が逆流し、友人たちが即座に対応する。オリバーの呪文が吐と瀉しや物を受け止めて流し台に送り、シェラの治癒呪文がガイの苦痛を軽減させる。バルディアが満足げに微笑ほほえんだ。

「はい、よく出来ました。──いま吐いちゃった子たちも、二、三回で吐かない程度には慣れるから安心してね。終わったら机の上の香り水でうがいするといいよぅ。口の中すっきりするから」

　最初から置かれていた水差しはそのためかと、オリバーは苦々しい納得を覚えて歯は嚙がみした。今なお床に手を突いて荒い呼吸を繰り返すガイに、カティが血相を変えて寄り添う。

「ガイ、大丈夫!?　医務室行く!?」

「……や、大丈夫だ……。もう収まった……」

　そう言ってよろよろと立ち上がり、彼は覚おぼ束つかない足取りで椅子に座りなおす。そんなガイにもう一度陰鬱な笑みを向けてから、バルディアは身をひるがえして教壇へ戻っていった。

「みんな落ち着いたみたいだね。それじゃ概論を始めよっか。

　まずは呪いって何？　ってところからだけど──これはねぇ、すごく簡単に言えば、非物質的な繫つながりを媒介にして感染する病気みたいなものだよぅ。ある人と話したことがあったり、ある人と同じ地域の出身だったり、ある人のことが夜も眠れないくらい好きだったり──そういう関係性はぜんぶ、呪いが伝染うつるための経路になり得るの」

　そうして、何事もなかったかのように授業を再開する。オリバーたちは否いや応おうなく実感した。生徒の数割が嘔おう吐とする程度のこと、この授業ではトラブルの内にも入らないのだと。

「関係の質や強さによって、かけられる呪いの種類も変わるよぅ。ひとつの傾向としてはねぇ、強固で密接で、そして閉鎖的な関係ほど呪いが育まれやすい。風通しが悪いところにはカビがわくでしょ？　要するにあれといっしょ。まず環境を選んで、段階を踏んでおっきく強く育てて、それから対象に向けて解き放つ──これは大きいものを呪う時の基本的な段取りになるから、みんなも覚えておいてねぇ」

「……ッ……」

　がりがりとペンの走る音が響く。香り水の瓶を片手に、吐き気から復帰したピートが一心不乱にノートを取り始めていた。その姿を横目に、他の五人もバルディアの話に集中する。

「呪いはね、寂しがりやなんだよぅ。他者との関係性があってこそ生まれるものだから、いつだって呪う相手を求めてる。いつだって誰かのところに行きたくて仕方ないの。

『風邪は他人に伝染うつせば治る』なんて迷信が普通人の間にはあるんだけどねぇ。呪いの場合は、これが部分的に正しいの。然しかるべき相手を選んで然しかるべき段取りを踏めば、呪いは他に移せる。もちろん根本的な解決にはならないから、解呪においては一時しのぎの手法なんだけど」

　どこか皮肉げに、しかし親しげな声で彼女は語り続ける。呪いというものの性質を、まるで我が事のように。

「でも、それしか手段がないこともある。……大きく育ちすぎた呪いはねぇ、もう誰にも解けなくなっちゃうんだ。そうなると適切な器を見繕ってそこに閉じ込めるしかない。こうやって」

　そこで言葉を切ると、バルディアがおもむろに黒装束の前をはだける。その中身を目にした生徒たちが一斉に息を吞のんだ。──青白い胸元の肌に浮かび上がる、いくつもの歪いびつな人の顔。それら人じん面めん瘡その眼球がぎょろりと動き、濁った瞳で彼らを見返していた。

「わたしが抱えている呪いの中には、解き放てば人類を滅ぼしかねないレベルのものもある。制御が不可能になった呪いは大禍メイルシユトロームって呼ばれてね。被害の拡大を食い止めるために、過去には国を丸ごと焼き払った事例もあったよぅ。

　つまりはそういうこと。呪いっていうのはねぇ、扱いを間違えると、死ぬのが術者ひとりじゃ済まない。近しい人から順番に巻き込まれていって──最悪の場合、想像も出来ないくらいの規模で被害が広がっちゃうんだ」

　否いや応おうなく生徒たちは理解する。そのような「最悪の結果」を煮詰めた存在こそが、他でもない目の前の教師なのだと。育ちすぎた呪いの行き着く先に、それを最後に飲み干す存在としてバルディア＝ムウェジカミィリという呪者が在る。

「それを弁わきまえた上で、みんなはわたしの授業を受けてねぇ。……友達は、大事にしなきゃダメだよぅ？」







「……今までで、いちばん怖かった」

　午前の授業を終えて迎えた昼休み。いつも通り「友ゆう誼ぎの間」でテーブルを囲んだ六人の中で、カティが最初に口を開いた。

「ひどい先生なら、これまでにもたくさんいたけど……あの人は、そういうのとは違う。たぶん話は通じるし、ひょっとしたらこっちの気持ちも汲くんでくれるかもしれない。

　だから怖いの。あの先生に近付くほど、呪いもこっちに近付いてくる。親しむほど、理解するほど、好ましく思うほど──その気持ちが呪いを招き入れるんだって分かる。……あの人自身もどこか、それを望んでる気がする」

　少女の言葉が重く響く。口を挟むことはなく、五人は黙ってそれを聞いている。

「呪い持ちっていう人たちがいることは、わたしも一応知ってた。毒のある生き物と接する感覚でいけばいいかな、なんて漠然と思ってたんだ。向こうに悪意がなければ大丈夫。真摯な気持ちで根気強く向き合えば、必ず良いい関係が築けるって。

　でも……そうじゃないんだね。悪意の有無なんて関係なくて、繫つながってしまえば呪われる。毒はそれに注意して付き合えばいいけど、呪いはそうじゃない。誠意を持つほど、好意を向けるほど、それがぜんぶ仇あだになって帰ってきちゃうんだ……」

　そうした皮肉がこの世に存在すること自体、彼女にはこの上なく辛つらいことだった。同時にオリバーもまた理解する。呪術という分野そのものが、カティ＝アールトという少女と根本的に相性が悪いのだと。

「やるせない話だが、正しい認識だ。……呪いを避けるためのもっともシンプルで確実な方法は、それを抱える相手と関わりを持たないこと。興味を持たず、気にかけず、無関心に努める。そうすれば決して呪われることはない。……あくまで極論だが」

　紅茶に砂糖を注ぎ入れながらオリバーが言う。その向かい側で縦巻き髪ロールヘアの少女がそっとうなずいた。

「そう、極論なのです。目の前に相手がいて、姿を認めて、声を聞いている──その時点ですでに『無関心』では有り得ないのですから。……人間に限らず、他者との関係性に依存しない生き物はこの世のどこにもいません。その証拠に、獣も虫も、植物ですら呪いを媒介します」

　避けきれるものではないのだ、と彼女は言う。この世に生きる限り、己以外の他者と関わる限り。

「その普遍性を指して、ある魔法使いはこう表現しました。──けだし呪いというものは、この世の生命を等しく嗤っているのだ、と」

　しん、とテーブルに沈黙が下りる。奇妙な寒気を全員が感じていた。それはもはやバルディア＝ムウェジカミィリという個人に対してですらなく──さながら、世界の裏側に隠された巨大な悪意を垣かい間ま見みてしまったように。

「……おれは、怖いとは思わなかったけどな」

　そんな静寂の中で、ガイがぽつりと呟つぶやいた。他の五人が驚いて彼に目を向ける。

「寂しそうに見えたよ、おれには。……ゲーゲー吐いといて何言ってんだって話だけどよ」

　ため息混じりに少年は言う。その様子にかすかな危機感を覚えて、オリバーが口を開いた。

「……ガイ。君の感性を否定するわけじゃないが、その感じ方は危険だ。魔法使い全体に言えることだが、とりわけ呪者には魅力的な人物が多い。それはそのほうが他者との関係を構築する上で有利だから。自分に好意を抱いている相手には呪いをかけやすいからだ」

「理屈は分かるけどよ。だから嫌いでもない相手を嫌いになれってか？　……出来てねぇだろ。人の心は、そんな都合良くはよ」

「……っ」

　そう言われてしまえば、オリバーに返す言葉はなかった。……そうだ。人間の感情が状況に合わせて合理的に生じるものなら、人生はどんなに楽だろう。目的と相反する情動、決断に伴う葛藤に、他でもない自分がずっと苛さいなまれている。おそらくは、この先もずっと。

「……ガイは、あの先生を選ぶの？　わたしたちより……？」

　巻き毛の少女が不安げに声を漏らした。もちろん、そんな二択を突き付けるべきでないことは彼女も知っている。身勝手な問いであることはじゅうぶん自覚していて──その上でそれを口にしたのは、彼女なりの友人への甘え方だった。この先もガイに離れていって欲しくない、その想おもいを彼女が誰よりも正直に表した。

　たまらずガイが苦笑し、カティの頭をぽんと掌てのひらで叩たたく。それもまた、彼なりの親愛のしぐさ。

「アホか、んなこた言ってねぇよ。……呪い持ちだからってだけで嫌う気はねぇ、それだけの話だ。別に骨抜きにされたわけじゃねぇから心配すんな。ピート、おまえもな！」

「な、なんでボクに話が回るんだ。最初から心配なんてしてないぞ！」

　カティからの振り向きざま、ガイはそのまま腕を伸ばしてピートと肩を組む。抵抗する少年の肩をがっしりと抱えつつ、彼は明るい声で言葉を続けた。

「だいたいな。人間の好みで言うなら、おれはもっと顔色のいい健康的なヤツが好きだよ。野菜と同じで、多少不格好でもでっかくて味がいいのがいちばんだ。どうせ嫁にするならそういうヤツがいいね、おれは」

「ふーん。前に会った一年生の娘みたいな？」

「リタのことか？　アホか、ありゃ後輩だろ」

「あら、年下は嫌いですの？」

「別に嫌いじゃねぇけど、ウチは昔から姉あねさん女によう房ぼうのカカア天下でよ。農家の嫁ってのはあーいうもんだと刷り込まれちまってるから、年下で大人しい相手ってのはどうもピンと来ねぇ。ま、妹だと思えば可愛かわいいもんだけどな、こんな感じで。よーしよし」

「頭を撫なでるな！　ボクはオマエの妹じゃないし、ついでに今日は男の日だ！」

　髪をくしゃくしゃにするガイの手をピートが跳ねのける。テーブルがどっと笑いに包まれ、オリバーが安あん堵どしかけたその頃合いで、外野から声がかかった。

「なに、色っぽい話してるの？　私も混ぜてもらっていーい？」

　馴なれ馴なれしい声と共にピートの隣へ滑り込む女生徒。同学年の相手だとは分かるが、六人の誰ともあまり話したことはない相手だ。眼鏡の少年が困惑して身をのけ反らせた。

「な、なんだよオマエ。いきなり話に割り込んで……」

「えー、そんなに冷たくしなくてもいいじゃない、Ｍｒミスター．レストン。あなたとはずっとお話したいと思ってたんだよ。名前も憶おぼえてもらいたいし、とりあえず隣に座ってもいいかな？」

　そう言いつつ白はく杖じようを抜き、女生徒は隣のテーブルの椅子をひとつ、引き寄せ呪文で手元へ持ってくる。オリバーが口を開きかけたところで、彼の背後からも新たに声が上がった。

「そういう話題なら俺も乗っからせてくれや。なぁＭｓミズ．ヒビヤ、お前はどんなタイプの男が好みなんだ？　がっしりしたのか？　それとも細いのか？」

　これまた付き合いの浅い男子生徒が、オリバーの頭越しにナナオへ声をかけてくる。東方エイジアの少女は食事の手を止めて首をかしげた。
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「殿方おのこの好み、でござるか？　……むぅ、考えたことがござらんな。思案致す故、しばし時間を頂きたく」

「真面目に考えなくていい、ナナオ。……君たちも。輪に加わるなとは言わないが、そういう内容はもう少し段階を踏んで尋ねたらどうだ。今の流れでは無礼を咎とがめられても仕方がないぞ」

　苦言を呈するオリバー。それを聞いた男子生徒が彼の前のテーブルに手を突いた。

「カッタいなー。あんま露骨に壁作んなよ、Ｍｒミスター．ホーン。運命の相手を取られたくないのは分かるけど、Ｍｓミズ．ヒビヤはお前だけのもんじゃないぜ？　チャンスはみんなに平等だろ？」

「そういう話をしたつもりはない。俺が言っているのは礼節の問題だ」

「独占欲をその中に包んだ、ね。ひとりだけいい子のふりは止めない？　Ｍｒミスター．ホーン」

　女生徒も皮肉げに言い放ち、それを聞いたオリバーがむっと眉根を寄せた。微妙な空気を見て取ったシェラが声を上げる。

「あなたたち、それ以上は──」

「調子に乗りすぎやなー、自分ら」

　三度目の、しかし今度は記憶に新しい声が割って入った。飄ひよう々ひようとした笑みを顔に浮かべた長身の少年がテーブルの脇に立ち、オリバーは驚いてその顔を見つめる。

「Ｍｒミスター．ロッシ……？」

「や、オリバーくん。──別に口突っ込む気ィはなかったんやけど、もーダメや。下手すぎて見てられへん」

　ため息混じりにそう言って、ロッシは自分以外のふたりの乱入者に視線を移す。

「なぁ自分ら。よそ様の柵の中のモンに手ぇ出したいなら、それなりの順序ってもんがあるやろ。仁義も切らんといきなり土足で踏み込んでしもたら、そりゃオリバーくんでなくてもカチンと来るわ」

　言われたふたりが眉根を寄せる。その反応を前に、ロッシがくつくつと笑った。

「しかもなんや、面白いこと言ゆうとったな。チャンスはみんなに平等やて？　なははは──ヘソで茶ァ沸くわ。んなわけあるかい。自分らふたり、一度でもこの六人の誰かと本ガ気チで向き合ったことあるんか？」

「……っ……」「…………」

「この前の最強決定戦にも出とらんかったよなぁ。いちおう訊きくけども、あん時は何しとったん？　オナカでも痛いとうて泣く泣く参加を諦めたんか？　だったらご愁傷様やなぁ」

　痛烈な皮肉がふたりの顔をこわばらせる。そこですっと真顔になり、ロッシはさらに続けた。

「格の違いも弁わきまえんで人並みに盛っとるんやないぞ三下。オリバーくんともナナオちゃんとも、ふたりの仲間ツレとも、自分らごときが五分の口利きけるわけないやろが」

「……言ってくれるじゃない」「そう言うてめえこそ、負け犬だろうがよ」

「せやな。いかにもボクは負け犬や。なんせ戦って負けたんやから」

　相手の反撃に対して、ロッシは胸を張ってそう言ってのけた。そこに少しの恥もないと言わんばかりに。

「今の自分らは負け犬以下や。それが不満やっちゅーなら──せめて、負け犬より強いってことは示してくれんとなぁ？」

　腰の杖じよう剣けんに指を添えて言い放つ。挑発を受けて動揺するふたりに、ロッシはダメ押しで付け加える。

「ついでにもひとつ。これは純粋な善意の忠告やけど──自分ら、目の前だけでのぅて周りもちゃんと見ときや。いま誰に睨にらまれとるか、そのへんちゃんと分かっとるかい？」

　言われたふたりがハッと辺りを見回す。無数の好奇の視線に混じって、突き刺さるような眼光が大広間の四か所から彼らに向けられていた。

　リチャード＝アンドリューズが優雅な所作で紅茶をかき混ぜ、ステイシー＝コーンウォリスとフェイ＝ウィロックがひとつの皿からタルトをつまみ、ジョセフ＝オルブライトが肉食獣のような豪快さでパイを嚙かみ砕くだき──その全ての瞳が、まったく同じ感情を宿してふたりを睨にらんでいる。「誰に断ってそいつらに手を出してんだ」と。

「……ひっ……！」「──ま、またな！」

　すぐさま踵きびすを返かえし、ふたりは怯おびえた兎うさぎのように大広間から出ていった。その背中を見送ったオリバーがふぅとため息をつく。

「去ったか。……しつこく絡からまれて困っていた。ありがとう、Ｍｒミスター．ロッシ。

　それと──他の四人も」

　感謝を込めて視線を巡らせるオリバーだが、その時にはもう、当の四人は何もなかったように各おの々おのの食事に戻っていた。そんな様子に苦笑を浮かべて、彼は間近のひとりに顔を向け直すが、

「おおきに。──て、吞のん気きに礼なんぞ言ゆうとる場合かい！」

　直後に、目尻をつり上げたロッシが目と鼻の先に顔を寄せてくる。驚くオリバーへ、彼はそのまま言葉を続けた。

「あの手合いはボクも気に食わんけどな、キミの脇の甘さもちょっと目に余るで。大事な相手はキッチリ壁作って囲っときや。自分らもう子供と違ちやうんやぞ」

「う……」

「でないとなぁ。──ナナオちゃん、ちょい手ぇ貸して？」

「む？　こうでござるか？」

　意図が分からないまま片手を差し出すナナオ。恭うやうやしくその手を取ったロッシが、流れるような動作で手の甲に唇を寄せる。

「あ──」「わっ──」

　目を丸くするピートとカティ。突然の出来事に硬直するオリバーへ、ロッシはにやりと意地悪い笑みを向ける。

「油断したスキに、こうやって横から搔かっ攫さらわれるわけや。……気ィ付けなあかんで？」

　彼がそう口にした瞬間、オリバーが椅子を蹴って立ち上がった。

「──ロッシ！」

「やっぱり怒らせてもうた！　なははは、ほなおおきに！」

　身をひるがえしたロッシが笑いながら走り出す。その背中を睨にらみながらも後を追うことはせず、オリバーは未いまだにぽかんとしている東方エイジアの少女へ向き直った。

「ナナオ、手を出せ！　今すぐ！」

「へ？　またでござるか？」

　重ねて戸惑いながらも、彼女は先ほどロッシに接吻くちづけされた手をオリバーへ差し出す。その手を摑つかむと、少年は手持ちのハンカチに魔法薬を沁しみ込ませたもので彼女の手の甲を拭い始めた。一心不乱にそれを続けるオリバーに、ガイが笑いを嚙かみ殺ころしながら声をかける。

「……そこまで過敏にならなくてもいいんじゃねぇか？　手の甲にキスくらいで」

「魅了チヤームの術式の一環だった可能性もある！　念には念を入れてだ！」

「Ｍｒミスター．ロッシはそういう手段を用いるタイプではないと思いますが……。まぁ、それであなたの気が済むのでしたら」

「……自分でキスするのは渋るのに、他人にされるのは嫌なんだね。……ふーん」

　カティから棘とげのある視線が注がれるが、今のオリバーにはそれも目に入らない。なんともおかしな雰囲気になってしまった場の中で、シェラがふむと顎に手を当てた。

「しかし──こうしたトラブルに巻き込まれるということは、あたくしたちもそういう年頃に入った証拠ですわね。……意識を変えておく必要があるとは思いませんか？　オリバー」

　問われた少年が迷わずうなずく。ただし、手の甲を拭う動きは一切休めないまま。

「ああ、同じことを考えていた。……さっそく今夜にでも一席設けよう。この中で、放課後に欠かせない予定が入っている者はいるか？」

「オリバー、そろそろ手の甲が痛いのでござるが……」

　本人がそう訴えたところで、オリバーはやっとハンカチを少女の手から離した。そのまま生真面目な顔で向き直るので、他の全員が笑いをこらえるのに苦労する。

「いなければ今夜八時、秘密基地に集合してくれ。──大事な話がある」







　かくして、その日の午後八時。迷宮地下一階の共有工房に、彼ら六人は勢せい揃ぞろいしていた。

「ひい、ふう、みい……これで八回目だね。剣花団の集会」

「もう定番って感じだな。そら、今日の茶請けはレモンメレンゲパイだぜ」

　ひと足先に来て調理をしていたガイが、テーブルの真ん中に焼き立ての菓子をゴトンと置く。ナナオが大喜びで手を伸ばし、巻き毛の少女がむむむと唸うなってその後に続いた。ここでおやつや食事を作るのは大抵ガイかカティなので、互いに結構な対抗意識があるのだ。

「全員参加してくれたことに感謝する。……それでは、さっそくだが本題に入ろう」

　全員の皿にパイが載ったところで、オリバーがそう言ってシェラとうなずき合う。続けて腰から白はく杖じようを抜き、その切っ先で空中に光の文字を書き始めた。最初に並んだのは「男性メイル」と「女性フイメイル」の二語。

「性教育の時間だ」

　彼が真顔で言ってのけた瞬間、パイを口に含んでいたカティとガイが盛大にむせ込んだ。

「ごほっ、えほっ……！　……え、なに!?　いきなり何の冗談!?」

「冗談ではありませんわ。正真正銘、今日の集まりの趣旨はそれですの」

　動揺する彼女らに向けて大真面目に言い添えて、シェラは話の流れを説明し始めた。

「昼の出来事は憶おぼえているでしょう？　あの時はＭｒミスター．ロッシのおかげで、何事もなく速やかに追い払えましたが……」

「ごほん！」

「……いえ。ナナオが手の甲にキスされるというアクシデントがありましたが、それはひとまず置いて」

　オリバーが咳せき払ばらいし、その意図を汲くんだシェラが苦笑混じりに付け加える。それから彼女は仲間のふたりに目を向けた。

「ピート、ナナオ。あの生徒たちがどういう意図で自分に絡からんできたか、あなたたちはちゃんと分かっていますか？」

「……両極往来者リバーシの体質が物珍しいんだろう？　他に興味を持たれる理由がない」

「拙者はさっぱりでござるな。剣を交えたいという風ではなかったようでござるが」

　きょとんとした顔で答えるふたり。──先だっての一件でオルブライトに知られてしまったこともあり、前年度の終盤、眼鏡の少年は自分の特異体質を周囲に明かしていた。かなり悩みはしたものの、「知られて注目されるより、今後ずっと隠すために気を遣うほうが嫌だ」──というのが本人の結論だった。

　シェラがふぅとため息をつく。ふたりの反応に自覚のなさが表れていた。

「やはり分かっていませんのね。……でしたら、あえていちばん直接的な表現で教えますわ。

　あの生徒たちは、あなたたちと子供が作りたいのです」

　長い沈黙が下りた。その回答からたっぷり三十秒ほど、誰ひとり声を上げなかった。

「………………え？」

「むむむ？」

　耳から入ってきた言葉をまったく消化できないまま、ピートとナナオが困惑を顔に浮かべる。それを見たシェラがこくりとうなずいた。

「ピンと来ませんか。では、順を追って説明しましょう。

　ほぼ全ての魔法使いにとって、自らの血を後世に伝えることは最重要の責務と言えます。同様に重んじられるのが、より優れた血を家系に取り入れること。大きな才能を持つ魔法使いほどその相手として高く見込まれます。ここまでは分かりますね？」

　戸惑いを残しつつもうなずく四人。メインの教師役をシェラに預けて、オリバーはじっとその内容に耳を傾ける。

「一方で、優れた血統に属する魔法使いは、自分の血を決して安売りしません。自らの家系が培つちかってきた神秘を漏ろう洩えいさせないためです。この傾向が行き過ぎた家系では、時に近親婚を繰り返してまで血の散逸を防ぐこともあるほどです。

　そうした理由から、名家に属する魔法使いとの間に子を成すことは容易ではありません。相手のそれに近い家格か、さもなければその不足を補いうるほどの突出した能力が必要です。この選定において、当事者同士の感情は大した問題とは見なされません」

　そうした魔法使いの慣わしに関して、この中でシェラ以上に知り尽くしている者はいない。名家に生を受けた魔法使いとはそういうもので、「自らの血を守る」重要さを幼いうちに教え込まれる。それは彼女らが持つ最大の財産であるからだ。

「では、優れた血統に属さず、なおかつ突出した能力も持たない魔法使いはどうするのでしょうか？　家格も能力も近い相手と子を成す、というのが最も凡庸な選択。そしてもうひとつが──無名の家柄でありながら抜きん出た能力を示す、そうした稀け有うな魔法使いを狙ってアプローチすることです。

　ピート、ナナオ。他でもないあなたたちのことですわ」

　きっぱりと言い切るシェラ。それを聞いた眼鏡の少年が真っ赤な顔で口を開いた。

「ま、待て……！　ナナオがそれに当てはまるのは分かる！　でも、まだ何の成果も上げていないボクがどうして……!?」

「成果とは無関係に、両極往来者リバーシという体質にはそれだけの価値があるのですわ。発現率は低いですが、その体質は子孫にも遺伝することが知られています。つまり……一度あなたの血を取り込めば、以後その家系には両極往来者リバーシが生まれるようになる。多くの家にとって、それは願ってもないことです」

「さっきシェラが説明したのと同じ理由から、両極往来者リバーシの血統はその多くが外へ漏れないように囲われている。大勢の愛人を持ったことで知られる『大賢者』ロッド＝ファーカーも、その数に比べて成した子はほんのわずかだ。……だが、君は普通人出身の一代目でその体質に目覚めた。どこの家にも属さず、まだ誰にも囲われていない両極往来者リバーシ。現時点でその立場にある魔法使いは、ひょっとしたら君が世界で唯一かもしれない」

「う、あ……」

「君が体質を公にするかどうか悩んでいた際にも、同じような話はしたと思ったが……その反応からすると、どうやら俺の説明不足だったようだ。慌てさせてしまってすまない」

　詫わびを口にするオリバー。それを聞いたピートが慌ててかぶりを振った。

「オマエは悪くない。……ただ、ボクの認識が甘かった。だって、まだ二年生のうちから周りにそんな風に見られるなんて、実際こうなるまで実感できなかった。確かに『年頃になったら引っ張りだこ』とか先輩が話してたけど……」

　眉根を寄せて唸うなるピート。……まだ普通人の常識が抜けきらない彼にすると、体質の有無ひとつで周りからの見られ方がまったく変わるというのは信じがたい。自分自身の認識と周囲からの認識に大きなズレがあるのだった。

　悩み込む少年の姿を横目に、シェラがもうひとりの仲間に視線をやる。

「そして、ナナオ。あなたの無垢の純白イノセントカラーもまた、魔法使いとしての高い素質を明白に保証するもの。ガルダを倒した一件を始め、去年一年でもはや数えきれないほど実力も示してきていますし──あなたに注目していない生徒のほうが、もはや今のキンバリーには少ないでしょう。

　ふたりとも、これで分かりましたわね。他の生徒たちが、あなたたちと子供を作りたがる理由が」

　シェラの前で考え込むふたり。その様子を見つめつつ、オリバーが説明を補足した。

「加えて、持っている才能とアンバランスに、君たちはまだ魔法界の常識に疎うといところがある。それも他の生徒から『狙い目』だと思われる理由だ。……そうなると、中にはああして大胆なアプローチを試みる者も出てくる」

　昼間に話しかけてきた生徒たちのことを思い出して、オリバーは苦い面持ちで言う。縦巻き髪ロールヘアの少女がこくりとうなずいた。

「そうした立場の自覚をあなたたちに促しつつ、年頃を迎えた魔法使いとして、恋愛や性交に対する正しい意識を持ってもらう──それが今日の集まりの目的です。突然のことで驚かせたと思いますが、時期としては今がベストですの。というのも、この学校ですと、三年生からは正式に生徒の妊娠と出産が許可されますから」

「に、にんしっ……」

　精神の許容限界を超えた情報にピートが言葉を詰まらせる。彼と同じく真っ赤な顔でうつむき、カティがぽつりと口を開いた。

「……確かに、何度か見かけたことあるよ。お腹なかのおっきい上級生が廊下を歩いてるの……」

「そのはずだ。生徒の妊娠・出産に関しては、キンバリーの側でも多くの便宜を図って奨励している。学生の間に子供を産むというのは、ここでは至って普通の話なんだ。だからこそ、一年の猶予がある今のうちに話しておく必要がある」

「………………」

「ガイ、顔を隠していないでしっかり向き合いなさい。あなたも当事者のひとりですのよ」

　長身の少年に至っては、両手で顔を覆ったままずっと黙り込んでいる。そこへ追い打ちをかけるようにシェラが事実を付け加えた。

「参考までに、こんな統計があります。過去のキンバリーの生徒のうち、卒業までに性交を経験した割合を調べたものですが──これが、実に八割」

「は──ッ」「はっ、八割!?」

　愕がく然ぜんと目を見開くガイとカティ。以前に呼んだ校内新聞のゴシップ記事にも、そこまで具体的な数字は書いていなかった。多くの生徒にとって、そんなことは記事にするまでもなく自明だからだ。

「近年の調査でもこの数字は変わっていません。つまり、この六人の中から、おそらく四人から五人は経験するはずなのですわ。その相手はまだ見ぬ誰かかも知れませんし……あるいは、いま同じテーブルを囲んでいる内の誰かかもしれません」

「え──」

　それを聞いた瞬間、カティはほとんど反射的に同じテーブルを囲む異性に目を向けた。真っ先に視線が吸い寄せられたのがオリバー──しかし、当人と目が合いそうになった瞬間、死にそうな恥ずかしさに襲われて全力で目をそむける。そうすると、少女の目は必然的に他へと向けられ、

「……いやいや。ないない」

　その先で事故のように目が合った長身の少年が、ぷらぷらと手を横に振ってみせた。まったく悪い冗談だよなぁと、そう言わんばかりの苦笑を浮かべて。

　カティはにっこり笑った。哀れな死刑囚を前にした処刑人のそれだった。

「──マルコ。ガイを高い高いしてあげて」

「ウ、分カった」

　開け放たれていた隣の大部屋への扉から、マルコの巨大な腕がにゅっと伸びてガイの体を鷲わし摑づかみにする。その瞬間になってようやく、長身の少年は自分の失言に気が付く。

「ちょ──ちょっと待て！　悪かった、今のはおれが悪かった！　あんまり唐突な話だったもんで、率直な感想がつい口からポロッと──うぉぉぉおおおおお！」

　命乞いごとガイの体が隣の部屋へ吸い込まれ、やや間を置いて盛大な絶叫が響き始めた。大部屋の天井までは十メートル近くあるので、彼への刑罰にはその高さが目一杯使われる。心地よい悲鳴を背中に、カティは何事もなかったように仲間たちへ向き直った。

「無礼者へのお仕置きはあれでよし。……話、続けよっか？」

　その笑顔を前に、情状酌量の余地を訴える者は誰もいなかった。心中でガイに詫わびながら、悲鳴には聞こえないフリをして、オリバーは話を本題に戻す。

「立場の自覚は済んだと思うから、そろそろ具体的な備えに移ろう。──まず、避妊具は常に持ち歩くこと。これは大前提だ。今は大おお袈げ裟さに感じるかもしれないが、『その時』は得てして予想もしないタイミングで訪れる。何の準備もないままそれを迎えてしまうのが最悪のパターンだと思ってくれ。

　そして、全員にもっとも意識して欲しいのが、一過性の気持ちの盛り上がりに流されて事に及ばないこと。本当にその相手と関係を持っていいかどうか、心が冷静な時に自分の心に繰り返し尋ねて欲しい。そこに確信が持てない間は、誰にどんな形で求められてもとりあえず断れ。気まずさを感じる必要はない。君たちに思慮の間を与えたがらないような相手は、そもそも誠意に欠けている」

　説明を受ける三人の目をまっすぐ見据えて、断固とした口調でオリバーは言い切った。シェラがうなずき、そこに自分の見解を付け加える。

「あたくしもおおむねオリバーと同意見ですが……そのスタンスに関しては、人によって異なる正解があることも添えておきましょう。比較的一般的なところですと、『四年生になるまでに誰かと経験はしておけ』という忠告があります。これは在学中に子を成す予定でいる生徒への助言でして、いざ本命の相手とベッドで向き合う時、まったく経験がないままでは問題が生じかねない──そんな教訓が含まれています。……あまり真似まねをして欲しくはありませんが、刹那的な色気を武器に、いわゆる『一夜の過あやまち』に全てを懸けるタイプというのも確かにいます。彼ら彼女らにとってはその一回が最初で最後のチャンスになりますから」

「そういう方針を取って欲しくはないし、そういう手合いに引っかかって欲しくもない。……一介の友人の立場からでは、もちろん強制はできないが」

　歯がゆい思いを吞のみ込こんで少年は言う。──極論してしまえば、この集まりや忠告には何の強制力もない。従うも無視するも最終的には本人の裁量でしかないのだ。外の世界ならばブレーキとなる倫理観も、キンバリーという魔境では気休めほどにも働かない。「一夜の過あやまちに全てを懸ける」方法すら、ここではありふれた選択肢のひとつに過ぎないのだから。

「……オリバー」

　ふと、ここまで長いこと黙っていたナナオが声を上げた。呼ばれた少年が彼女に目を向ける。

「どうした？　ナナオ」

「例えばの話。貴殿でも、拙者と子供を作りたいと思うのでござるか？」

　一撃で場が凍り付いた。ナナオを除く全員が硬直し、ガイの悲鳴だけが反響する部屋の中、最初に我に返ったシェラがこほんと咳せき払ばらいする。

「……ナナオ。それはさすがに話が飛んでいますわ」

「分かってござる。しかし、どうしても実感が持てないのでござる。拙者は物心付いてより剣を振り回してばかりいた武骨者に過ぎぬ故、誰かにそのような形で求められた経験がござらん。思慕も恋情も、知っているのはただ言葉の麗うるわしい響きばかりにござる」

　彼女なりに真摯な質問だと分かって、固まっていた面々もどうにか平常心を取り戻していく。それでも激しい動どう悸きを胸に感じるオリバーに、東方エイジアの少女は重ねて問いかける。

「故に、教えて欲しいのでござる。それは拙者に関わりのあるものであるかどうか。剣を振る以外に能のない戦狂いの小娘が、果たしてそれに値するかどうか。他の誰でもなく──この学まなび舎やで出会った人々の中で、誰よりも誠実であった貴殿に」

「──っ──」

　まっすぐな瞳に見つめられて、少年は悟った。これは決して逃げてはいけない質問だと。

　同時に正解のない懊おう悩のうに襲われた。──いったい全体、どう答えれば良いというのか？

　口が裂けても「ノー」などとは言えない。それではさっきのガイの失言と同じだし、自分の魅力への自覚を促すという集まりの趣旨とも矛盾する。だいたい自分の本音とまったく食い違う。ナナオ＝ヒビヤの魅力を諳そらんじろと言われれば、自分は一晩中だってそれを喋しやべり続けられるのだから。

　だが、「イエス」と答えてしまえば──否いや応おうなく、昼間に絡からんできた連中と自分を同列に並べることになる。したくない。魔法使いの常識とは関わりなく、自分は絶対にそうなりたくない。自分とナナオの関係を、単なる生殖と血統の手段に貶おとしめたくない。だって──だって、それは、それだけは、




　──人格が人の本質だよ、ノル。才能でも、まして血でもない。……それを忘れないで。




　この不出来な息子が取りこぼさず受け継ぐと誓った、たったひとつのものだから。

「………………魅力、を……」

　声が震えた。いつまでも黙ってはいられない。彼女の質問に、答えなければ。

「…………魅力を。感じないと言えば──噓うそに、なる」

　絞り出すように、オリバーはその答えを口にする。言葉にしてみればひどく凡庸な、この状況下で必要となる最低限度のイエスを。……社交辞令と割り切って口に出来たならどんなに楽だろう。だが、それは許されなかった。彼女に対して誠実であろうと望むのならば。

「そうで、ござるか。……なるほど、そうでござるか」

　彼の返答を受けて、ナナオが嚙かみしめるように繰り返し呟つぶやいた。そこへ双方を宥なだめるように、縦巻き髪ロールヘアの少女が声を挟む。

「少し、踏み込んだ話になり過ぎましたわね。……全員におおよその自覚は促せたようですし、成果としてはじゅうぶんです。この話題は一旦ここまでとしましょう」

「…………わかった」

　オリバーとナナオを交互に見つめて、複雑な面持ちで巻き毛の少女がうなずく。その髪を優しく指で梳すきつつ、シェラが小声で付け加えた。

「それと、カティ。……そろそろガイを許してあげてもいい頃合いでは？」

「そっちはあと十分」

　迷わず答えるカティ。彼女はついに、その時間を一秒たりとも削らなかった。







　それから小一時間ほど雑談をして、その日の会合はお開きとなった。

「────」「…………」

　深夜二時、女子寮。寝支度もすっかり済んで消灯し、真っ暗なナナオとカティの部屋の中。

「……ナナオ。……その、大丈夫？」

「──む？」

　ベッドに横たわったまま、巻き毛の少女がぽつりと口を開く。ルームメイトがまだ起きていることは分かっていた。いつまで経たっても寝息が聞こえてこないから。

「部屋に戻ってからずっと黙り込んでるし、思い詰めてないかな、って。……その、やっぱり色々とショックだったでしょ？　初めてああいう話をすると」

　慎重に言葉を選んで彼女は尋ねる。ややあって、隣のベッドから声が返った。

「衝撃という意味では、確かにそうでござった。──よもやこの身が、武人として以外の形で求められることがあろうとは。正しく寝耳に水、青せい天てんの霹へき靂れきと言った風ふ情ぜいにてござる」

「……周りから見れば、そんなの当たり前なんだけどね。ナナオは最初からかっこいいし、かわいいよ。それに──」

　まぶたを閉じ、カティはこれまで目にした東方エイジアの少女の活躍を脳裏に思い描く。……二年生が始まって間もない今の時点で、それはすでに数えきれないほど。入学パレードでマルコが暴れた時、犬人狩りコボルド・ハントの会場にガルダが乱入した時──凜りんとした背中が、いつもそこにあった。

「──戦っている姿を見て、すごく綺き麗れいだって思うことがある。男の子だって女の子だって、あれには見み惚とれるよ。変な下心がなくてもさ」

「何やらくすぐったくござるな。カティにそう言われると」

　今日の集まりの雰囲気を引きずっているのか、それとも暗闇で互いの顔が見えないからか。いつもは言えないようなことも、巻き毛の少女はついつい口にしてしまう。その流れに背中を押されて、今なら──と、彼女はさらに続けた。

「恥ずかしいこと言った勢いで、もう尋ねちゃうね。……オリバーのこと、好き？」

　しん、と沈黙が下りた。打てば響く潔いさぎよさが身上のナナオにとって、それはひどく珍しいこと。

「先刻からずっと、それを考えてござった」

　思慮の間を置いて声が返る。もちろんカティにも分かっていた。あの集まりの間からずっと、友人の心がそこにあったことは。

「オリバーの声を聞きたいという気持ち。あるいは隣にいたいという気持ち。はたまた触れ合いたいという気持ち。──それら全て、拙者は疑う余地なく持ち合わせてござる。なればこそ、今日まで引っ付き虫のごとく付いて歩いたのでござろう」

「……っ……」

　ほとんど肯定に等しい内容を耳にして、カティの胸がずきりと痛む。訊きけば必ず答えが返ると分かっていたから、彼女はずっとそれを訊たずねてこなかった。ナナオは決して誤魔化すということをしない。オリバーのことをどう思っているのかと訊きかれれば、返答に窮するのはむしろ彼女のほうだ。

「されど一方で、拙者には根本的な疑問もあり申す。……誰かを好きという感情は、同時にその相手の死を望むことをも許すものでござろうか？」

　だが、予想していなかった言葉が後に続く。不穏な響きを耳にしたカティが、暗闇の中でルームメイトに顔を向ける。

「死を、望む？　……ど、どういう意味、それ？」

　おそるおそる彼女は尋ねた。そして──ここでもやはり、ナナオは誤魔化さなかった。

「拙者の悲願はオリバーとの死合いにござる。授業にて最初に立ち会ったあの時より、今この瞬間に至るまで──そればかりは、ただの一瞬も揺らいだことはござらん」

　鋼じみた返答に、巻き毛の少女は息を吞のんだ。……入学して間もない時期に全員で話し合って以来、そのことについて再び彼女に尋ねたことはない。その必要もないとカティは考えていた。本人の明るい振る舞いから、そんな問題はとっくに払ふつ拭しよくされたものと思い込んだ。──思い込もうとした。

「皆と共に過ごす内に、この衝動も鎮しずまりゆくものかと期待しており申した。されど──楽観にござったな。オリバーを好ましく思えば思うほど、その人柄を知れば知るほど、剣を交えたいという想おもいもまた募る。さながら瘧おこりに罹かかったように、満たされぬ飢えが総身を震わせる」

　秘めていた想おもいが少女の口から紡つむがれる。──そう、そんなはずがなかったのだ。あの日にナナオが告白したことは、時間が解決してくれるような根が浅いものでは断じて有り得ない。それはおそらく、彼女の人格の根底をなす一部分であり──その魂に根差すもの。

「幾たび己が胸に問えども、鐘を打つように同じ答えが返ってござる。──あの体を、斬りとうて斬りとうて、たまらぬ。──あの剣に、斬られとうて斬られとうて、たまらぬ。かつて斬り結んだ一時が狂おしく恋しい。あの続きを行えるのならば、その歓よろ喜こびはどんなにか──」

　熱に浮かされたようにナナオは語り続ける。反対に、それを聞いたカティの全身が総毛だった。率直で明け透けな、隠し事など何もないと思っていた友人。その奥底に秘められていた情念が、想像を絶する熱量が垣かい間ま見みえる。さながら硝子ガラスの小窓から、燃え滾たぎる炉の内側を覗のぞき見るように──。

「如何いかがでござろう、カティ。これを聞いても尚なお──拙者のこの気持ちは、オリバーを好きということで宜よろしいか？」

　灼しやく熱ねつの炉の内側から覗のぞき返して、ナナオ＝ヒビヤは友人へ問いを投げかけた。カティには何も答えられない。喉が、舌が、唇が、完全に凍り付いていた。ここまで切実な問いかけを、己の存在の是非を問うに等しいそれを──彼女はこれまで誰にも受けたことがない。

　重い沈黙が、長い静寂が、国と国の間を分かつ大河のように、どうしようもなくふたりの間を流れていく。──やがて、ナナオはそれを答えとして受け止めた。苦笑を浮かべる気配が、暗闇の中でもカティに伝わってきた。

「違ってござるな、やはり。……愚かなことを訊たずね申した」

「──あ──」

　瞬時にカティは悟った。たったいま自分が、取り返しのつかない過あやまちを犯したことを。

　指一本動かせずにいる彼女の目の前で、ナナオが静かにベッドの上で身を起こし──す、と正座に構える。カーテンの隙間から月明かりが差し込み、その面影を冴さえ冴ざえと切り取った。これより割腹に望む侍のような、冷たく張り詰めた、それは息を吞のむほどの美しさ。

「以前より自覚はござった。同意の上ならいざ知らず、望まぬ相手を執しつ拗ように殺あやめんと欲ほつするならば、これは浅ましき獣の性さが。武人の気高さなどとは程遠い、寧むしろその対極にある卑いやしさと。

　されど……そう知るが故に、この愚か者は懲りず夢見るのでござる。想おもい人が願いに応えてくれる日を。一匹の獣ではなく、ひとりの武人として彼かの人と立ち合う時を──」

　少女は語る。決して叶かなってはならない、叶かなう日を思い描くことさえ罪深い。どうしようもなく人倫ひとのみちから外れてしまった、自身の夢のカタチを。

「──もし。そうして夢見る日々にすら倦うみ果てて。誇りの全てを忘れ去った拙者が、正真の獣に堕す時が来たならば」

　容赦なく言葉は続く。彼女が口にしているのは、すでに友への遺言に等しい。

「その時は、カティ。どうか些いささかも躊躇ためらわず。貴殿の杖剣つえより放つ魔法にて──この心の臓を撃ち抜いて頂ければと願い申す」

　それを耳にした瞬間。胸を撃ち抜かれるような衝撃がカティを襲い──刹那、彼女の中に、ひとつの鮮烈なビジョンが浮かんだ。

　どことも知れぬ仄ほの暗ぐらい場所。目の前には、血に濡ぬれた刀を手に、ぽつんと立ち尽くす孤影。周りにはその刃に斬られた無数の亡なき骸がらが横たわる。積み重なった死者たちの沈黙は、もはや静寂を通り越して耳鳴りを催すほど。

　しかし。どれだけ多くを斬ろうとも、飢えが満ちることはない。それが求めるのは、宿命と見定めた少年ただひとり。彼と刃を交えるまで、最愛の相手をその手にかけるまで──彼女の歩みは決して止まらない。

　その光景を前に──巻き毛の少女は、震える手で自らの杖じよう剣けんの鞘さやを祓はらう。……言葉はとうに尽き、為なすべき務めは余りにも自明。そう──かつて友に望まれたままに。託された役目の通り。ただ相手の心臓を撃ち抜くべく、自分はここに立っている。

　事此こ処こに及んで、交わすべき言葉などありはしない。なのに──なのに、どうしようもなく、彼女の唇は動いてしまう。変わり果てた相手の名を、なおも変わらぬ親愛でもって呼ばわる。

「……ナナオ……！」

　そのビジョンと重なって、現実のカティの体がベッドから跳ね起きた。相手の名前を呼び、隣のベッドに飛び乗って、あらん限りの力で相手の体を抱きしめる。決して離すまいと、絶対にそちらへ行かせまいと。

　分かってしまった。どうしようもない確信がカティの中に生まれていた。たったいま目にしたものこそ──ナナオ＝ヒビヤという少女が魔に吞まれる時なのだと。
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「──復ふく讐しゆうの剣は愉たのしからず。相愛の剣こそ愉しけれ」

　ナナオは訥とつ々とつと語る。友人の震えを、その体温を感じながら。

「過日の戦いくさ場ばにては唯一の縁よすがであった、父より賜たまいしこの言葉を──よもや、呪いと感じる日が来ようとは」

　そう。そんな因果を、かつての彼女は予想だにしなかった。戦の中で生き、戦の果てに死ぬ──それだけが自分の生涯だと思っていたから。ただ死に方を考えておけばそれで事足りた。斬ることにも斬られることにも何の葛藤もなかった。

　だが、今は違う。数奇な経緯いきさつを経て流れ着いた、この海の向こうの学まなび舎やで──自分は戦以外を生きてしまっている。縁えにしを結んだ友人たちに、この先も共に生きようと望まれている。それは何と得え難がたいことであり、ひるがえって──それでも尚なお変わり得ぬ己の心の在り方は、何と罪深いのであろうか。

「……何も決まってなんか、いないよ。まだ、何も」

　彼女の諦観を拒むようにカティが声を上げる。そう──さっき垣かい間ま見みたものが未来だとしても、それはまだ訪れてはいない。

「二年生だよ、わたしたち。ここでの生活、まだ始まったばかりじゃない。……楽しいこと、いっぱいあるよ。一緒に色んな景色を見られるし、箒ほうきに乗ってどこにでも行けるよ。いくらだって遊べるよ。わたしたちはみんな、これからたくさん笑えるんだよ。そうでしょ……？」

　だから、ひとえに希望を思い描く。強く、色濃く。そうでない未来が、みんな塗り潰されて消えてしまうくらいに。

「そうやって過ごすうちに、いつかきっと思わなくなるよ。オリバーと死ぬまで斬り合いたいなんて。……代わりに、もっとずっとわたしたちと仲良くなるんだから。

　そしたらね。わたしは必ず今日のことを思い出して、みんなと一緒にナナオをからかうんだ。……昔のあなたはあんなこと言ってたけど、結局ぜんぶ杞き憂ゆうだったね。あんなに深刻だったのにお生あい憎にく様さま。わたしたちはこれからもずっと一緒だよ──って」

　最後は掠かすれた涙声だった。友人の背中をそっと抱きしめ返して、ナナオはかすかにうなずく。

「そうでござるな。──そうなれたならば、どんなにか」
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　空を飛べるか否いなか。魔法使いと普通人を隔てる、それはもっとも大きな差異のひとつだ。

　ブルーム科ビソン属の魔法生物──いわゆる「箒ほうき」の発見は大歴以前に遡るため、箒ほうき術じゆつの歴史は魔法剣よりもずっと古い。普通人の諺ことわざにある「魔女も箒ほうきから落ちる」という表現からも、それは大いに窺うかがうことが出来る。

　当然ながら、飛んでいれば落ちることもある。だが──飛ぶことが出来るなら、その速さを競う者が現れるのもまた必然。そこへ「治癒魔法があれば大抵の怪我けがは治せる」という魔法使いならではの事実が合わさり、飛行の速度を競うレースに加えて、「箒ほうきに乗って互いを落とし合う遊び」が始まった。そのスリルと奥深さ、そして野蛮さに、当時の魔法使いたちは瞬またたく間まに魅了された。

　単なる遊びだったものがルールの整備によって洗練を重ねていき、競技として成立したのがおよそ千年前。さらに内容を発展させて集団で行われるようになったのが八百年ほど前。「より野蛮に、より美しく」という標語も、その頃からすでに連盟ユニオン全土で唱えられていたという。

　そして、至る現在。魔法使いの休日の定番といえばもちろん、エールを片手に箒ほうき競技の観戦だ。

「速い！　速い！　速い！　とてつもなく速ァァァァァい！　まだ二年生だろう、どうしてそんなに速く飛べるんだナナオ＝ヒビヤ選手！　レベルが違いすぎる！　他の選手は影を目で追えてすらいなァァァいッ！」

　満座に埋まった観客席の上空を、二種類のユニフォームに身を包んだ魔法使いたちが飛び回っている。正面からすれ違い、背後から急襲し、左右から挟み撃ちにし──背中に負ったどつき棒クラブで敵を叩たたき落おとす。ひとり落ちるたびに観客が沸き上がる。その熱狂の中心に、選手の中でもひときわ小柄なひとりの少女がいる。

「速さだけでも手に負えないのに、ダメ押しにどつき棒クラブを握らせても天下一品ときやがる！　いったいどうなってんだ、東方エイジアのサムライはみんなこうなのか！　だとすりゃ連盟ユニオンの命運もそう長くない！　おい観客ども、テメェら全員首を洗ってハラキリの準備しとけェ！」

　実況する生徒のテンションも下がることを知らない。彼らが見ているのは尋常のゲームではないのだ。一方のチームのたったひとりの選手が試合の主導権を完全に握っている。ジュニアリーグでは有り得ないような空中機動マニユーバで他の選手を置き去りにする。対するチームは、その猛威に対抗するためにあらゆる手立てを尽くしていた。

「おぉーっとぉ！　彼女に翻弄されまくった相手方、ここでたまりかねてなりふり構わぬ攻撃に出た！　ヒビヤ選手ひとりに八人がかりで突撃だ！　実に大人げない、しかし無理もない！　さぁどうなる！　いかに彼女でも、これはさすがにひとたまりもないか！」

　これがその極め付けだった。上下左右から包囲し、物量で圧おし潰す。フリーの敵選手に背後を突かれることは承知の上で、それでもひとりのエースを落とすことに徹する。上策とは到底言えなくとも、そうでもしなければ試合にならないのだ。あれを同じ空に飛ばせてはならない。言葉を交わすまでもなくその認識を共有し、彼らは一斉に標的へ襲いかかり──結果、振るわれた八本のどつき棒クラブの全てが空を切った。ただのひとりも、相手の袖を掠かすめることすら許されずに。

「うォォォォ──ッ！　抜けたァァァ！　あの包囲網をわけの分からん空中機動マニユーバですり抜けたァァ！　なんだそりゃあッ！　いったいどこに隙間があったんだッ！

　畜生、もう解説なんぞやってられねぇ！　君が飛ぶ姿が見られるなら何だっていい！　頼むヒビヤ選手、そのまま永遠に俺らを魅せ続けてくれェェェ！」

　実況の声はすでに絶叫と化し、観客もまたそれに倣ならうように咆ほう哮こうじみた声を張り上げる。コップから零こぼれたエールが前席の生徒にかかるが、そんなことを気にする者はひとりもいない。今は誰もが空を見ている。その中を自由奔放に舞い遊ぶ少女の姿を──。







「……何度見ても目を疑いますわ。ここまで圧倒的なのですか、箒ほうき競技でのナナオは」

　観客席の片隅でその活躍を見守りながら、シェラが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。すでに観客は総立ちで、席に座っている者は誰もいない。隣に立つガイが振り向いて口を開く。

「今やってんのは三年生までのリトルリーグだけど、もう完全に敵なしだってよ。デビューから六回やった公式戦での平均得点が驚きの５．８──あいつひとりで敵チームの選手を半分落としてる計算だ。当然試合のほうも連戦連勝。今期のワイルドギースのランキングは一位から微動だにしてねぇ」

「……バランスブレイカーだな、完全に。本人のレベルと戦場がまるで合っていない。相手チームの応援団を見てみろ、悔しいのを通り越して全員放心してるぞ」

　草地のフィールドを挟んだ反対側の観客席を指さして、ピートがそう口にする。他の三人がそちらに目を向けると、彼の言う通り、敵チームの応援団は旗を振ることも忘れて棒立ちしていた。それを怠慢と責めることは出来ない。余りに一方的な試合運びは、時に選手よりも先に応援の気力を根こそぎにしてしまうものだ。ガイが苦笑してうなずいた。

「それが目に余るってんで、運営のほうでシニアリーグへの昇格を検討してるってよ。二年生で公式戦デビューしたその年の間の昇格となると、なんでも過去にふたりしか例がないらしい」

「…………」

　その説明を聞きつつ、カティもまた無言で空を見上げていた。他の三人とは一線を画する険しい面持ちで。

　なんて皮肉な話だろう、と声には出さず彼女は思う。こんなにも眩まぶしく輝いて、こんなにも多くの人に求められているのに──本人の渇かつ望ぼうは少しも癒いやされない。それを知ってしまっているから。







「わぁぁぁぁぁッ！　──っ…………あ、あれ？」

　ナナオに落とされた敵チームの選手が、草地に接触する間ま際ぎわでふわりと浮かぶ。そのまま優しく地面に降ろされてぽかんとする彼に、すぐ近くで空を睨にらむ受け止め役キヤツチヤーが声をかけた。

「痛む部分があればそのまま。すぐに救護班が駆けつけます」

　油断なく白はく杖じようを構えたオリバー＝ホーンだった。今の彼は、競技が行われる空の真下に配置されたキャッチャーたちのひとりだ。その働きを目にした実況がすぐさま声を上げた。

「おおっと、キャッチャーのオリバー＝ホーン！　言わずと知れたヒビヤ選手の女によう房ぼう役だ！　好き放題飛び回る相方の下で、こちらはいぶし銀の活躍を続けているぞ！　繊細な魔力制御で墜落者をふんわり優しく迎え入れる手腕はすでに一部で評判だ！　そのまま今期の最優秀キャッチャー賞を狙っていくつもりか！　ヒューッ、俺も君に受け止められてェ───！」

　過剰な賞賛に苦笑を浮かべながらも、オリバーは引き続き自分の役割に徹する。気を抜いている暇は少しもなかった。この先も、彼女が残りの選手をどんどん落としていくと確信していたから。







「オリバーが褒められていますわ！　見る目がありますわね、あの実況！」

「同感だ」

　実況による紹介を聞いて喜ぶシェラの隣で、ピートが小さい声で同意を示す。上空と地上の友人をガイが交互に見た。

「まぁ、肝心のナナオはまだ一度も落ちてねぇんだけどな」

「いいえ。たとえ出番が来なくても、キャッチャーはそこにいるだけで良いいのです。自分が落ちた時は必ず受け止めてくれる──その信頼感こそが選手の飛ひ翔しようから躊躇ためらいを消し去るのですから。今のナナオの活躍も、その何割かはオリバーの存在があってこそのもの。あたくしは疑いなくそう思いますわ」

　揺るぎない声でシェラがそう言ったところで、試合終了を告げるラッパの音が高らかに鳴り響いた。試合時間の終わりを待たずに、ナナオが所属する側のチームが敵選手を全て落としてしまったのだ。勝利した選手たちが円を描いて上空を飛ひ翔しようする中、ガイは仲間たちに向き直る。

「試合終了だな。んじゃ、おれらもお祝いに行くか。……なんかやけに静かだったけど、カティ、大丈夫か？」

「……ん、平気、ちょっと考え事してただけ。さ、お祝い行こ！」

　彼に気遣われたカティが笑顔に戻って歩き出す。そう──自分が暗い顔をしていては話にならないのだ。大切な友人を明るい方向へ導くために、自分こそが灯あかりとならなければ。







「お疲れ様、ナナオちゃん！　今日のあなたも最高だったわ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　勝利を手にしたチームの控え室では、その立役者であるナナオが他の選手から惜しみない賞賛を受けていた。先輩の女生徒に思い切り抱擁される彼女のもとへ、同じ試合に出ていたチームメイトたちも続々と寄ってくる。

「ホントに凄すごかったな！　見てたぜ、あの八人包囲からの脱出！　あっちは全員目が点だったじゃねぇか！」

「驚きすぎて逆にこっちが落ちそうになったわよ！　もっとチームメイトに気を使いなさい！」

「ちくしょー、俺らにも出番を回せー！　今日はひとりも落としてねぇぞー！」

　祝福の言葉に混じって、不完全燃焼に終わった選手から文句も上がる。同じ部屋の片隅からその様子を眺めていたオリバーが、そこで別の先輩にぽんと肩を叩たたかれた。

「お前もいい働きだったぞ、オリバー。もっと喜べ。あの実況が二年生を手放しで褒めることはそう多くない」

「……はい。さすがに半分はリップサービスだと思いますが」

　苦笑気味にそう答える。……キャッチャーとしての役割は果たせたと思うが、それでもナナオの活躍と比ひ肩けんする気には到底なれなかった。箒ほうき乗りとしての彼女は、文字通りに才能の桁が違うのだ。これまでの試合で、それは重ねて思い知っていた。

「──いる？　ナナオ＝ヒビヤ選手」

　と、戦勝ムードに沸く控え室のドアが開き、そこで見知らぬ上級生が入ってきた。鋭いつり目の、豹ひようのようにしなやかな体つきをした女生徒だ。部外者の訪問に気付いた選手たちの視線が集中する中、名指しした東方エイジアの少女の姿をその中に認めて、彼女はどこか不遜に口を開く。
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「とっくに話は伝わってると思うけど、運営から正式に通達。──あなた、次からシニアリーグに昇格よ。喜びなさい」

　それを耳にした瞬間、選手たちが一斉にざわめいた。一拍遅れて喜びの声が上がる。

「うぉぉぉっ、もう来たか！」「今期中は確実だと思ったけど、予想より早かったな！」

「ああーっ、一緒の試合で飛べたのは今日が最後だぁ……！」

「泣くな泣くな！　こっちもシニアリーグ入りすりゃまた同じ空を飛べるって！」

　仲間の昇格を喜ぶ者、早々に次のステージへ行ってしまうことを悲しむ者。悲喜こもごもの反応が選手たちから返る中、それを目にした部外者の女生徒が露骨に舌打ちする。

「……五月蝿うるさいわね。デビュー直後の後輩に抜かれて何を喜んでるの？　この羽虫どもは」

　賑にぎわう選手たちの表情が一瞬で曇るほど、それは余りにもストレートな不快感の表明だった。その空気を見かねて、オリバーの隣にいた男子の先輩選手がやり取りに割って入る。

「相変わらず手厳しいな、アシュベリー。……だが、そう言ってくれるな。チームメイトの躍進は誰だって嬉うれしいものだ」

「自分たちで育てたわけでもないのに？　笑わせないでよ」

　穏便に収めようとする相手に対しても、アシュベリーと呼ばれた女生徒はまったく容赦がない。それどころか、目の前の選手たちに向けて、さらに批判を続ける。

「今日の──いえ、今期のワイルドギースの戦績は全部その子ひとりの手柄よ。さっきの試合でチームプレイが介在する余地がどこかにあった？　一度もなかったわよね。当然よ──燕つばめと羽虫が同じ空を飛んでるんだから」

　乱暴極まりないその指摘に、しかし当の選手たちは声を詰まらせた。今日の勝利の大半がナナオひとりの手柄であることには彼らも自覚があったからだ。黙り込む選手たちから視線を外して、アシュベリーは部屋の片隅のオリバーへ顔を向ける。

「強いて言うなら、他に手柄があるのはそっちのキャッチャーくらいね。羽虫どもよりよっぽどいい働きだったわよ、君」

「……どうも」

　賞賛を喜べるような流れではなく、オリバーは最低限の反応でそれに応えた。同時に、アシュベリーが再びナナオへ視線を戻す。

「いずれにせよ、お遊びはここまでよ。──自分に相応ふさわしい空に来なさい、ナナオ＝ヒビヤ。私に叩たたき落おとされるために、ね」

「承知致した。先達の招きとあらば是非もなし」

　挑発が混じる相手の言葉にも、何ら迷いなくナナオは応じてのけた。それだけでは終えず、相手をまっすぐ見据えたまま、彼女はなおも言葉を続ける。

「されど、彼らは断じて羽虫に非あらず。同じ空にて戦いを共にした拙者の僚友にござる。その点は直ちに撤回を求め申すが、如何いかに」

「……ふぅん？　意外とつまらないことを言うのね、あなた」

　要求を受けて鼻を鳴らすアシュベリー。そのまま数秒ほど測るようにナナオを見つめて、彼女は改めて口を開く。

「いい機会だし、最初に訊きいておくわ。大事なことだから真面目に答えてね。──あなたにとって、箒ほうきって何？」

　そうして放たれたのは、やけに抽象的な質問だった。受けたナナオが軽く首をかしげる。

「むろん、相棒にござる。より速く、より遠くへ飛ばんとする意思を共にし、拙者を遥はるかな空へと導いてくれる。貴殿は違うのでござるか？」

　思うままに答えた上で、彼女は逆に質問を返した。彼女にとって、そこには他の在り方など思いも寄らない。純粋な疑問を受け止めた上で、アシュベリーは揺るぎない声で応じた。

「ええ、違うわ。まったく違う。

　箒ほうきは、私の体よ。手足と同じ。ただ私の望む通りに飛ぶだけ。こいつには意思なんてない」

　背中に負う箒ほうきを後ろ手に指さし、彼女はきっぱりと言ってのけた。そのままナナオの眼前に顔を寄せて、間近で強烈に睨にらみつけながら告げる。

「聞けて良かったわ。──目め障ざわりよ、あなた。必ず叩たたき落おとしてあげる」

　決意の宿る声が重く響く。宣戦布告を通り越して、それはもはや殺害予告じみていた。踵きびすを返かえして控え室を後にするその背中を、さんざんに暴言を浴びせられた選手たちは、しかし誰も引き留められない。ジュニアリーグの立場からそれをするには、余りにも相手の風格と気迫が勝りすぎる。

　完全に気配が去ったところで、最年長の男子選手がふぅと息を吐いた。

「……行ったか。災難だったな、ナナオ」

「如何いかほどのことも。されど、ずいぶんと激しい気性の御仁でござったな」

　初めて接する相手に興味深げなナナオ。それを察した先輩の女生徒が、彼女の両肩に背後から手を置く。

「ダイアナ＝アシュベリー。キンバリーの箒ほうき競技におけるトップ選手のひとりよ。……いきなりヤバいのに目を付けられちゃったわね、ナナオちゃん」

　それに関しては、本人を除く控え室の中の全員が同じ感想だった。規格外の才能には規格外の因縁が付いて回るものかと、オリバーは改めてナナオという存在が持つ影響力の強さを思う。と、そのタイミングで、部屋のドアが今度は控えめにノックされた。

「失礼します！　あのー、ナナオとオリバーの友人なんですけど、入ってもいいですか？」

　名前を呼ばれたふたりには馴な染じみ深い、長身の少年の声だった。ナナオの肩に手を置いていた先輩選手が微笑ほほえみを浮かべる。

「お友達が祝福に来てるわよ。迎えてあげなさい、ふたりとも」

「うむ！　では、オリバー！」

「ああ」

　許可を得てドアへ歩み寄るふたり。そこから先は、先ほど感じた波乱の予感を忘れるほど、友人たちから温かい賞賛を浴びせられるのだった。







　箒ほうき競技での躍進に限らず、一年生から二年生に学年がひとつ上がるに伴って、校内におけるナナオたちの立場には大きな変化があった。トロールの鎮圧、ガルダの撃退、一年最強決定戦での活躍、極め付けにはオフィーリア＝サルヴァドーリの一件での大立ち回り──去年一年の間に、彼女らはそうした派手な戦果を続けざまに上げていたからだ。

「ここにござるか」「……ああ」

　校舎四階にある会議室の扉を前にして、オリバーとナナオはうなずきを交わした。扉の上の表札には大きく「生徒会本部スクールフオース・ヘツドクオーターズ」の文字。生徒会ステユーデントカウンシルではなく生徒会スクールフオース。実に物々しく、それだけにキンバリーらしいと思いつつ、オリバーは扉をノックする。

「失礼します。──二年のオリバー＝ホーンとナナオ＝ヒビヤです。要請に応じ出頭しました」

「入ってくれ」

　聞き覚えのある男の声が扉越しに返り、オリバーとナナオは扉を開けて入室した。四角形に組まれた長机が部屋の中央にあり、その奥に三人の上級生の姿がある。オリバーたちが入り口の前に立っていると、中心に座るゴッドフレイが口を開いた。

「ようこそ、キンバリー生徒会本部へ。──すまないな、急に呼び出してしまって。

　緊張する必要はない。ひとまず掛けてくれ」

　穏やかな声でそう言って、学生統括はオリバーとナナオに着席を促した。ふたりが席に着くのを見て、ゴッドフレイは背筋を伸ばし、改まった口調で告げる。

「まずは改めて、オフィーリアとカルロスの件について礼を述べよう。……よくやってくれた。巻き添えの死人がゼロで済んだのは、君たちがあの場で奮戦してくれたおかげだ」

「……いえ。先輩方が来なければ、あのまま死んでいました」

　目を伏せて、オリバーは自分の思うところを率直に告げた。それを聞いた対面の三人のうち、制服の色合いから六年生と分かる色黒の女生徒が、ぎゅっと眉根を寄せる。

「それが分かるなら、最初から自分の分を弁わきまえて動け。……ゴッドフレイと違い、私は結果論で後輩を甘やかすつもりはないぞ」

　厳しい言葉を投げられるが、オリバーは何も言い返さず、甘んじてその苦言を受け止める。と、それを聞いてぷっと噴き出した者がいた。ゴッドフレイを挟んだ女生徒の左側に座る、小柄な五年生の男子生徒だ。

「……どの口で言うんだか」

「何か言ったか、ティム」

「別にー？」

　女生徒にじろりと睨にらまれて、ティムと呼ばれた五年生はわざとらしく視線を逸そらす。その態度に、女生徒がちっと舌を鳴らした。

「口を慎めよ毒殺魔。我々全員、大抵の毒は匂いだけで分かるようになったのは誰のせいだ？」

「可愛かわいい後輩のおかげかな？　いやー、照れちゃうな、そんなに褒められると」

　非難に対しても図ずう々ずうしい開き直りが返り、睨にらみ合あうふたりが視線で火花を散らす。その板挟みにされたゴッドフレイが、どこか諦めた様子でため息をついた。

「後輩の前で角突き合わせるな、ふたりとも。……すまんな、君たち。憎まれ口が多いだけで、見た目ほど仲は悪くないんだ」

「それは伝わってござる」

　ナナオが微笑ほほえんでそう言うと、睨にらみ合あっていたふたりは互いに視線を切った。そこでゴッドフレイが両者の紹介を始める。六年生の女生徒のほうがレセディ＝イングウェ、五年生の男子生徒のほうがティム＝リントン。どちらも生徒会の古株であり、下級生の頃からのゴッドフレイの盟友とのことだった。実は先だってのオフィーリアの騒動の際も、全てが終わって三層から校舎へ戻るまでの道中でオリバーたちと顔を合わせている。

「そろそろ本題に移ろう。……ここに呼び出された理由は、君たち自身も予想していると思う」

　前置きもそこそこに、ゴッドフレイが話の核心に切り込んだ。呼び出した後輩ふたりへ向けて、双方の目を見た上で、学生統括はまっすぐに言い放つ。

「Ｍｒミスター．ホーン、Ｍｓミズ．ヒビヤ。──ふたりとも、生徒会に入らないか？」

　その言葉を耳にした瞬間、オリバーに驚きはなかった。厳戒態勢時に無許可で迷宮へ潜った件への[image: 叱]責なら、ゴッドフレイ本人から以前にもう形ばかり受けている。なので、いま自分たちが生徒会に呼び出されるとすれば、それは生徒会への勧誘しかない。

「あの件で察したと思うが、我々は恒常的に人手不足だ。人員が少ないわけでは決してないが、人数に対して校内で起こるトラブルが余りに多すぎる。とても全てはカバーしきれないので、ある程度は割り切って考えざるを得ないのが現状だ」

　説明の頭で、ゴッドフレイは自分たちの現状を包み隠さず述べる。言葉を弄するつもりがないことはそれで伝わった。もっとも、そういうタイプでないことはオリバーも前々から知っていたが。

「だが、失望はしてくれるな。まだまだ実現には遠いが、この問題を解決するための具体策はある。──迷宮に秩序を設けることだ。立ち入りを三年生以上に限定し、生徒間の衝突を減らすために監視の目を設ける。この仕組みで二層までフォローできれば──ざっくりとした試算だが、迷宮内でのトラブルは現在の三分の一以下に減ることが想定される」

　続いて語られたのは、活動の具体的な目標。今のキンバリーにおける生徒会がどういうものなのかは、オリバーにもこの時点でおおよそ把握できる。──生徒会という名前こそ冠しているが、本質は学校寄りの組織ではないのだ。むしろその在り方に異を唱えている。

「俺も魔法使いの端くれだ。魔道の探求が倫理の外にあることは弁わきまえているし、深みの住人どもに殺し合うなとも言わん。が──その争いに、経験不足の下級生を巻き込んでしまうことだけは見過ごせない。昔からずっとそう思い続けている。

　同じことを考えている生徒も決して少なくない。その証拠に、毎年の死者に含まれる下級生の割合は総じて低い数字に留まっている。なるべく死なせまいと上級生が努めているからだ。つまるところ──『迷宮に秩序を設ける』という俺の目標も、その『意識』を『制度』まで押し上げようという話に過ぎない」

　確かにそうだろう、とオリバーは共感した。……自分が入学してからに限っても、迷宮内で起こるトラブルの血ち腥なまぐささは目に余る。巻き込まれたのは特に運が悪かったのもあるし、事によっては自分たちで突っ込んでいったに近い経緯もあるが──それでも一年生の時点であれだけの危険に遭遇するのはたまったものではない。いつもの六人のうち、ひとりかふたりはとっくに死んでいてもおかしくないのだ。

「命がけで仲間を助けに向かった君たちなら、我々に共感してくれるのではないかと思った。それが生徒会に勧誘する理由のひとつだが──とはいえ、それだけというわけでもない。

　より現実的に、我々は戦力を欲ほつしている。とうに実感したと思うが、魔に吞のまれた生徒と向き合うためには生半可な実力では足りない。他から頭ひとつ抜けた力が必要なんだ。それを持ち合わせる生徒は決して多くない──とりわけ、二年生の段階から片へん鱗りんを見せている者は」

　ふたりの後輩を見つめてゴッドフレイは言う。それを聞いて、オリバーが初めて言葉を返した。

「見込んでいただけるのは光栄ですが……正直なところ、大いに過大評価だと思います。前の一件で先輩方の到着まで生き延びられたのも、ミリガン先輩の助けがあってのこと。俺たちだけでは到底凌しのげなかったでしょう」

「ミリガンも同じことを言っていたよ。自分だけでは到底生き延びられなかった、と」

　思わぬ切り返しを受けて、少年は言葉に詰まった。──ヴェラ＝ミリガンには迷宮探索では大いに世話になったが、まさか彼女にそんな評価まで受けていようとは。

「もちろん、今の君たちをそのまま戦力に数える気はない。だが──一年生の身で数多あまたの合成獣キメラを退けて三層まで潜り、絶界詠唱グランドアリアの中から友人と共に生還した。この結果はどう考えても偶然では有り得ない。今後の伸びしろを考えても、決して過大評価などではないと断言しよう」

「…………」

　学生統括がここまで言っていて、さらに同行した上級生の評価もある以上、これ以上の謙遜は逆に不遜である。オリバーは反論を止めて聞き役に徹した。ナナオは元より言葉を挟まず、そんな彼らに向けて、ゴッドフレイはなおも続ける。

「当然だが、一方的な奉仕を要求するつもりは更々ない。組織の性質上、学校側からの支援や報酬こそ望めないが、我々から君たちに渡せるものは決して少なくないはずだ。

　例えば、生徒会に名を連ねる生徒たちの研究成果。もちろん全てではないが、我々はその一部を共有している。同じような習慣は他の集団にもあるが、生徒会の組織的な規模は校内でも屈指だ。母数が大きい分だけもたらされる恩恵も大きい」

　その話には、オリバーも魅力を感じないわけにはいかなかった。他の生徒の誰よりも、オリバーは戦う力を欲ほつして止やまない立場だ。残る六人の魔人たちとの実力差を少しでも縮める上で、戦い慣れした生徒会のメンバーから受け取れる技術の価値は大きいだろう。

　ひとつの大きなメリットを示した上で、ゴッドフレイはなおも思案げに腕を組む。

「さらに飴あめ玉だまをぶらさげるなら……そうだな。──Ｍｓミズ．ヒビヤ。君は決闘を、とりわけ魔法剣でのそれを好むと聞くが」

「む。左様にござるが」

「俺も魔法剣には多少の自信がある。自分で言うのも憚はばかられるが、おそらく生徒の中では校内全体でも上位だろう。──これで伝わるか？」

　ふいに椅子から立ち上がり、ゴッドフレイは腰の杖じよう剣けんを抜いて中段に構えた。その佇たたずまいを目にした瞬間、オリバーの背筋にびり、と戦慄にも似た電流が走り──隣のナナオもまた、かすかに身を震わせる。

「……成程。大いに伝わり申す」

「なら幸いだ。正直、俺も君には大いに興味がある」

　にこりと微笑ほほえみ、ゴッドフレイは杖じよう剣けんを収めて椅子に座り直す。それからナナオの隣の少年へ視線を移した。

「もちろん君にもだ、Ｍｒミスター．ホーン。……実のところ、俺の魔法は繊細さや器用さとは程遠い。仲間からは未いまだに火力バカなどと言われてしまう始末でな。仮に肩を並べて戦うことになれば、真逆の傾向を持つ君にはどれだけ頼らせてもらうか分からない」

　勧誘のために無理やり持ち上げている様子ではない。得意分野と苦手分野がはっきりしているタイプなのだろう、とオリバーは分析した。優れた魔法使いにはままあることだ。

　そこで一度言葉を切り、大きく息を吐いて、ゴッドフレイはしばし目を伏せた。

「最後にもうひとつだけ、こちらの都合を言わせてくれ。

　……無二の親友を失ったことで、今の俺は弱っている。いや──おそらくは、生徒会全体が」

　そう口にした彼からは、まるで灯あかりを消したように、これまで放っていた覇気が失うせていた。声からは迫力が消え、体格すらひと回り小さくなったように見える。無言で控える左右のふたりも、また同様に。

「どうか君たちにも支えて欲しい。……それが俺の、切実な気持ちだ」

　オリバーの心が揺れた。目の前の三人の様子から否応なく伝わってきた。──彼らは、余りにも大きなものを喪うしなったのだと。

　そうした弱みを今、ゴッドフレイは率直に曝さらけ出だしている。見み栄えなどなく、威厳さえ保とうとはせず。未熟な下級生にすら助けを求めたくなるほど、今の自分たちは苦しいのだと伝えている。

　オリバーにとって、これ以上に効果的な説得はなかった。ふたつ返事で求めに応えたい気持ちは胸の内に沸き上がっていた。そこには何の不自然もない。理由を求めるなら、すでにゴッドフレイにはいくつも恩がある。そして何より──今はもうここにいない、カルロス＝ウィットロウにも。

「……申し訳ありません」

　だから。それを振り切れたのは、彼にもまた、どうしようもなく譲れないものがあるから。

「……そうか。……理由を、訊きいても構わないか？」

　責める調子は一切なく、ゴッドフレイはそう訊たずねた。じっくりと言葉を選び、オリバーは答えた。

「生徒会の志こころざしには大いに共感します。迷宮に秩序を設けるという方法にも、今の時点で異論はありません。その意味では先輩の主張の支持者とも言えるでしょう。

　しかしながら。自らそれを推し進める側に立てるかと言うと──今の俺には、魔法使いとして優先すべき事柄が他に多すぎます」

　語りながら、その裏側でオリバーは思う。──校内の秩序にせよ、後輩の身の安全にせよ、彼らの目的は一貫して「守る」ことにある。対して、自分の目的は残り六人の魔人たちを「討ち果たす」こと。このふたつは状況次第で容易に衝突する。相手の想おもいに共感はしても、同じ道は歩めない。

　事情は知らぬまま──それでも、その返答に彼なりの誠意があることを、ゴッドフレイのほうでもまた酌くんだ。ふっと微笑ほほえみ、男はうなずいた。

「なるほど、よく分かった。……残念だが、諦めよう。時間を取らせて悪かったな」

「こちらこそ、せっかくの好意を無下にする結果になって申し訳ありません。……生徒会に入ることは出来ませんが、先輩方からの協力要請には、可能な限り応じるつもりです。

　それでは、これで失礼します。……ナナオ、君は好きに決めていいからな」

　多くは語らず席を立つ。ここで無用な言葉を重ねれば重ねるほど、逆に誠意は損なわれると知っていた。扉を開け、一礼し、部屋を出る。オリバーが去り、後にはひとり分の静寂が残された。

「──然しからば、拙者もこれにて失礼仕つかまつる」

　少しの間を置いて、東方エイジアの少女も席から立ち上がった。それを見たゴッドフレイが寂しげに微笑ほほえむ。

「君も入ってはくれないか、Ｍｓミズ．ヒビヤ。……俺の剣では飴あめ玉だまにならなかったか？」

「否、そちらは十二分でござった。されど──それ以上に、拙者はオリバーの傍そばに在りたき故」

　にっと笑って、彼女もまた包み隠さず率直に言ってのけた。ゴッドフレイが思わず苦笑する。──その潔いさぎよさに対して、いったい誰が文句を付けられるだろう。

　扉を開けて深く一礼し、少女もまた部屋を去っていった。その背中を見送った後、それまで保っていた最後の糸が切れたように、ゴッドフレイが大きく肩を落とした。

「……両方に振られてしまったか。堪えるな、これは」

「仕方あるまい。誰もがお前のような馬鹿ばかりではない。

　まぁ、確かにあのサムライ娘は、お前とはまた違ったタイプの馬鹿かもしれんが──」

　言いつつ、ふたりの後輩の姿をレセディは思い浮かべる。……勧誘は断られたが、どちらにも悪い印象はない。相手の心境を思おもい遣やり、筋を通そうとする意思が両者に見て取れた。キンバリーで出会う人間としては格段に好感が持てる部類だろう。だが、それでも、

「──少年のほうは違う。あれは、しっかりと魔法使いの貌かおをしていたぞ」










「──待たれよ、オリバー！」

　複雑な感慨を引きずって廊下を歩いていると、後ろから元気な声が追い付いて来た。少年は振り向き、そこにある眩まぶしい笑顔と向き合う。

「もう来たのか、ナナオ。……君も断ったのか？」

「うむ、断り申した。魅力的な誘いにござったが、今は貴殿の隣に在りたき故」

「──ッ──」

　当たり前のように理由をそう語られて、オリバーは胸の奥がぎゅっと締め付けられるのを感じた。そんな彼の間近に歩み寄り、東方エイジアの少女はじっと相手の顔を見つめる。

「……前のお返し、というわけではござらぬが」

「……？」

「オリバー。御手を借りても、宜よろしいか」

　真剣な面持ちでそう求められて、少年は戸惑いながら右手を差し出す。それを両手で包み、強い力でぎゅっと胸に抱いて──祈るように目を閉じたまま、彼女はぽつりと呟つぶやく。

「──抱いだくことまでは、どうか許されよ。……例え紛まがい物ものの気持ちにあろうとも」

「──え？」

　意味を判じかねる言葉を耳にして、オリバーの顔に戸惑いが浮かぶ。それを拭い去るように笑顔に戻って手を放し、ナナオは彼に先行して廊下を歩き始めた。

「何でもござらん。……さて、次の授業に参ろうぞ！」







　続く科目は錬金術。教室に集まって授業の開始を待つ間、生徒たちは誰もが同じことを気にしていた。

「──さて。今日は誰が来んのかね？」

「あの先生がいなくなってからは、色んな先生が入れ代わり立ち代わりだったもんね」

「もう誰が来ても構いませんわ。父でさえなければ……」

　ため息混じりにシェラが呟つぶやく。実父のセオドールが代理教師を務めている間、彼の奇き天て烈れつな振る舞いに娘の彼女が誰よりも頭を悩ませていた。その横顔を眺めつつオリバーも思う──彼女の心労を減らすためにも、そろそろ正式な教員が着任してくれないものか、と。

「よいしょ、よいしょ──あー、なんとか無事に着いた」

　と、その頃合いで、教材で一杯の箱を両手に抱えた細身の男性が教室へ入ってきた。生徒たちの視線が一斉に集まる中、その人物は教壇にどすんと荷物を置き、手の甲で額の汗を拭う。

「ふぅ。──ああ、その、初めまして。今日から錬金術の授業を担当するテッド＝ウィリアムズといいます。ダリウス君の代わりになるかは自信がないけど、これから一緒にやっていこう」

　乱れたローブのシワを手で伸ばし、やや気弱そうな微笑みを浮かべて、男性は気さくな調子で自己紹介する。直後、それを聞いた生徒たちの中で、シェラが真っ先に挙手した。

「失礼ながら確認を。──正式に錬金術の担当でいらっしゃいますのね？　今日限りの臨時ではなく？」

「ん？　ああ、そうだよ。今日からはずっと僕の授業を受けてもらうことになる。……も、もしかして不満があるかな？」

「いいえ全く！　大いに歓迎いたしますわ、ウィリアムズ先生！」

　不安に顔を曇らせた相手に、シェラは一点の曇りもない笑顔で応じてのけた。さすがに苦笑を浮かべるオリバーだが、テッドと名乗った教師は心から安心した様子で胸を撫なで下おろす。

「それなら良かった。ええと、それじゃ……さっそく始めよう。教科書の八ページを開いて」

　着任の挨拶もそこそこに、新たな錬金術の教師はすぐさま授業を始めた。内容の進度をざっと確認すると、今度は実践技術の確認がてら鍋に火を入れさせる。指示した魔法薬の調合を始めた生徒たちの様子を、テッドは教室をぐるりと歩き回って眺めていった。

「ああ、君はそこを勘違いしているな。ここでいう『満月の草』はいわゆる『満月草』のことじゃない。前ページに載っているハーブのうち、葉が黄色く円形になっているものを指すんだ。……確かにこの説明は分かりづらいな。後で僕から出版元に一言言っておこう」

「ナイフは毎回ちゃんと洗浄しよう。面倒になる気持ちは分かるけど、素材を切り分ける段階で成分が混ざると最終的な調合も乱れるんだ。……ここだけの話、僕も学生時代にこの工程の有効性を調べたことがある。大した変わりはないだろうと思ったら、なんと薬によっては効果が五割減することもあった。あの時はさすがに反省したな」

「君は鍋の扱いが丁寧でいいな。僕のは手入れ不足で錆さびがひどくて、在学中に何度も磨き直すはめになった。毎回オイルを塗ればいいのは分かってるのに、ついつい横着して……。そしたらどんどん鍋肌が薄くなって、ある日ついに強火にかけた時に底が割れて。よりによって中身が『毛生え薬』だったから、僕はもちろん周りの連中も顔じゅうに雪男みたいな毛を生やす羽目になった。後で謝り倒したけど、あれは笑えたなぁ」

　ミスの指摘だけでなく、良いいところがあればそれを褒め、間に雑談を交えて場を和ませる。かつてなく穏やかな雰囲気の中で授業は進んでいき、時間はあっという間に過ぎ去った。鐘が鳴ったところで指導を切り上げて教壇に戻り、テッドは微笑ほほえみを浮かべて生徒たちに向き直る。

「今日はここまで。どうやら熱心な生徒たちを受け持てたようで安心したよ。予習はさっき言った十ページ分。そんなに多くないから、今日の夕飯の後にでもやってしまうといい。

　じゃあ、また次の授業でな」

　予習範囲を指示してあっさりと教室を出ていく。その背中を見送った後も、生徒たちは目を丸くして立ち尽くしていた。

「……夢を見てるのかな、わたし。まともな授業だった気がするんだけど……」

「……ボクもだ。普通人の学校にいた先生と同じだ……」

　カティとピートの言葉が全てを表していた。教師の強烈な個性に圧倒されず、ひとつ間違えれば大怪我けが必至の課題も出されず、あまつさえ波乱のひとつも起こらず──そんな平和な形で初回の授業が終わったことなど、今までの記憶を遡っても皆無である。半ば白昼夢を見ているような心地で、ガイがぽりぽりと後頭部を搔かいた。

「珍しく当たりを引いたのかね。なんにせよ、おっかない先生が補充されなくて良かったぜ。なぁオリバー」

「……そうだな。一日目ではまだ分からないが……」

　道具を鞄かばんにしまいつつ、オリバーは慎重に答える。──第一印象が良かったからといって安心は出来ない。なにしろここはキンバリーなのだ。その教師たる者が爪も牙も持たないように見えたなら、それは「ない」のではなく「隠している」と考えるのが自然だろう。

「……さっきの授業で引っかかっているところを質問してくる。先に行っててくれ」

　好印象だけ残されるとかえって不安が大きい。少しでも新たな教師の人柄を知っておくために、オリバーは足早に教室を出てテッドの後を追った。と──廊下で最初の曲がり角に差し掛かったところで、その向こうから話し声が聞こえてくる。

「──授業初日の感想はどうだ？　テッド」

「緊張しっぱなしだ、ルーサー君。生徒にがっかりされてないか気が気じゃなかった」

「君ならそんなことはないだろう。もっと胸を張れ。他でもないダリウス自身の推薦なんだから」

　声の一方はテッドのものだが、もう一方にも聞き覚えがあった。魔法剣の師範マスター・ルーサー＝ガーランドのものだ。ふたりが交わす言葉に、気配を消しつつ、オリバーは足を止めて耳を傾ける。

「それがいちばん驚いたよ。……まさかダリウス君が、自分の後任に僕を推してくれていたなんて。そんな話、本人からは一言もなかったんだ」

「そうなのか？　君の調合の腕については、私は学生の頃からあいつによく聞いていたがな。『地味だけどセンスは悪くない。あいつの作った薬を飲むと調子がいい』と」

「そんなの言われた覚えがぜんぜんない！　口を利きくといっつも馬鹿にされてばっかりだった。発想の飛躍に欠けるとか、鍋をかき混ぜるだけなら誰でも出来るとか……」

　尻すぼみに小さくなるテッドの声。苦笑の気配を漂わせてガーランドの声が応じる。

「それなら私も似たようなものだ。一部の得意分野を除けば、ダリウスにはいつも負けっぱなしだった。だからこそ、魔法剣だけは譲るまいと意地を張って……これから先も、その関係が続くと思っていたんだがな」

　いつもの毅き然ぜんとした振る舞いが噓うそのように、その言葉には力がなかった。長い沈黙を隔てて、テッドの声が再び響く。

「……帰ってくる気配はないのかい？　本当に」

「少なくとも校長はそう思っている。ずいぶん前に捜索も打ち切ったようだ」

「……そうか……。……でも、そんなに簡単に死ぬだろうか、あのダリウス君が。……強かっただろう？　それこそ本職の異端狩りグノーシスハンターにも負けないくらい……」

「私もそう思う。……だからこそ、こうなった原因くらいは知りたいのだがな」

　忸じく怩じたる思いが滲にじむガーランドの声。と、そこで会話が途切れ、

「……で。盗み聞きしているのは誰だ？」

「──ッ!?」

　オリバーの心臓がどくんと跳ねる。──馬鹿な、この距離で!?

　一瞬の間に思考が巡った。──落ち着け、何も慌てることはない。テッド先生へ授業内容の質問に来たので会話が終わるのを待っていた、そう釈明すればいい。

　いや、本当にそうか？　気配を消して身を潜めていたのはなぜだ、と訊きかれたらどうする。行方不明のダリウス先生の話が気になって──盗み聞き自体は否定せず謝罪し、半ば噓うそでもない回答で場を凌しのぐのが妥当だろうか。

　本当に？　出来るのか？　あのガーランドを相手に、行方不明の友を案じる男の視線を前に。ダリウス＝グレンヴィルを殺あやめた張本人の立場から、その追及に対して一切の不自然さを見せることなく白を切り通すことが──自分には間違いなく出来るというのか？

「……っ」

　確信が持てない。その結論に至った瞬間、オリバーは即座に行動へ移っていた。

　ぐるりと足元を見回す。廊下の隅を、校舎でよく見かける玉鼠ねずみがちょろちょろと歩いている。ないよりマシか──そう思いつつ白はく杖じようを抜いて魔力の波をそこへ飛ばし、玉鼠ねずみが気付いた瞬間を狙って杖つえを横へ振る。魔力感知を逆手に取って意識を逸らし、玉鼠ねずみを曲がり角のほうへ走らせる。

　入れ替わりに、オリバー自身は気配を殺したまま逆方向へ走り出す。最寄りの空き教室が視界に入ったが、それは無視。ついさっき授業が終わったばかりで、まだ大勢の生徒が残っている二番目の教室へ滑り込んだ。木を隠すには森の中。雑談を交わす生徒たちの中に、自分の存在を紛れさせる──。




　同じ頃。ふたりの教師は、曲がり角から飛び出してきた玉鼠ねずみの姿を並んで見つめていた。ややあって、テッドの口元がふっと緩む。

「はは、すごいなルーサー君。君は玉鼠ねずみの気配まで分かるのか」

「……小動物の気配ではなかったんだが」

「じゃあ生徒の悪戯いたずらかな？　僕らもよくやったもんな、先生相手に隠形ステルスの練習」

　割と命がけで、と学生時代を思い出しながら軽い口調でテッドが言う。それを聞いたガーランドがやっと肩の力を抜く。

「……そうだな。気にするほどのことではない、か」

　うなずいて身をひるがえし、テッドと並んで廊下を歩き出す。いささか過敏になり過ぎているようだ──そう自分を戒めながら。







　教室を去っていく生徒たちの波に合わせて、オリバーも再び廊下へ出た。それから五分ほども足を止めずに歩き続け──周りに人気が完全になくなったところで、ようやく自分を緊張から解き放つ。

「……はぁ、はぁ……！」

　背中を壁に預けて、少年は荒い呼吸を繰り返した。今の今まで張り詰めさせていた神経が悲鳴を上げていた。同時に否いや応おうなく思い知る──キンバリーの教師に対して諜ちよう報ほうを試みるとは、つまりこういうことなのだと。

「──浮かない顔でいらっしゃいますね」

「!?」

　そんな頃合いで、真横から声が響いた。今度こそ逡しゆん巡じゆんの余裕などない。オリバーは腰の杖じよう剣けんを抜き放って右へ薙なぎ払はらう。

　手応えはない。見れば、振り抜いた刃の切っ先──その二インチ先に、見知った小柄な少女が立っている。数秒の沈黙を経て、少年は盛大にため息をついた。

「……また君か、Ｍｓミズ．カルステ。俺を驚かせても仕方がないだろう」

「失礼しました。なにぶん忍び歩きが癖になっているもので」

　平然と応じる隠形の少女──テレサ＝カルステを前に、オリバーは杖じよう剣けんを下ろして鞘さやに収める。緊張と安あん堵どの振れ幅が大きすぎて、もはや怒りすら湧かなかった。

「雑な言い訳はいい。……何か用なのか？」

「用がなければいけませんか？　子犬のように懐なつかせていただく約束ですが」

　からかうような返答が続いたので、オリバーも今度はじろりと相手を睨にらんだ。少女は悪ふざけを詫わびるように目礼し、それから再び口を開く。

「冗談です、ひとつ注進が。──ルーサー＝ガーランドに対して、今のような形で接近を試みるのはお控えください。教師の中でもあの男は別格です。完全な条件で潜んでいる時の私でさえ気取られることがある──と言えば、その異常さが伝わるでしょう」

「……ああ。嫌というほど実感した」

　テレサの指摘に、オリバーは自分の浅はかさを重ねて思い知った。……ここでの暗躍を企図して、当然ながら自分も隠形の手腕は身に付けている。さっきの盗み聞きもその経験に照らして、「この距離ならば気付かれない」という安全圏で行っているはずだった。が──結果はこの様だ。規格外の相手には常識など通じない。だからこそテレサという特別な隠おん密みつがいるのだ。

　厳しく自省する少年だったが、あまり立ち止まって話し込んでいると無用に目立つ。視線でテレサを促し、オリバーは彼女と並んで廊下を歩き始めた。そこから少しの間を置いて、少女が静かに語りかける。

「不必要と思い、今まで言っていませんでしたが。──オフィーリア＝サルヴァドーリの騒動の際、迷宮内でルーサー＝ガーランドを見かけました」

「──え？」

　予想外の報告に目を丸くする少年。彼の隣を一定の歩調で歩みつつ、テレサはさらに先を続ける。

「第三層で、沼を渡るために別行動を始めた後のことです。絶唱展開前の合流は叶かないませんでしたが、遅れて沼を渡り終えた私はあなた方の追跡を開始していました。その途中で目にしたのです。気配も消さずに三層を歩き回り、襲いかかる合成獣キメラを片端から斬り伏せているあの男の姿を」

「…………」

「今さら説明するまでもなく、『教員が動き出すのは生徒の遭難から八日後』という原則に反した行動です。さりとてオフィーリア＝サルヴァドーリの工房を探して動いている風でもなく、私には意図が測りかねました。あなたはどう思いますか？」

　事実を伝えた上で、テレサは彼に問いを投げる。それを受けて、オリバーは歩きながらしばらく考え込んだ。

「……待てなかったんだろう。八日後を」

「……と、おっしゃいますと？」

「キンバリーの教員である以上、彼にあの時点で自ら捜索に加わることは出来なかった。だから間接的にゴッドフレイ統括らの捜索を助けていたんだ。第三層の合成獣キメラを人知れず間引くという形で」

　多くの可能性を検討した上で、それが少年にとってはもっとも納得のいく推測だった。テレサが顎に手を当てて思案する。

「そのように分析しますか。……失礼ながら、根拠は？」

「ない。強いていうなら人柄だ。……他の目的だった可能性も、否定はしない」

　硬い声でオリバーは答える。そんな彼の顔を、隠形の少女がじっと見つめた。

「つまりあなたは、ルーサー＝ガーランドという人間を好意的に見ている──と」

「…………」

　耳から滑り込む淡々とした声。爬は虫ちゆう類るいじみて無機質な相手の視線に、覗のぞかれている、と彼は感じた。今に始まったことではなく、彼女と接している間、そうした感覚は常に付きまとう。テレサ＝カルステにとってのオリバー＝ホーンとは、主であると同時に最大の観察対象でもあるのだ。

「その上で、どう感じましたか？　先の彼らの会話は」

　心臓に針を刺すように少女は尋ねる。「測る」に留まらず、それはもはや「試す」に等しい行いだった。オリバーの視線が鋭く彼女の方向へ振られ──しかし、そこにあったはずの少女の姿は、その時すでに忽こつ然ぜんと搔かき消きえている。

「過ぎた口を利ききました、どうかお許しを。──では、これにて」

　どこからともなく声だけが少年の耳を打ち、わずかに残った気配もそれで完全に消え去った。忸じく怩じたる思いを胸に、残されたオリバーは強く奥歯を嚙かみしめる。──味方以外は全て敵に成り得ると知っている。もし、その全てが憎ぞう悪おを搔かき立たてる相手であってくれたならば、どんなにか心は楽だろう。







　階段を下りて食堂へ向かう間も、オリバーの気分はひたすら最低の一言だった。考えるべき事柄はいくらでもあるのに、その隙間にいくつもの暗い感情がノイズとなって浮かび上がる。こんなことではダメだと理解していても、それらは一向に消えていかない。

「ねぇ、週末空いてないかい？　ちょっとお茶するだけでもさ」

「このくらいの誘いを拒まなくてもいいと思うな。君だって興味あるでしょ？」

　苦悩を引きずったまま食堂を訪れたオリバーの視界に、テーブルを囲む仲間たちが話しかけられている様子が映った。以前と同様、ナナオとピートが誘われているようだ。相手は名前を知っている程度の同学年だが、付き合いの浅さに比して、その態度はいかにも図ずう々ずうしい。

「…………」

　少年の中にひどい苛いら立だちが湧く。それを抑える形で働くべき自制が、この瞬間は諸もろ々もろの雑念に持っていかれていた。結果──彼は足を速め、人混みの中をまっすぐテーブルへ向かう。

「──あ、オリバー」「ふたりがまた絡からまれていまして──」

　カティとシェラに出迎えられるが、その声も耳には入らない。少年はナナオとピートの前に盾となって立ち塞がり、

「──週末は、すでに六人で遊びに行く約束をしている！」

　有無を言わさず言い放ち、同時に掌てのひらでどん、とテーブルを突く。常にないその剣幕に、相手ばかりか仲間たちまで面食らった。周囲の注目が集まる中、オリバーの鋭い視線に晒さらされたふたりの生徒が、おどおどと口を開く。

「え、えと……」「じゃあ、そこに僕たちも……」

　一方はなおも食い下がろうとしたが、その瞬間、火に油を注いだように少年の表情が険しさを増した。今にも杖じよう剣けんに手が伸びんばかりのその形相に、ふたりの生徒が並んで後ずさる。

「──無理だよね！　ごめん！」「失礼しましたー！」

　直後に回れ右して逃げ散っていくふたり。なおも相手を睨にらみ続けていたオリバーだが、やがて彼らの背中も人混みの中に消えていく。

「……フーッ……！」

　収まらぬ苛いら立だちが溢あふれ出だしたように、オリバーは椅子に座ることも忘れたまま大きく息を吐く。その姿を見つめるカティが、やや圧倒されながら口を開いた。

「……め、珍しいね、オリバー。あんなに声を荒げるの……」

「ちょっと機嫌悪かったんだよな。ほら、飲め飲め。白ぶどうジュース飲んで落ち着け」

　ガイが宥なだめるように少年の肩を叩たたき、飲み物を注いだグラスを差し出す。受け取ったそれを飲み干したところで、オリバーもやっと落ち着きを取り戻した。そこまでの様子を眺めていたシェラが、少し考えてぽつりと口を開く。

「……ともあれ、オリバーを噓うそつきにはさせられませんわね」

　いつになく感情的な振る舞いから、彼女は少年の中に蓄積した心労を見て取った。──もちろん、そんな友人を放っておく彼女ではない。取るべき対応をすぐさま考え、縦巻き髪ロールヘアの少女はそれを提案する。

「肩の力を抜くいい機会ですわ。──週末は、みんなでガラテアに遊びに行きましょう」
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　キンバリーは全寮制の学まなび舎やであり、必然的に生徒たちの生活の大部分は校内で賄える。食堂で供される料理のバリエーションは数えきれないほどで、複数ある売店の商品は頻繁に入れ替わり、縫い物妖精に頼めばオーダーメイドで新しい服を仕立てることも出来る。日々を過ごす上での不自由はほとんどない。

　だが、物騒である。そうした美点の全てを覆い隠さんばかりに、キンバリーという場所は日常的な危険で満ちている。最初の一年間で生徒たちはそれを嫌というほど思い知り、おおむね学年が上がったタイミングで一度目の限界を迎える。──もう嫌だ。外の空気が恋しい、と。

　そんな頃合いで、ある場所が、抗あらがいようもなく彼らを吸い寄せる。

「……よっ……！」

　眼下の地面に着陸場を示すランドマークを見つけて、箒ほうきに跨またがったガイが真っ先にそこへ降り立った。地面に足が着いた瞬間、勢い余って体がつんのめる。一拍遅れて降りてきたオリバーたちの前で、彼は転ぶ間際でどうにか体勢を立て直し、

「──うぉぉ──ッ！　シャバだ───ッ！」

　目の前に広がる光景へ、一年分の鬱憤を込めて叫んでいた。

　まず目に入るのは、格こう子し状の天蓋によって区切られた空。その下に街並みが広がり、着陸場に面した大通りストリートを大勢の人々が練り歩く。通り沿いには大小様々な家屋と店舗が立ち並び、また上へ視線をやると、一部の店は天蓋の枠フレームから蓑虫のように糸で空中に吊られている。空を飛んで訪れる店なのだ。

　光で道が引かれた上空には数えきれないほどの箒ほうきと絨じゆう毯たんが行き交い、人と荷物が忙せわしなく天地を行き来する。最寄りの広場では魔法仕じ掛かけの噴水が空中に壮大な文様を描き、やや離れた商店街からは客引きの声がひっきりなしに響いてくる。

「……久しぶりだからかな。こんなに賑にぎやかだったっけ、ここ」

　そんな喧けん噪そうをじっと見つめて、カティがぽつりと呟つぶやく。一方、今にも街並みに向けて飛び出していきそうなガイの肩へ、シェラがそっと手を置いた。

「落ち着きなさいませ、ガイ。気持ちは分かりますが、急に叫ぶと街の人々が驚きますわよ」

「いや……驚いてはいないみたいだぞ。なんだか生暖かい視線は感じるが……」

　周りを見渡したピートがそう口にする。先に着陸していた魔法使いたちも、はたまた大通りを歩く普通人たちも、微笑ほほえましげな面持ちで彼らを一いち瞥べつして去っていくのみだった。その反応にオリバーが苦笑する。

「まぁ、そうだな。……向こうは慣れっこなんだろう。キンバリーから遊びに来た生徒がここで羽目を外す様を見るのは」

「……だよね。わたしも今、はしゃぎたいのを必死でこらえてます……」

　全身に満ちるむずむずとした衝動を抑えつつカティが言う。その隣に並んで、ナナオもまた街の光景を眺めた。

「拙者もここは久しぶりでござるな。入学前に数か月ほど過ごして以来にござる」

「ああ、そうか、君はここで入学前に英語を学んだんだったな。住み心地はどうだった？」

「困ることは何も。キンバリーへ入学する旨むねを伝えると、周りは皆、右も左も分からぬ拙者に親切にしてくださった故」

　その返答にうなずき、オリバーは視線を前に戻す。

「そうだろうな。……ここの住人は、キンバリーの関係者に対しておおむね好意的なはずだ。というのも──近くに名門の魔法学校があることによって、街全体が様々な恩恵を受けている。相互に需要と供給を生み出す関係性……距離こそやや離れているが、実質上の学園都市というわけだ。その恩恵の中には『迷惑料』に近いものも含まれるとはいえ、な」

「だからこそ、生徒の休日の遊び場としても人気が高いのでしょうね。何と言っても居心地が良いいのです。街全体に歓迎ムードがありますから」

　背後に着陸し、そのまま意気揚々と駆け出していく生徒たちの姿を横目にシェラが言う。が、そこに続いて今にも走り出しそうな仲間たちへ、彼女は毅き然ぜんと向き直る。

「……しかし！　その上で心を竜ドラゴンにして、あたくしは最初に言っておかねばなりません。良いいですか、五人とも──」

「歴史ある魔道の名門の生徒として、その肩書に恥じないように振る舞え、だろ？　分かってるって」

　彼女の言葉を先取りしてのけるガイ。意表を突かれたシェラが声を詰まらせ、その隣でカティとピートが腕を組んで考え込む。

「……キンバリーの生徒として恥ずかしくない振る舞いって、なんだろ……」

「ボクも今、まったく同じことを考えた」

　並んで唸うなるふたり。それも無理からぬことで、「外」の人間に向けたキンバリー生の振る舞いというものを、現時点での彼らはほとんど知らない。その困惑を見て取ったオリバーがすぐさま声を上げた。

「逆説的だが、むしろキンバリーでの常識を一度懐ふところにしまっておくんだ。……まず、滅多なことで杖じよう剣けんを抜かない。無用のトラブルを起こさないのは前提として、仮に巻き込まれた場合でも、ここでの『喧けん嘩か』は『殺し合い』ではないことを忘れてはいけない。たとえ相手が魔法使いであろうと、挨拶代わりの呪文攻撃なんてのは論外だ」

　と、ここ一年の間で魔境に馴な染じんでしまった仲間たちに忠告する。それを聞いたカティの顔に乾いた笑みが浮かんだ。

「……うん、そうだよね……やったらダメだよね、そういうの……キンバリーうちだとしょっちゅう見かけるけど……ダメなんだよね、本当は……」

「泣くな、カティ。おれまで泣きそうになる」

　目頭を押さえてガイが言う。自分たちが生き延びてきた環境の異様さが、束つかの間まの日常への帰還によっていっそう鮮やかに思い出されていた。見かねた縦巻き髪ロールヘアの少女が声を上げる。

「顔を上げなさい、ふたりとも。今日はそうした血ち腥なまぐさいことを忘れて過ごす一日ですわ。

　さぁ、参りましょう！　あたくしに付いていらっしゃいませ！」

　シェラが先頭に立って歩き出し、残る面々もその背中に続いた。大通りに出て人の波に合流し、はぐれないように気を付けつつ、六人は念願の街歩きを開始する。

「……人、いっぱいだね。魔法使いも普通人もたくさん……！」

「ああ。ここの都市人口の八割は普通人だが、一次産業から三次産業まで、彼らの生活はほぼ例外なく魔法と密接に関わっている。いわゆる魔法都市としては典型的な暮らしぶりと言えるだろうな」

「おっ、ホットサンドの屋台が出てるじゃねぇか！」

　会話しながら歩いていると、ガイがさっそく興味の対象を見つけて駆け出した。路傍に寄って五人が少し待っていると、やがて一抱えもある紙包みを手に戻ってくる。

「わっ、おっきい……！」

「ガイ、いきなりそんなに食べてしまって大丈夫ですの？　これから行く店でも食事を取りますのに」

「農家の倅せがれの胃袋ナメんなってーの。こちとら一日五食で育ってんだぜ。それにな──おれの経験上、普通人の作るメシは当たりが多いんだよ」

　そう言いながらガイが紙包みを開き、ほどよいサイズに切り分けられたホットサンドが白い湯気を立てる。そのひとつを手に取って嚙かぶり付ついた直後、長身の少年が目を見開いた。

「──んんっ！　うめぇぞ！　おい、おまえらも食ってみろ！」

　その反応に興味を惹ひかれて、他の面々も次々とホットサンドへ手を伸ばす。口にしたところで全員が驚きを顔に浮かべた。

「──えっ、おいしい！　何これ、ソースに何使ってるの!?」

「確かに、食べたことのない風味ですわね」

「ちょっと訊きいてくるわ！　これ持っててくれ！」

　包みをカティに渡し、人の波をすり抜けてガイが屋台のほうへ向かう。オリバーたちが見守る中、彼は店主と会話して早足で戻ってきた。

「聞いてきた！　トマトを発酵させた靴国ユタリのほうの調味料だってよ！　最近はこっちでも人気らしいぜ！」

「なるほど、靴国ユタリの……。食にはこだわる国だと聞いていたが、うなずける味だ」

「まこと美味でござるな！　然しからばもうひとつ」

「……あっ、空っぽ!?　ナナオこんにゃろ、おれの分まで食ったな!?」

　二つ目を食べようと紙包みを受け取ったガイだが、その中にはすでに焦げ茶色のパンくずが残るだけだった。三つ目を食べ終えたナナオの満足げな顔に、ガイが頭を抱えて悔しがる。周りの面々もたまらず笑った。彼女の前に所有の明らかでない食べ物を残したのが失敗だ。

「キンバリーの魔法使いさんたち、ちょいとばかし寄っといで。お勉強の便利なお供が取とり揃そろえてあるよ」

　と、そんな頃合いで背後から声がかかった。人の波を避けて路傍に集まっていた六人だが、そこもまた店の前。老婆の招きに応じて店の中に入っていくと、多種多様な品で埋め尽くされた棚が何列にも亘って並んでいた。店の規模に対して意外なほど豊富な品揃ぞろえに、ガイが興奮のまま声を上げる。

「うぉっ、十倍濃縮の記憶薬じゃねぇか！　本物売ってんの初めて見た！　一本飲んだら丸一時間、床の傷の数まで忘れられなくなるって噂うわさだぜ！」

「え、それ本当か？　そんなに効くならいくつかまとめて……」

「やめておけ、ピート。効くには効くが、余計な情報までノイズとして憶おぼえてしまうせいで結局マイナスになる。試験前の一夜漬け用ならともかく、普段使い用なら俺が最適な濃度に調整したものを用意するから」

「そ、そうか。わかった」

　友人の勢いにあてられて棚に手を伸ばすピートへ、オリバーが素早く忠告を挟んだ。素直に手を引っ込める眼鏡の少年の様子に、それを見ていたシェラがくすりと笑みをこぼす。オリバー以外の誰に言われても、ピートは何かしらの反論を返しただろう。

「わっ、このペンの飾りつけ素敵！　すごく精密だけど、どこの魔法使いが細工したんだろ！」

「ははは。お嬢ちゃん、そりゃ普通人の職人の作だよ」

「えっ……!?　うそっ、魔法なしで加工してるのこれ!?　どうやって!?」

　ショーウィンドウの中に飾られた一角馬ユニコーンの細工入りの万年筆。それに見み惚とれていたカティが、老婆の言葉を聞いていっそう大きく目を見開いた。シェラも隣に立って同じものを見つめる。

「魔法使いによる杖工芸ロツドメイドに対して、これはいわゆる手工芸ハンドメイドというものですわね。あたくしたちは何事につけ魔法に頼りますが、その陰で衰退してしまう技術もあるのです。こうした魔法を用いない加工技術などはその代表的なものですわ」

「拙者の故郷ではむしろそちらが普通でござったな。されど、これほど巧みな細工は市を回ってもそう見られぬ。さぞかし名のある職人の作にござろう」

　ナナオもそこに加わり、感心しきりに問題の万年筆を見つめる。その隣でしばらく考え込んでいたカティだが、やがて思い切ったように老婆へ向き直った。

「……あの！　これ、いくらですか!?」

「そのペンなら八千ベルクだよ。買うかい、お嬢ちゃん」

　返ってきた値段に少女が軽くのけ反り、そのままがっくりと肩を落とす。

「た、高い……！　専門書が二冊買えちゃう……！」

「細工の手間を踏まえれば妥当な値段ですわ。安価な杖工芸ロツドメイドの商品もこちらにありますわよ」

「……確かに、安いけど……なんか量産品っぽい……」

「だからこそ安いのですわ。これはおそらく使い魔に作らせていますわね」

　品を見定めるシェラの隣で、棚の一角に山と積まれたペンを見つめて唸うなるカティ。結局は懐ふところ事情からそれを二本買うに留とどめて、店内をひと通り冷やかしたところで六人は店を出た。多様な品しな揃ぞろえに目を楽しませたガイが、通りを歩きつつ上機嫌に口を開く。

「日用品に混ざって魔法道具も色々売ってたな。普通人も買うのかね、ああいうの」

「毒になりかねない記憶薬なんかは店側が売らないだろうが、そうでなければ必要に応じて買っていくだろうな。実際、『普通人向けの魔法道具』を専門に扱う業者もたくさんある」

　道沿いの店を眺めつつオリバーが答える。隣でナナオがむぅと唸うなった。

「……思った以上に、境界が曖昧なのでござるな。拙者が故郷で伝え聞いた西方の呪まじない師しの姿は、人里離れた森の奥でひっそりと鍋をかき混ぜているようなものでござった。目の前の実態とはまるで違い申す」

「なにそれ、面白い！　エルフみたいに森の奥で暮らしてるイメージなの、わたしたち？」

「──いや。あながち間違いとは言えない」

　顎に手を当ててオリバーが呟つぶやく。そのイメージがどのように形成され、ナナオの故郷まで伝わっていったのかを想像しつつ。

「ナナオの言うイメージは、魔法による産業革命以前の魔法使いの姿だ。魔法使いが支配階級として人間社会に君臨する前──普通人と交流を断って独自の集落を営むか、さもなければ隠者として僻へき地ちで孤独に暮らしていた頃。さっきのイメージにそのまま当てはまる」

「連盟ユニオンの成立前、もしくは加盟国の少なかった初期の状況ですわね。もちろん当時の支配層に取り入って重用された魔法使いもいましたが、全体から見れば少数です。……今はこうして良好な関係を築いている普通人とも、けして最初から上手うまくやっていたわけではありませんのよ。後ろ指を指されて迫害された時期もあると聞きます。今となっては考えられないことですが」

　感慨を込めてシェラが言葉を添える。感心してそれを聞いていたカティが、そこで道脇に止まった大きな絨じゆう毯たんに目を引かれた。停留所で待っていた人々がそこへ乗り込んでいく様子に、彼女はぱっと目を輝かせる。

「あっ、相乗り絨じゆう毯たんだ！　わたしあれ好き！　乗っていかない？」

「ええ？　物好きだな、おまえ。魔法使いなら自分てめえの箒ほうきに乗りゃ済むのに」

「あれも魔法都市の風ふ情ぜいには違いない。カティが乗りたいならいいんじゃないか」

　彼女の提案に同意し、六人は揃そろって絨じゆう毯たんへと乗り込んだ。そうして停留所から人気がなくなると、先頭に胡坐あぐらをかいて座る乗り手が片手で座面を叩たたく。地面に敷かれていた絨じゆう毯たんがそれでふわりと浮き上がり、二十人余りの客を乗せて中空へ浮かび上がった。

「飛行絨毯カーペツト……ラグ目の小型種はよく見ますが、これほどの大型種は魔法都市に特有ですわね。なかなかの乗り心地ですわ」

「むぅ、腰が落ち着かぬ。ふわふわするでござる」

「…………」

「ピート？　どうした、難しい顔で黙り込んで」

「……昔、道端の野の良ら絨じゆう毯たんを踏んでひっくり返ったことがある。それを思い出していた」

「ははは、分かる分かる！　おれなんて野の良ら帚ぼうきに股間を蹴られたこともあるぜ！」

　ガイの笑い声が響き、オリバーも自分の幼い頃を思い出して苦笑した。──飛行性の魔法動物は人々の暮らしに身近なので、生まれ育った場所が違っていようと、誰もが何かしら思い出を持っているものなのだ。

　ガラテアの街並みを眼下に眺めつつ、カティが絨じゆう毯たんの背中を手で撫なでる。

「ちょっと毛並みが荒れてるね。毎日たくさん乗せてるから仕方ないんだろうけど……ブラッシングしてあげたいなぁ」

「相変わらず優しいですわね、カティ。──でも、それはまたの機会に。次の駅に着きますわ」

　シェラの言った通り、彼女らを乗せた絨じゆう毯たんは数分も経たたないうちに下降を始めた。ほどなく道路の端に着陸したところで、六人は再び街の中に降り立つ。オリバーが頭の中の地図と照らし合わせると、現在地はすでに前の駅から一マイル以上離れた場所。普通人が重宝するのも納得の移動速度だった。

「街並みも多少見られましたし、そろそろ昼食にしましょう。最初ですから定番のお店を予約していますが、構いませんわね？」

「お待ちかねだぜ！　やー腹減った！」

「それが楽しみでござった！」

　食いしん坊二人が揃そろって歓声を上げる。そうしてシェラの道案内のもと、六人はまっすぐ昼食の店へ向かった。







　予想に違たがわず、シェラが予約した「鈴すず蘭らん亭てい」は大変な混みようだった。

　客でごった返す店内には木目調のテーブルが所狭しと置かれ、天井には煤すすけたランプがいくつも吊つり下さがる。窓まど際ぎわにずらりと並んだ多言語の酒瓶は、ここがレストランではなくパブであることを主張している。

　オリバーたちが店内の一角でテーブルを囲むと、厨ちゆう房ぼうの中から「いらっしゃい！」と声が響き、同時にメニューが空中を飛んできてテーブルに載った。店員が行くまでに注文を決めておけ、ということらしい。大衆店にしてもあんまりな接客の雑さだったが、それも不思議と清すが々すがしく感じられる。

「ヒュー、賑にぎわってんな！」「シェラ、ここは何が美味おいしいの？」

「伝統的な大英魔法国イエルグランド料理の店と聞いていますわ。キンバリーの食堂では様々な国の料理が食べられますが、そのために『これぞ我が国！』という主張には欠けるところが否いなめません。ここではそれを味わってもらおうと思いまして」

「特に外から来たナナオとカティに、だな。……あらかじめ言っておくと、料理の華やかさでは靴国ユタリや蘭国ランシールに見劣りする。だがその分、滋味に溢あふれるものが多い……と、俺は思っている」

「食べる前から予防線を張らなくてもいいだろ……。とりあえずフィッシュ＆チップスは頼むよな？」

「ええ、それとシェパーズパイ辺りは鉄板ですわね。他にはソーセージなどを──」

「あ、わたしこれ食べたい！　うなぎのゼリー寄せ！」

　カティがメニューの片隅の文字列を指さして言う。その瞬間、彼女らのテーブルにざわめきが走った。

「……いきなりそこを攻めるのか、カティ……」

「……確かにメニューにはありますわね。あたくしとしたことが、無意識に視界から外していましたわ……」

「え……な、なに、その反応？　名物なんでしょ？　おいしいんじゃないの？」

「うなぎは拙者も好物にござるが」

　訝いぶかしむカティの隣できょとんとするナナオ。その反応に、ガイが腕を組んで考え込む。

「……どう思うよ、シェラ」

「……味に関しては、迂う闊かつに主観では語れません。現にあたくしの父はあれが大好物で、ボウル一杯食べることもありますから……」

「……ボクはノーコメントだ」

　カティとナナオを除く四人が一様に悩ましい面持ちで黙り込む。……が、そんな様子もかえって興味を引いて、カティは結局うなぎのゼリー寄せを自分のオーダーに加えた。ほどなく店員がやって来て、手早く注文を取って厨ちゆう房ぼうに帰っていく。──そうして料理が来るまでの間、六人はしばし雑談に興じていたが、

「ちょいと、ちょいと。お若い魔法使い様たち、少し宜よろしいかね」

　ふいにテーブルの外から声がかかった。彼らが振り向くと、そこには普通人と見える老婆が背後に若い女性を連れて立っている。その視線が確かに自分たちを向いていることを確認して、オリバーは会話に応じた。

「マダム、我々に何か……？」

「ちょいとお願いがね。なぁに、別に大したことじゃないのさ。──ウチの娘に魔法をかけてやっちゃくれないかい？　この通り妊娠七か月目でね」

　その言葉通り、女性のお腹なかは一見して分かるほどに膨らんでいた。彼らがそれを認識した瞬間、すぐさま老婆が後を続ける。

「元気な子が産まれるよう家族一同願っとるけど、その子に魔法の才があればこんなに嬉うれしいことはない。その幸運の後押しをね、あなた様たちに願いたいのさ」

　その望みを聞いた六人が顔を見合わせた。数秒後、オリバーが全員を代表して返答する。

「お腹なかの子供を魔法使いにすることは、残念ながら俺たちには出来ません。安産祈願のおまじない程度で良ければ、簡単なものを施せますが……」

「ああ、ああ、それでいいよ。この子もきっと喜ぶさね」

　老婆が顔をしわくちゃにして笑い、彼女に促された背後の女性がオリバーの前に進み出る。彼は握った白はく杖じようを大きく膨らんだお腹なかへと向け、厳かに呪文を唱えた。……とはいえ、母親にも胎児にも悪影響がない範囲だと、見込めるのは気休め程度の健康増進効果なのだが。

「……あ、ありがとうございます！」

「良かったねぇ、良かったねぇ。これできっと子供は立派な魔法使いになるよ。幸せなことだねぇ」

　そんなオリバーの気遣いは知る由よしもなく、母娘おやこは何度も礼を述べて自分たちのテーブルへ戻っていった。その背中を見送ったオリバーが仲間たちに向き直り、軽くため息をつく。

「……ああした俗習は未いまだに根強いな。普通人の両親から産まれてくる子供の魔法適性はわずかな例外を除いて予測不能で、俺たちには変えようがないんだが」

「そうですわね。……けれど、今のうちに出来ることを全てしておきたい気持ちも分かりますわ。普通人の家に魔法使いが産まれるのはそれだけの大事です。本人のみならず、その家系の未来を一変させることですから」

　相手の事情を汲くんでシェラが言う。と、その隣でピートがぼそりと呟つぶやいた。

「……喜ばれるケースばかりじゃないけどな」

「？　ピート、何か言った？」

「何でもない」

　カティに訊きかれたピートがかぶりを振って話を流し、その頃合いで店員が料理を運んできた。揚げたてのフィッシュフライとポテト、切れ目からとろりと肉汁が溢あふれるパイ、こんがりと焼き目の付いたソーセージ──待ちかねたご馳ち走そうの到着に、ガイが両手に握ったフォークとナイフを打ち合わせる。

「おっと、来たぜ来たぜ！　なぁなぁ、フライにビネガーぶっかけてもいいか!?」

「自分の皿でかけるのが無難だぞ、ガイ。……そして、こちらも来たな」

　ガイを宥なだめつつ、オリバーが低い声で呟つぶやいた。──一目で美味が伝わる安心の顔ぶれの中に、異様な存在感を放つ一皿が混じっている。プディング状に固められた薄黄色のゼリー、その中に無造作に浮かぶぶつ切りの魚肉。良く言えば個性的な、悪く言えば不穏なビジュアルである。

　スプーンで取り分けてひとり分を皿に盛りつけ、オリバーはそれを巻き毛の少女に差し出す。

「うなぎのゼリー寄せだ、カティ。忌き憚たんのない意見を聞かせてくれ」

「……い、いただきます」

　テーブルに沈黙が下り、異様な緊張感の中でカティは料理へとスプーンを伸ばした。うなぎの身とゼリーを一緒に口に運び──舌に乗せて、ゆっくりと咀そ嚼しやくする。

「…………」

「いかがですか、カティ。我が国の名物は」

「……すげぇ難しい顔で固まってるぞ」

「ボクには必死で言葉を探しているように見える」

「ふむ？　然しからば、拙者も頂き申す」

　自分の皿にゼリーとうなぎを盛りつけ、ナナオも同じようにそれを口に運ぶ。喉を落ちていく気配の後、再び沈黙。

「……ナナオ……？」

「…………」

　一言も声を発さないまま、東方エイジアの少女は機械的にスプーンを動かして料理を食べ進める。二口、三口、四口──まるで何かの義務のように、寸分違たがわず同じ作業を繰り返す。そんな彼女の異様さに、すぐさま周りも気付き始めた。

「……おい、待て！　こんな無表情でメシ食ってるナナオ初めて見るぞ！」

「落ち着きなさい、ナナオ！　口に合わなければ食べなくても良いのです！」

「……問題ござらぬ。食べ物はみな天あめ地つちの恵みにて、けして粗末になど……」

「分かった！　俺たち全員で分ける！　ちゃんと全部食べるから手を止めろ！」

　見かねたオリバーがナナオから料理を取り上げる。シェラ、ガイ、ピートもそこに協力し、残ったうなぎのゼリー寄せは綺き麗れいさっぱり彼らの胃いの腑ふに収まった。空になった皿を前に、オリバーがため息と共にスプーンを置く。

「俺も久しぶりだが、記憶通りの味だ。……ほらナナオ、口直しに発泡リンゴ水サイダーはどうだ」

「かたじけない」

　勧められるままナナオは飲み物に手を伸ばし、それをくいっと飲み干した。グラスを置いてふぅと一息。そのまましばらく黙っていたが、やや時間を置いて、隣の少年にゆっくりと顔を向ける。

「……オリバー。少々、拙者のほうに顔を近付けてくださらぬか？」

「ん？　……何か付いているか？」

　きょとんとして彼女へ向き直るオリバー。その頰に両手を当てて、ナナオはしばし間近で相手の顔を凝視する。

「…………」

「…………？」

　意図が摑つかめずに困惑する少年。と──ふいに少女の両手が頭の後ろに回り、同時に柔らかい感触が彼の顔面に押し付けられた。遮られた視界が暗転する。

　一瞬の放心。直後、自分の状況に気付いたオリバーが全身を震わせた。

「──なっ……！」

「へっ!?」「あらまぁ」「お、おい！」「おう、大胆だな」

　唐突にオリバーの首っ玉へ思い切り抱きついたナナオ。その光景を目にした四人の反応は各人各様だったが、当の少年はそれどころではなかった。──鼻び腔こうを滑り込む涼やかな匂い、うなじに感じる熱っぽい息遣い、そして顔面に感じる健康的な弾力と柔らかさ。どれかひとつでも危ういというのに、今は不意打ちでその全てに襲われているのだから。

　突然の事態に対して、その猛威に抗あらがうように少年の理性は働いた。いくら何でもおかしい、と彼は結論する。──確かにナナオは普段からスキンシップを好むほうだが、ここまで脈絡なく激しい触れ合いを求めてきたことはない。

　つまり、何か別の要因が絡からんでいる。そう推測したオリバーは、その嫌疑を真っ先に彼女が先ほど手にしていたグラスへと向けた。身をよじるようにしてナナオの抱擁から脱出し、なおも抱きついてくる彼女を片手で制しつつグラスに鼻を近付ける。予想通りの香りを鼻に感じた瞬間、すぐさまオリバーは仲間たちへ向き直って叫んだ。

「──誰だ、テーブルに酒を置いたのは！　いつ注文した!?」

「へっ？　発泡リンゴ水サイダーしか頼んでないぜ？」

　問われた面々の中、飲み物を注文したガイがきょとんと目を丸くする。一方で、シェラが即座に自分のグラスへ口を付けた。

「──いえ、これはリンゴ酒シードルですわ。製法はほぼ同じですが、発酵を途中で止めていません。ここまで酒精が含まれていれば立派にお酒です」

「ふふふふふ、オリバ～」

　彼女の分析を裏付けるように、ほんのりと頰を赤くしたナナオが全身でオリバーにしな垂れかかる。少年は盛大な脱力と共に納得した。もはや疑う余地はない──彼女は酔っぱらっているのだ。

　だが、とオリバーは考え直す。それなら話は早い。多少強引にでも酔いを醒さまさせれば済む話だ。そう考えた彼は、すぐさま腰の白はく杖じように手を伸ばし、

「──ッ──」

　その直前で、鉄てつ槌ついに打たれるような重い衝撃が下腹部を襲った。同時に背筋を駆け上る目も眩くらむような灼しやく熱ねつ感。裏腹な寒気と共に少年は確信する──これはまずい。

　両腕で強引にナナオを突き放し、彼はテーブルに膝をぶつけながら席を立った。目を丸くする仲間たちの前でよろよろと身をひるがえし、そのまま店の奥へと足を向ける。

「え──どこ行くの？　オリバー」

「……手洗いに。少し長くなる」

　辛かろうじてそれだけを言い残し、少年は覚おぼ束つかない足取りでテーブルの合間を進んでいく。残されたナナオはなおも彼を追おうとするが、縦巻き髪ロールヘアの少女がその手首を摑つかんで止めた。

　呪文で友人の酔いを醒さまさせつつ、シェラは険しい視線でオリバーの背中を見つめる。

「…………」







　客が多い日のための気遣いか、手洗いは店内のほかに店外の別棟にも用意されていた。壁に貼られた案内に従ってオリバーはそちらに向かい、裏口から一度店を出て、そこにある開け放たれたドアを抜けて別の建物に入る。

「……くそっ……」

　他に人がいないのを幸いに、オリバーは平静を取り繕うのを止めて洗面台に両手を突いた。脳裏にはナナオの体の感触が繰り返し蘇よみがえり、下腹部から突き上げる灼しやく熱ねつ感はいや増すばかり。荒い呼吸を懸命に整えつつ、少年は自分自身に語りかける。

「……鎮しずまれ……。……あれからもう、何か月経たったと……！」

　油断していた、と彼は歯は嚙がみする。ここ二か月は症状が出ていなかったし、異性との接触で心が乱れるようなこともなかった。だから完全に抜けたと思い込んでいたのだ。……異性の中でもナナオは特別なのか、はたまた不意打ちであそこまで激しい接触を受けたからか。あるいは──その両方か。

「……後遺症、ですのね？」

「ッ!?」

　出し抜けに真後ろから声がかかり、オリバーはぎょっとして身をひるがえす。見知った縦巻き髪ロールヘアの少女が、深刻な面持ちでそこに立っていた。

「シェラ……!?　何をしている、ここは男性用の……！」

「止やむを得えませんわ。あなたに用がありましたから」

　そう言いながら少年に歩み寄り、シェラはその全身をつぶさにチェックする。乱れた呼吸、額に滲にじむ汗、爪が食い込むほど握りしめた両こぶし。体内の魔力循環の偏りまで、彼女には手で触れるまでもなく見て取れる。

「もう一度確認しますわ。……それは、あの事件の後遺症ですのね？」

　誤魔化しは許さないとばかりに、彼女は同じ質問を重ねて口にする。その追及の視線から目を逸そらして、ひどい焦あせりに駆られながら、オリバーはぽつりと口を開いた。

「……大したことじゃない。まだ少し、惹香パフユームの影響が残っているだけで……」

「あれから四か月近く経たっているのに？　……大したことに決まっているでしょう、そんなもの！」

　せめてもの釈明も怒りの声で一蹴される。さらに一歩少年との間合いを詰めて、シェラはなおも詰きつ問もんを続けた。

「言いにくいと思いますが、正直に答えてくださいませ。……あれから一度でも、異性と触れ合いましたか？　さっきのような事故ではなく、きちんとした形で、ですわよ」

「…………」

「……いませんのね。ええ、そうだと思いました」

　無言を否定として受け止め、シェラは大きくため息をついた。厳しい面持ちのまま、彼女はなおも口を開く。

「ガイやピートならいざ知らず、あなたが知らないはずはありませんわね。──残留してしまった惹香パフユームの影響を取り去るためのもっともシンプルで有効な手段は、その欲求を満たすこと。それもひとりではなく、しっかりと相手がいる状態で」

「……っ……」

「あの事件の時、三層に入ってからあなたが吸い込んだ惹香パフユームの量は尋常ではありません。それだけでも重篤な影響が残りかねないのに、絶唱展開後はさらにその濃度が跳ね上がりました。……初めから分かっていたのですわ。あなたの体に、何事もなく済むわけがないことは」

　唇を嚙かんでシェラは言う──強い自責の念を滲にじませて。それを退けるように、オリバーは頑かたくなに首を横に振ってみせる。

「……君の言う手段の他にも、対処はある。魔法薬を適切に処方して自己制御セルフコントロールに努め、魔力循環を始めとする体内環境を整えてやれば済む話だ。少し時間はかかってしまうが……」

「四か月はとっくに『少し』ではありません。……意地を張らず、いい加減に認めなさいませ。あの場所で吸い込んだ惹香パフユームの量に対して、あなたの対処は明らかに不足していた。つまり間違っていたのです」

　相手から言い訳の余地を奪い、縦巻き髪ロールヘアの少女はきっぱりと断言した。オリバーはうつむいて奥歯を嚙かみしめる。その指摘に対して返す言葉はない。ないが──しかし、

「……だとしても……君には、関係がない」

　より根本的な拒絶を込めて、少年は低い声でそう口にする。滅多なことでは使わない言葉を。

「これは、俺の体の……俺個人の問題だ。君に口を出される筋合いは……──ッ!?」

　明確に一線を引こうとした瞬間、鋭く走ったシェラの手が彼の襟首を摑つかみ、有無を言わさず体を引き寄せた。鼻先が触れ合うほどの距離で睨にらみ合あい──瞳を揺らしながら、縦巻き髪ロールヘアの少女は言う。

「──もう一度言ってごらんなさいませ、今の言葉」

「──っ──」

「関係が、ない？　……共に迷宮を進み、肩を並べて数多あまたの敵と剣を交え、同じ想おもいを胸に幾度も死線を潜くぐり抜ぬけて。その過程であなただけが負ったものに、あたくしは何の関係もないと。その苦しみを慮おもんぱかる筋合いなどないと──あなたは、そう言うのですか」

　怒りと、それ以上の悲しみで声が震える。共に戦い、共に生き延びた友に、その繫つながりを否定されること──ミシェーラという少女にとって、それはどんな苦痛よりも耐え難がたい。

「本当に、心の底からそう思うなら……この手を振り払ってみせなさい。拒んで、突き放して、その手であたくしの気持ちを引きちぎってみせなさい。──あの戦いの中で、あたくしたちが結んだ絆きずなもろともに！」

　だから、暴力的な二択を突き付けた。……理不尽だと分かっていても止められなかった。

　だって、彼女は知っていた。……あの事件以来、彼がずっと苦しんでいることを。それをひた隠して普段通りに振る舞っていることを。五人の中でただひとり、彼女だけが気付いていた。

　どうにかしてやりたい、そう思ったことは一度や二度ではない。けれど、彼は一向に助けを求めず、わずかな弱音さえ漏らすことなく、深刻な不調を自分ひとりで抱え続ける。……そこに明確な意思と拘こだわりがあることも、もちろん彼女は察していた。だから何も出来なかった。ひとりの良き友人として、相手の聖域に土足で踏み込む真似まねはしたくないから。

　だが、そうした忍耐にも限界がある。今のやり取りがその境界であり、オリバーにもそれは分かってしまった。今日まで彼女にどれだけ心配をかけてきたか、いかに辛つらく歯がゆい思いを強いてきたか。そして何より──どれほど真摯に自分が想おもわれているか。

「……っ……」

　然しかるに。オリバーという人間は、そこに自分の責任を見て取るタイプだ。拒絶の意思は萎え、相手を押しのけようと動かしかけた腕は力を失い、代わって自分に対する不ふ甲が斐いなさばかりが湧き上がる。シェラもまたそれを察して──彼女の胸の奥に、巨大な安あん堵どがこみ上げた。

「……良かった。……振り払わないで、くれますのね」

「…………」

　うつむいたまま無言でいるオリバー。と、その手首を摑つかみ、シェラは無抵抗の彼を強引に個室へ引っ張っていく。これには少年も驚いたが、彼が口を開く前に個室の扉は閉ざされていた。

「シェラ!?　何を──」

「あなたは苦しんでいて、目の前にはあたくしがいる。……することはひとつですわ」

　狭い空間の中で相手と向き合い、シェラは告げる。その瞳に迷いはない。ひとたび取るべき行動を定めたならば、全ての障害を排して最善の形で行うのみ。魔女とはそうしたものだ。

「適切な環境とはとても言えませんが、せめて綺き麗れいな手洗いでほっとしましたわね。……ムードが台無しですもの。掃除も行き届いていないような場所では」

　苦笑気味に呟つぶやいて、シェラはオリバーへ一歩近寄る。反対に少年は扉のほうへ後ずさるが、その抵抗を取り払うように、彼女は耳元に口を寄せて囁ささやいた。

「安心なさいませ、ここで事に及ぼうというのではありません。……あなたもご存じでしょう？　魔法使いにはこういう時、性交未満の触れ合い方が多くあることを」

　そうして、相手の体にゆっくりと手を伸ばす。脇腹のラインを細い指先が撫なで上あげていき、その感触に、オリバーの全身がぞくぞくと震える。
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「……っ！　……ぁっ……！」

「手当てヒーリングの応用……同じ原理を用いた愛あい撫ぶですわ。……さぁ、力を抜いて。あたくしに身を委ねてくださいませ」

　心得があることを示して、シェラは少年の上半身へ少しずつ手を這はわせる。皮膚を撫なで、その奥の筋肉に触れ、さらには魔力の流れへと干渉する。乾ききった喉を冷たい水が滑り落ちるように、否いや応おうのない快感がオリバーの背筋を駆け上った。官能を伴う異性との接触──それは理性とは真逆に、惹香パフユームに侵された彼の身体からだが狂おしく求めていたものだ。

「初めてですわね、あなたの体にここまで深く触れるのは。……本当に、どう修練を積んだらこうなるのでしょう。鍛えの入っていない部位は一か所としてない。肉の一筋、魔力流の一本に至るまで徹底的に磨き抜かれている。あの手工芸ハンドメイドの細工のように、精緻でありながら一切の無駄がない……」

「……待て、シェラ。待て……！」

　探求を交えて愛あい撫ぶを続ける少女を、オリバーはまともに力の入らない腕で懸命に押し返そうとする。が──互いに魔法使いである以上、魔力量に勝るシェラは腕力においても彼より強い。儚はかない抵抗をいとも容易たやすく組み伏せて、少女は再び耳元で囁ささやく。

「……ナナオに頼みますか？　あたくしにされるのが、どうしても嫌なら」

「……っ！」

「そうすると約束するなら止めますわ。けれど、出来ないのなら……あたくしも、今さら後には引きません」

　そう言って、かぷ、と耳たぶを唇に挟む。瞬時にオリバーの視界が白く染まる。──今までの愛あい撫ぶと比べても、それは刺激の桁がひとつ違った。血液と魔力が少年の下半身へと流れ込み、これまで懸命に抑えていた生理現象の発生を強いる。せめて腰を引こうとするオリバーだが、彼の意図とは真逆に、シェラはその背中に手を回して相手を抱きしめる。

「腰を引かないで。隠さなくても良いのです、今はそういうことをしているのですから。……あなたの興奮が伝わるほうが、あたくしも安心しますわ」

　優しい声で囁ささやきつつ、彼女はちらりと視線を下ろす。……内側からの圧力で張り詰めた少年のズボン。そのこわばりが、シェラの下腹部をぐっと押し上げている。圧迫感に留まらず、布越しの熱すら感じられるようだった。彼女は反射的にそこへ手を伸ばしかけ──瞬間、本人に固く手首を摑つかまれる。

「……う、く……」

「……失礼しましたわ。ここは、まだ早いですわね」

　一言詫わびて、シェラは摑つかまれた手をあっさりと相手の上半身に戻す。……自分のペースに持ち込んでいるとはいえ、彼の中の抵抗はまだまだ根強い。早まったことをしては拒絶を招いてしまう。

「……少し分かってきました。この辺りですわね、あなたが弱いのは。無闇に強く刺激するのではなく、指の動きに緩急を付けて、波が寄せるように……こう、でしょうか」

「……ッ……！」

　強い拒絶がない部分を慎重に見極めて、その範囲での愛あい撫ぶに徹する。攻める場所、指の動き、刺激の強弱──全て一様には留とどめず、様々なパターンを試して相手の急所を探る。そうした試行錯誤は彼女のお手の物で──ほどなく成果が現れ始めた。押し寄せる官能にオリバーの瞳が潤み、その吐息が熱を帯びていく。

「反応が良くなってきましたわね。では──少し、激しいところを」

　頃合いを見計らい、シェラが右手の中指を自分の口に差し入れる。唾液で濡ぬれたそれを少年の腹部に近付け、その下寄りの中心にある窪くぼみ──臍へそへと滑り込ませた。途端、オリバーの腰がびくんと跳ねる。

「──あッ──!?」

「強く響くでしょう？　臍へそはかつて母胎と繫つながっていた場所ですから、最初から魔力を通す経路があるのです。加えて刺激に対する感覚が鋭敏で、位置的に性器にも近い……と、この程度、あなたが知らないはずもありませんわね」

　説明を口にしつつ、臍へそをかき混ぜるように中指を動かす。くちくちと湿っぽい音が個室の中に響き渡った。強まる一方の快感に耐えるために、少年がきつく目を閉ざす。

　愛あい撫ぶを続けながら、ふとシェラは思う。……返る言葉のないことが、少しだけ寂しい。

　そう。最初に会った頃からずっと、この少年とは自然体で話が出来た。互いに豊富な知識を持ち、多彩な呪文を操り、友人への面倒見が良く……そういった共通点が多かったことは、もちろん理由のひとつ。でも──きっと、そればかりではない。

　陰の濃さが、似ていた。この少年は自分に近しい魔法使いだと。そんな共感を、出会って間もない頃からわけもなく抱いていた。カティやガイ、ピートと並べてみると、その感覚はいっそうはっきりする。未まだ魔法界の水に染まらず、明るく若々しい彼らと比べて──オリバー＝ホーンという少年は、どうしようもなく深いところを見てきた目をしている。

「…………」

　深みならば、彼女もまた数えきれないほど目にしてきた。マクファーレンという家系は、その歴史の旧ふるさにおいて大英魔法国イエルグランド全土でも五本の指に入る血統だ。係累は否いや応おうなしに陰を背負う。そうした意味では、あのオフィーリア＝サルヴァドーリ──同じく旧家の生まれであった淫魔サキユバスの末まつ裔えいにさえ、彼女は複雑な親近感を抱くことがある。

　オリバーに対しても、それに近いものがある。心の深い部分で互いを理解し、共感している確信が。……だからこそ、シェラが魔法使いとして何かを判断する時、彼にその意図を説明する必要はほとんどない。それがシェラには嬉うれしくて、心地良くて……そして物悲しい。

「……ん……」

　臍へそへの刺激を続けたまま、彼女は相手の頰にそっと唇を寄せる。……ひるがえっては。この行為そのものが、そうした相互理解を前提としなければ成り立たない。

　魔法使いなら必要に応じてこういうこともする──互いにそれを知っているから、こんな真似まねが辛かろうじて処置として成り立つ。愛情の延長であるべき体の触れ合いを、ただの治療手段に貶おとしめることが出来てしまう。

「……まだ自制が勝っていますわね。受け入れれば、今ならもっと気持ち良くなれるはずですわ」

「……うっ、く……！」

　いや、貶めているのは自分だけだ。愛あい撫ぶに添えて甘く語りかけながら、シェラは自嘲めいてそう思う。……拒絶こそされずとも、これは決して彼が望んだことではない。発端が互いを求め合う気持ちにない性交、つまり魔道が求める心無い交わりを、オリバーは何より忌避している。一年の付き合いを振り返ってみれば、それは余りにも明らかだ。

　つまり、彼の中には二律背反がある。旧家の子女と同じだけの深さで魔道の闇に浸りながら、その闇によって人の心が歪ゆがめられることを強硬に拒絶する──そうした壮絶な矛盾が。

「攻められてばかりは辛つらいでしょう？　……あなたも触って構いませんのよ」

　相手の手を取って自分の体へ導きながら、シェラは胸中で繰り返す。──この触れ合いに、心はあるはずだと。少年の苦しみを慮おもんぱかり、それを消し去りたいと願うからこそ、自分は今こうしているのだから。……たとえそれが、彼の友愛を盾に取るような所業だとしても。

「……はぁっ、はぁ……はぁ……！」

　官能の陰に後ろめたさを潜めたまま、ふたりの間で愛あい撫ぶは続く。……だが、ここまで順調に昇っていたオリバーの昂たかぶりも、ある一点で停滞を見せていた。

　理由は考えるまでもない。彼が自分を抑えているからだ。シェラは重ねて感服する──行為と惹香パフユームの両方に性欲を刺激された状態で、よくここまで自制が効くものだ。多少の荒淫を望まれても受け止める覚悟だというのに、未いまだに彼のほうからは指一本触れてこない。

　生半な忍耐ではない。本当に、心の底から感心する。だが──それ以上に、ひとりの魔女として、彼女は悔しい。ここまで手を尽くしているのに、それでも相手をその気にさせられないのだから。

「…………」

　では、どうするか。さらに時間をかけた愛あい撫ぶで理性を溶かすか。あるいはより直接的な部位に触れてみるか。──少し考えた末に、シェラはどちらも選択肢から外す。

　当然ながら、この行為に費やせる時間はそう長くない。それ以上に、逸はやった真似まねをして拒絶されては元も子もない。……その二点を踏まえて、彼女は攻めの角度を変えることにする。

「仕様がありませんわね。……なら、ひとつ、内緒話をしましょう」

「……っ……？」

　オリバーの顔に困惑が浮かぶ。もはや何度目とも知れず指使いを変えて臍へそをかき混ぜつつ、彼女は少年の耳元に唇を寄せる。

「迷宮へ突入する直前、あたくしとふたりで話したのを憶おぼえていますか。……元々、あなたやナナオを巻き込むつもりはなかったのです。自分だけで上級生に渡りを付けて、そのまま潜る気でいましたから。

　けれど、あなたはあたくしを引き留めました。ひとりでは絶対に行かせない、そう言ってあたくしの腕を摑つかんで。……放っておけば、いつまでも離してくれそうにない力強さで。

　……嬉うれしかった。あの時、あたくしは……泣き出したいくらいに、嬉うれしかったのです」

　かつて抱いた感情、決して忘れ得ぬ感謝を、シェラは包み隠さず伝える。……劣情を刺激するばかりでは、どれほど続けたところで少年の自制を崩せない。その壁をすり抜けるには、彼が決して拒めない感情を経路パスにするのだ。即すなわち──噓うそ偽りのない友愛を。

「……シェ、ラ……」

　差し出された感情の素朴さ、どうあっても突き放しようのない温かさに──その一瞬、オリバーの精神が防御を緩める。シェラはそれを見逃さない。わずかに生じた隙間から内側へ滑り込み、そこで決定的な言葉を──否、呪文を口にする。

「今でも思い出します。あなたの張り詰めた面持ち。腕を握りしめる掌てのひらから伝わる温かさ。

　思い出しながら……時折、自分を慰めています。ベッドの上で、息を殺して……」

「────！」

　その光景を、少年は鮮明に想像した。……今の自分のように息を荒げ、その頰を桜色に染め、床の内で一心に秘め事に耽ふける少女の姿を。はだけた寝巻から覗のぞく丸みを帯びた肩、艶なまめかしく汗ばんだ乳房、股の間に滑り込む細い指先。それら全てが、今この瞬間に臍へそから響く快感と結びついて彼の中に像を結び──、

「──ぅあッ……ァ……！」

　背骨を衝撃が突き抜け、視界が真っ白に染まった。

　堰せきを切ったように押し寄せる快感が思考を攫さらい、流されまいとする心は波間に浮かぶ小舟のように翻弄される。そんな絶頂の中──消えかける自我の手がかりを求めて、少年は縋すがるようにシェラの背中へ爪を立てる。

「……っ……」

　その痛みを真っ向から受け止め、求めに応じるように相手を抱き返し──シェラは見届けた。快感の極みに至ったオリバーの全身が小刻みに痙けい攣れんし、魔力の一部が外界へ流れ、長らく心身を侵していた淀よどみが抜けていく気配を。わずかに鼻び腔こうを掠かすめる、甘く切ない惹香パフユームの名残と共に。

「……良かった。ちゃんと達してくれましたわね」

　微笑ほほえみを浮かべて、シェラは少年の髪の毛を優しく撫なでた。……絶頂の衝撃から立ち直れず、手足に力が入らないせいで、彼は今でも子供のように自分へ縋すがりついたまま。その姿に、魔女としての達成感と、友としての罪悪感の両方が浮かび上がる。

「下着は、汚れていませんか？　無射精絶頂ドライオーガズムに導けるよう努めたつもりですが、如何いかんせん経験不足は否いなめませんから……。もし間違いがあったら、恥ずかしがらずに言ってくださいませ」

　腕の中に少年を抱いたまま、シェラは慈いつくしみを込めて声をかける。長い時間をかけて我に返ると、オリバーは弱々しく首を横に振って彼女から身を離した。深くうつむいた顔にどんな表情が浮かんでいるのか、シェラの位置からでは見て取ることが出来ない。

「そうですか。……今しばらく余韻に浸りたいところですが。あまり帰りが遅いと、他の四人が変に思いますわね」

　名残惜しさを込めてシェラは言い、再び少年と距離を詰めて、その頭をぎゅっと胸に抱きしめる。そのまま額に接吻キスを三回。……まるで言い訳のようだ、と彼女は自分で思った。これまでの行為は断じて劣情に駆られてのものではなく、心からあなたを思おもい遣やるが故なのだ、と。

「あたくしが先に戻りますから、あなたは数分置いて出て下さいませ。六人揃そろってテーブルに着いて……それで、今まで通りです。この事については、もう何も気にかけることはありませんから」

　最後にそう言い置き、強く後ろ髪を引かれながらも、縦巻き髪ロールヘアの少女は個室から出ていった。手洗いの中からその気配が消えたところで、オリバーは個室の仕切りに背を預け、ずるずると床に腰を下ろす。

　そのまま両手で顔を覆い、深く、深く──内臓を全て吐き出すような、自嘲の溜ため息いきをつく。

「……また、このザマか……俺は……」







　同じ頃。周囲に人の気配がないことを確認して、シェラは男性用手洗いから外へ出ていた。その足で隣の女性用手洗いに入り、一番奥の個室に飛び込んで鍵を閉め──皮肉にも、すぐ近くでそうしている少年と同じように、両手で顔を覆う。
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　声にならない絶叫が指の隙間から漏れ出した。恥ずかしさで死にそうになるという経験を、彼女は生まれて初めて味わう。全身の皮膚の内側から細かな針が無数に突き出すような、それは痛みとむず痒がゆさが入り混じる未体験の感覚だ。

「……いったい……いったい何をしていますの、あたくしは……！」

　ついさっきまでの己の行いを省みて、シェラは震える声で絞り出すように呟つぶやく。……自分でも信じられなかった。友人を相手に、あんな状況であそこまで早まった行為に及んだことが。

　当初の目もく論ろ見みとはまるで違った。手洗いに向かった彼の後を追ったのは、あくまでも「あなたの不調に自分は気付いている」と伝えるためだった。誰にも相談出来ないまま苦しみ続けるオリバーをそのままにしておけなかった。最初は本当に、ただそれだけだったのだ。

「……ここまで未熟だったのですか、あたくしは……」

　きつく唇を嚙かんで呟つぶやく。……何が判断を早まらせたか、それは自分でも分かっている。オリバーが発したあの言葉──「君には関係ない」。あれが自分から冷静さを奪った。そうではないと否定せずにはいられなかった。今日までに育んだ友愛と絆きずな──その全てに懸けて、苦しむ彼に寄り添うことを譲れなかった。

　裏腹に、行為に及ぶと決めた後は迷いなく体が動いた。自分が冷静でないという自覚は常に心の片隅にあったが、相手を快感に導く手管はそれと無関係に発揮された。ある意味では実に魔法使いらしい振る舞いだったと言えるだろう。気に入った相手はとりあえず手籠めにする──少年への思おもい遣やりとは別に、その本能が働いたことは否定できない。

　彼を傷付けただろうか。様々な感情に揺さぶられるシェラの中で、その恐れが真っ先に浮かぶ。──完全な同意があったとはお世辞にも言えない。むしろ無理やりに近い形だったとすら今は思う。拒絶はされなかったのではなく、互いの友愛を盾に取って封じ込めただけではないか。身勝手な衝動に駆られて、自分はただ一方的に、彼の身体からだを弄んだだけなのではないのか？

　そしてもうひとつ。そのために自分が取った手段も、見過ごすことは出来ない。




　──思い出しながら……時折、自分を慰めています。ベッドの上で、息を殺して……。




　耳に蘇よみがえるその告白。それを舌に乗せた時は、少年の心に訴えかけるために最良の方法だと思っていた。事実、効果はあったのだ。頑かたくなに官能の受け入れを拒んでいたオリバーを絶頂へと導くことが出来た。あの瞬間の高揚と満足感を、彼女は今でも鮮やかに思い出せる。

　しかし──事が終わってみればどうか。自分が発したのがどんな言葉だったか、今はもはや冷静な心で考えてしまう。もう二度と口に出来はしない──しろと言われれば迷わず舌を嚙かむ。その程度で死ねるような体ではないが、それで少なくとも喋しやべらずには済むだろうから。

「……百歩譲って、治療の建前があったとしても……あれは、言わなくても良かったでしょう……」

　溜ため息いきに交えて少女は呟つぶやく。相手が誰であれ、どんな間柄であれ──自分だけの胸に秘めておくべきことがある。そんなものの押し付けは友としての道義に悖もとる。思い返すほどに言い訳の余地がない失態だった。……それも、もはや今日だけで何度目とも知れないが。

「……オリバーが戻ってしまいます。もう、行きませんと」

　反省は尽きないが、そんな自分にいつまでも呆あきれている暇はない。ぱしんと両頰を強く叩たたいて気持ちを切り替え、彼女は個室を出て仲間たちの元へ歩き出した。







　五分ほど間を置いてオリバーが店内に戻ると、五人の仲間たちは彼が席を立った時と同じようにテーブルを囲んで待っていた。その姿に気付いたガイが、ソーセージを切っていたナイフを掲げて声を上げる。

「おー、遅かったなオリバー。腹下してんのか？」

「ガイ、下品！　……でも、ほんとに大丈夫？　料理は残してあるけど、食べられる？」

　椅子に座り直した彼に、カティがその体調を気遣って話しかけてくる。そこに彼女の隣席のシェラが声を合わせた。

「胃薬ならありますわよ。使いますか？　オリバー」

　懐ふところから小瓶を抜き出し、軽やかな微笑を浮かべて縦巻き髪ロールヘアの少女は言う。少しの不自然さもない、どの角度から見てもいつも通りの彼女の振る舞いだった。それを目にしたオリバーもまた、己の心に理性を纏まとい直す。今まで通り──彼女も言った通り、それが誰にとってもいちばん望ましい形だ。

「……いや。久しぶりの校外で、俺も少し気が抜けたらしい。もう大丈夫だ」

　手を上げて薬を断り、カティに苦笑を向けつつオリバーは言う。これでいつもの流れに戻れる──そう安あん堵どしかけたオリバーに、ナナオが隣からぐっと身を寄せてきた。驚く相手の顔を間近でじっと見つめて、少女は口を開く。

「確かに、先ほどよりも調子が良さそうでござるな。何やら悪いものが抜けたような……？」

「──ッ──！」

　心臓が跳ねた。彼女の眼めは底知れない。いったい何をどこまで見抜いているのか。

　全てを見透かされているような不安が胸にこみ上げ、それ以上のとてつもない後ろめたさに心が焼かれる。そうした感情の全てを必死に押さえ込んで、オリバーは皮一枚の平然さでナナオへ応じた。

「……君こそ、酔いは抜けたのかナナオ。まだ午後も歩き回るのに、さっきの調子では困るぞ」

「にはは、失礼致した。拙者、酒はこれまで屠と蘇その時に嗜たしなむ程度で、まるきり慣れてござらなかった故。ああも愉快な気持ちになるとは露とも知らなんだ」

「もうすっかり大丈夫そうだね！　……ちなみに間違えてお酒を注文したガイは、会計をナナオの分も持つことで手打ちとします」

「!?　待て、初耳だぞそれ！　おれの今日の買い物プランが……！」

　ペナルティの存在を知ったガイが顔を青ざめさせる。苦笑してその様子を見ていたオリバーの右の袖が、そこでくいくい、と横に引っ張られた。

「……無理、してないよな？」

　声の方向へ目を向けると、そこには椅子を寄せてきたピートがいて、不安げな上目遣いで自分を見やっている。その姿を前にした瞬間、オリバーは肩の力が抜けるのを感じた。ふっと微笑ほほえみを浮かべて、彼は相手の頭に手を置く。

「ああ、ありがとう。……心配かけて済まない」

　くしゃくしゃと髪を撫なでると、眼鏡の少年はフンと鼻を鳴らして顔をそむける。いつも部屋で接する時と同じ態度。今はそれが、不思議なほどにオリバーの心を落ち着かせてくれた。







　昼食を終えて会計を済ませ、店を出ると、六人の前には再び賑にぎやかな往来が広がる。ガイが左右を順番に眺め、それから仲間たちを振り向いた。

「──で、午後イチの予定はどうなってんだ？」

「カティの希望を汲くみまして、魔法動物の販売店を見て回りましょうかと」

「ガラテアに行くって言ったら、ミリガン先輩に飼育用具のお使いを頼まれちゃったんだ。ちょっとだけ付き合ってくれると嬉うれしいな！」

「別にいいが、店に夜まで張り付きっぱなしとかはナシだぞ。ボクだって行きたい場所はある」

「そ、そんなことしないよ！　今日は生体を買うつもりはないし、用を済ませてちょっと見たらサッと出るから！　……きっと……たぶん……」

　釘くぎを刺してくるピートに、巻き毛の少女は目を泳がせながら受け応える。その様子を見て、それなりの長丁場を覚悟したほうが良さそうだと他の全員が思う。が──ともあれ方針は決まり、カティを先頭に、魔法動物の販売店を目指して歩き始めた。雑談しながら五分ほど進んだところで、翼を象かたどった大きな看板を門に掲げた建物に出くわす。

「あっ、ここだよ『ミュラーの魔法動物店』！　入ろ入ろ！」

　早足に扉へ飛び込んでいくカティ。その後に続いてオリバーたちが店に入ると、まず動物園のそれを思わせる獣臭が鼻び腔こうを掠かすめた。しかし内装に不潔感はなく、天井が高く広々とした空間の中、種類もサイズも様々な魔法生物たちが各おの々おののケージの中に息づいている。盛んに動き回っているもの、丸まって眠っているもの、尻尾で棒にぶら下がってじっとこちらを見ているもの。仲間たちよりひと足先に、カティはそのひとつひとつを眺めて目を輝かせている。

「うひゃー、さすがに広いな。キンバリーの最寄りの店だけあるぜ」

「注文に応じて大型の魔獣も仕入れてくれるそうですわよ。さすがに店頭では扱っていないようですが」

「そういうのは、ボクは学校だけでじゅうぶんだ……。なんかこう、見てて癒いやされる魔法動物はいないのか」

「いっぱいいるよ！　ピートも一緒に見て回ろ！」

　友人の要望を聞き取って駆け戻り、カティはそのままピートの腕を引っ張って歩き始めた。一年の間に彼女の動物好きは身に染しみているので、眼鏡の少年も半ば諦めの面持ちでされるがまま。残る四人もそれに付き合い、しばらく歩いたところでカティが足を止めた。

「あっ、魔犬ワーグの子犬だ！　ほら見て、ミルク飲んでるよ！　かわいい！」

「入学式のパレードで見たやつか？　……少し大きいけど、子供の時は普通の犬とあまり変わらないんだな」

「魔犬ワーグは通常生物を魔法干渉によって変化させた、言うなれば人工的な魔法生物だからな。犬の高い忠誠心はそのままに、感覚器の精度や身体能力を底上げしてある。もちろん飼育に相応の気遣いはいるが、懐なつき方も普通の犬と大差ないだろう」

　ひとつのケージを並んで観察するカティとピートに、その背後に立ったオリバーが説明を加える。彼らの存在に気付いて盛んに尻尾を振る魔犬ワーグの子犬たち。サイズはすでに平均的な中型犬ほどだが、それぞれの面立ちには幼さが見て取れる。カティがケージに手を伸ばすと、中の一匹がその指先をぺろぺろと舐なめた。

「ふふふ、君は懐なつっこいねー。生まれて二か月くらい？　まだちょっとお尻のほうの毛が薄いもんね」

「ほう、これで二か月と？　成犬は仔こ馬うまほどになりそうでござるな」

　お喋しやべりしつつ子犬と戯たわむれる六人。と、その様子に気付き、店員のひとりが彼らのほうへ近寄ってきた。

「キンバリーの学生さんたち、魔犬ワーグをお求め？　その子たちは普通人の一般家庭向けだから、君たちが連れて帰るにはちょーっと物足りないと思うよ。もっと強い品種が奥にいるから、よければ案内するけど」

「あ、いえ！　今日は生体を買うつもりはなくて！　ただ可愛かわいいなーって……」

　カティが振り向いて応じ、他の五人もそれに続く。店員は二十代前半ほどの青年で、店名が刺し繡しゆうされた半袖のシャツにコットンのズボンというラフな出いで立たち。が、腰に差した白はく杖じようと杖じよう剣けんから魔法使いであることが分かる。

　一目見て話しやすそうな人物だったこともあり、ピートが背後のケージにちらりと視線を向け、そのまま店員へ話しかけた。

「……あの。知識としては知っているんですが、本当に普通人の家庭でも魔犬ワーグを飼うんですか？　飼い主は魔法使いじゃないと危ないんじゃ？」

「ん？　ああ、一部の犬種はそうだね。それこそキンバリーで飼われてるようなのは狩猟本能も攻撃性も段違いだからさ。

　でも、大抵の種類は問題ないよ。もともと魔犬ワーグっていうのは普通人の家を守るための番犬として生み出された側面が強い。忠誠心と戦闘力の両立は長いこと追及されているんだ。昔は今よりも犬人コボルドによる被害なんかがずっと多かったからね」

　すらすらと述べる店員。客商売をしているだけあって、こうした説明はお手の物なのだろう。同じコーナーに置かれた多くのケージに視線を向けつつ、彼はさらに言葉を続ける。

「もちろん役割は番犬だけじゃない。狩猟向きの魔犬ワーグ、追跡向きの魔犬ワーグ、愛玩向きの魔犬ワーグ──需要に応えて様々な種類が生み出されている。ウチでは『一家に一頭、万事よし』なんてキャッチフレーズで売り出してるね。

　まぁ多少の誇張はあるけど、コストに対するパフォーマンスの良さは自負しているよ。ほどよく賢くて、命令に忠実で、餌はドカ食いせず、飼育にかかる手間も少ない。平均寿命は六年弱とちょっと短いけど、それは成長期を縮めて老衰の期間を削ってあるから。あっと言う間に成犬になって、死ぬ時は潔いさぎよくスパッと死ぬのが美点だね。次の個体と入れ替えればそれで済む」

　誇らしげにセールストークへ繫つなげる青年。が、それを聞いたカティの肩がぴくりと震える。

「……六年弱……」

「──ん、長生きが望みだったかな？　それならそれで条件を満たす品種が他にいるけど」

　安心しなさいとばかりに請け合う店員。そこに感情のすれ違いがあることは、カティをよく知る周りの五人にはもちろん分かっていた。ケージの中で尻尾を振り続ける子犬たちを見つめて、巻き毛の少女はそっと首を横に振る。

「……いえ、今日のところは。──あの、トロール用の検査器具は置いてますか？　純血のガスニー種なんですけど」

「ああ、あるよ。亜人種のコーナーはあっちだから案内しよう。……でも君、二年生でトロールを扱っているの？　ちょっと珍しいね？」

「あ、はい。今、五年のミリガン先輩と共同研究をしていて……」

　カティが簡単に自分の立場を説明しかけたところで、先を歩いていた店員が弾はじかれたように振り向いた。さっきまでの軽妙な態度は消し飛び、見開いた両目でじっと彼女を見つめる。

「……腑ふに落ちた。君が、アレね。カティ＝アールトちゃんね」

「は、はい。そうですけど……」

　異様な雰囲気に後ずさるカティ。その目の前で額に手を当てて、青年は盛大にため息をつく。

「それを先に言って。……今日の支払いは二割引き……いや、三割引きにまけとく」

「……へ!?　ど、どうして!?」

「応援というか、見舞金というか……。とにかく、あの蛇眼に目を付けられたってだけで渾こん身しんの同情に値する。何も言わずに受け取っといて、頼むから」

　一方的にそう言い切り、青年は再び踵きびすを返かえして歩き始めた。六人が慌てて後を追うと、足は止めないまま言葉を続ける。

「それと忠告。いいかい──可能な限りあいつに背中を向けるな。アレは菓子箱のフタを開ける感覚で人の頭を開くド変態だ。なお最悪なことに本人に悪気はない。いや、そもそも大したことだと思ってないから手に負えない」

　余りにも実感のこもったアドバイスだった。世話になっている先輩について言われているのに、カティの側にも反論など一言もない。しかも、そこへトドメのように追い打ちが掛かる。

「あと、ひとつだけ言こと伝づてをお願い。──『お前のやらかしのせいでウチの店まで人権派の連中に睨にらまれたぞ。客はビビるわ仕入れ先は減るわで大打撃だ。いったいどうしてくれんだ？　なぁ、どうしてくれんだ？』──一字一句このままでね」







　事前の予想に反して、『ミュラーの魔法動物店』で費やされた時間は少しも長くなかった。ミリガンに頼まれたお使いを済ませると、カティがすぐに「店を出よう」と言い出したからだ。もちろん誰も反論はしなかった。

「…………」

　店を出てからも、カティはすっかり意気消沈していた。力なく肩が下がり、小柄な体がさらにひと回り小さくなっている。隣を歩くガイが懸命に励ましの言葉を探し、しかし見つからずに言いい淀よどんだ。

「……あー。その、なんだ……」

「つ──次は、気分が盛り上がるところへ行きましょうか。うってつけの場所がありますわ！」

　見かねたシェラが助け舟を出し、六人はまた別の場所へ向かって歩き出す。

　彼女の案内に従って道を進んでいくと、やけに派手な装飾が施された看板が目に入る。そこに描かれているのは光を放つ杖つえと、その先で撃ち砕かれる魔獣のシルエット。さらに看板の右下には「魔法使い専用店」との注意書き。それらを確認したオリバーが納得してうなずいた。

「呪文射撃場シユーテイングレンジか。確かに気晴らしにはなるが……」

「……生きた魔獣とか、的にしてない？」

　オリバーの肩に隠れながら看板を見つめて、すっかり疑心暗鬼になったカティがそう訊たずねる。シェラが腰に手を当てて大きくうなずいた。

「安心なさい、ここの標的は全て人形ダミーですわ。あなたの言うような店もなくはないですけれど、生体を管理・飼育するコストから高級店に分類されます。加えて人権派からの反発もあり、最近はぐっと店舗数を減らしているはずですわよ」

　と、カティを安心させる情報を補足する。それを聞いたガイがよし、と腕まくりした。

「それなら遠慮はいらねぇな、晩飯までのひと運動とすっか。──行こうぜ、カティ！」

「わわっ……！」

　カティの背中をガイが手でぐいと押し、その勢いのまま彼女を連れて店内へ入る。やや荒っぽいが、それが彼なりの励ましだ。オリバーたちも頷うなずき合ってふたりの後を追った。

　店に入った途端、広い空間を木霊こだまする呪文詠唱の声が耳を打つ。入って正面に受付のカウンターがあり、その向こう側には、普通人が嗜たしなむという十柱戯ボウリングのそれに似たレーンが横並びに存在していた。いくつかのレーンには先客が陣取り、奥に現れる的を狙って次々と呪文を撃っている。続けて的中した者は快かい哉さいを叫び、外した者は悔しげに地団駄を踏む。

「いらっしゃい。この店は初めてだね。みんな、腕に自信はおありかい？」

　その光景を眺めていると、カウンターの店員から彼らに声がかかった。六人でそこへ足を運び、まずは店のルールを把握するため、視線の高さに設置された黒板の説明書きに目を通す。

「難易度が選べるみたいだぞ。易しいイージー・普通ノーマル・難しいハード・大困難ベリーハードの四つか……」

　ピートが真剣に考え込む。そこに店員の中年男性が再び声を上げた。

「大困難ベリーハードをクリアしたら豪華賞品を贈呈するよ。今月はまだ誰も達成者がいないけど、挑戦どうだい？」

　そう言って親指で背後の棚を指さす。そこには新品の魔法道具がずらりと並び、男は特定の難易度のクリア者にそれらを贈呈する旨むねを説明する。ガイとカティが並んで唸うなった。品を店で買った場合の総額を考えると、入店料と差し引きしても結構な収穫だ。

「……少し興味が湧きますわね。やってみませんか、オリバー」

　呼ばれた少年がやや驚いて振り向く。てっきりガイ辺りが言い出すと思っていたが、最初に手を上げたのはシェラだった。誰かに誘われてならともかく、彼女のほうから積極的に挑戦したがるのは少々意外だ。

「……嫌で、しょうか……？」

　だが、続く一瞬。不安げに揺れる彼女の瞳と目が合ったところで、オリバーの違和感は即座に解消された。──昼食の時のことを気にしているのだ、彼女は。

　オリバーには分かる。今の彼女がどんな懸け念ねんを抱いているか、何をいちばん不安に思っているか。こうした誘いで自分の反応を探り、こちらの内心を少しでも推し量ろうとしている。疎うとまれていないか、嫌われていないか──そして何より、傷付けてはいないかと。

「…………」

　だから、辛つらかった。そんな懸け念ねんを彼女に強いていることが。あんな真似まねをさせておいて、まだ、彼女を自分のために不安にさせていることが。

　嫌ってなどいるわけがない。悪いのは全て自分だと知っている。惹香パフユームの後遺症を長々と引きずったことも、それを周囲に対して隠しきれなかったことも──要するに全て、自分自身の面倒を見切れていなかっただけのことだ。

　唯ただ一ひとつ、傷がないとは言えない。──だが、それは自分が元から持ち合わせる古傷だ。断じてシェラが刻んだものではない。何ひとつ彼女のせいではない。

　そうだ。その傷が未いまだに疼うずくのも、血を流すのも──全ては自分の咎とがなのだから。

「構わないが──君もやるなら、見苦しい結果には出来ないな」

　微笑ほほえみを浮かべて、オリバーは友人の提案にそう答えた。シェラの顔に喜びと安あん堵どが浮かび、それでいい、と少年は思う。──彼女に引きずって欲しくはないのだ。無用の不安も、そして罪悪感も。

「あっちのレベルには付いていけないから、わたしたちは普通ノーマルで一緒にやろっか。ナナオ、どっちが上手うまくやれるか競争だよ！」

「受けて立ち申す。拙者も修練を積んでござるぞ、カティ」

「おれも射撃は苦手じゃないぜ。ピート、おまえはどうする？　ひとりだけ易しいイージーにしとくか？」

「もちろん普通ノーマルだ。その挑発を後悔させてやる」

　眼鏡の少年がガイを睨にらみ返した。やる気に満ちた彼らの姿に、店員が笑顔でうなずく。

「ふたりが大困難ベリーハード、他の四人が普通ノーマルね。じゃ、大困難ベリーハードのふたりはこちらにどうぞー」

　カウンターを出た店員の先導で、オリバーとシェラのふたりが店の左手奥へと案内される。そこは他の射撃レーンとは異なる広々とした空間で、あちこちに何かの部品のようなパーツが積み上がり、床には直径二十ヤードほどの魔法円が引かれていた。その中心へ立つように促されて、ふたりが困惑を顔に浮かべる。

「……これはつまり、全周に的が出るということですか？」

「大困難ベリーハードはリアル指向だからね。ちなみに出るだけじゃなくて、ちゃんと人形ダミーが襲ってくるよ」

「だいぶ想像したものと違いますわね……」

　意表を突かれながらも配置に着くオリバーとシェラ。円の外に出た店員が腰の白はく杖じようを抜き、おもむろにその先端を床へ向ける。

「プレイ人数はふたり……で、お客さんたちはキンバリーの生徒だね。じゃ、キンバリーモードで開始っと」

「「キンバリーモード!?」」

　とてつもなく嫌な響きに身を固くするふたり。そこへ容赦なく魔法円が起動する。床に点在していたバラバラの部品が次々と組み上がっていき、身構えるオリバーとシェラの眼前で、殺意に満ちた魔獣の形態を取った。







　競技は実に三十分に及び、その間、呪文詠唱は途切れることなく響き続けた。やがて最後の一体がシェラの魔法を受けて砕け散り、直後に魔法円の輝きが消える。店員が「競技終了」の声を上げると、奮戦を見守っていたギャラリーから一斉に拍手が捧ささげられた。

「お疲れさまっ！　すごいね、よくクリアしたねふたりとも！」

「やべぇ的の数だったな！　見ててヒヤヒヤしたぜ！」

「…………」「…………」

「途中からまったく遊びの空気じゃなくなってたぞ……。ほら、飲み物。一服して落ち着け」

　無言のまま魔法円から出てきたふたりに、ピートが用意しておいた飲み物のコップを渡す。それを並んでぐいと呷あおり、近くのテーブルにカツンと置いたところで、少年と少女はプレイの感想をぶちまける。

「──敵が多い！　時間が長い！　人形ダミーの性能がえげつない！」

「曲射に貫通に面攻撃、さらに的に応じて属性の使い分けまで求められ、撃ち漏らした人形ダミーは容赦なく襲ってくる！　こんなゲームがありますか！　ただの戦闘訓練ですわ、こんなもの！」

　悲鳴に近いふたりの声に、だよなぁ、とガイたちも顔を見合わせて頷うなずき合った。オリバーとシェラがぐったりと椅子に座り込んでいるところへ、対照的に上機嫌な店員の男がやってくる。

「クリアおめでとー。すごいねー君たち、まだ二年生だろ？　この難易度のクリア者はだいたい四年生以上なんだけどな」

　そう言いつつ、親指でカウンターの方を指し示す。オリバーたちがそちらへ目を向けると、棚の上に並んでいた賞品が下ろされ、他の店員の手で梱こん包ぽうされているところだった。

「副賞の豪華賞品、けっこう量があるから絨毯カーペツト便で学校に送っとくよ。本賞はこれ。二人プレイでクリアした証あかしのトロフィーね」

　男がにっと笑い、オリバーとシェラへ向かって『本賞』を差し出した。ずっしりと重いそれは、杖つえを手に戦うふたりの魔法使いの姿が象かたどられた真しん鍮ちゆうのトロフィーだ。一見して分かるほど丁寧な造りで、台座にはきちんとふたりの名前まで彫られていた。

　縦巻き髪ロールヘアの少女が受け取ると、店員の男は急に真顔になって拍手する。

「ナイスファイト。君たちが今日のベストカップルだ。力を合わせて激戦を生き延びた者同士、この先も末永く仲良くな！」

　祝福を込めてふたりの肩を叩たたき、颯さつ爽そうと身をひるがえしてカウンターへ戻っていく。その背中をぽかんと見送った後、オリバーとシェラはトロフィーを見つめ、同時に苦笑する。

「……ずいぶんと、今さらですわね。本当に力を合わせて生き延びたのは、もう去年の話ですのに」

「そうだな。……けれど、遅れてきた勲章も悪くはない」

　そんな言葉を交わすと、並んで座る長椅子の上、少年と少女はどちらからともなく白はく杖じようを抜いて──間に置いたトロフィーの上で、それらを交差させる。ふたりで挑んで打ち勝った。そのことに対しての、それは彼らなりの祝勝の仕草だ。

　一方で。傍かたわらでその光景を眺めていた少女が、ふいに片手で胸を押さえる。

「……？」

「……ナナオ、どうしたの？　……お腹なかいたい？」

　その様子に気付いたカティがさりげなくナナオを物陰へ引っ張っていき、ひそひそ声で相手に尋ねる。だが、胸に手を当てたまま、東方エイジアの少女は困惑を顔に浮かべ続ける。

「よく分からぬのでござるが……何やら、胸がきゅうと」

　そう言いつつ、彼女は半ば無意識に背後へ──そこで親しく言葉を交わすオリバーとシェラへ目を向けている。その姿だけでもう、カティには本人以上に分かってしまった。……ああ、やはりそうなのだ、と。







　以降は全員で通常の射撃レーンに入り、必要に応じてハンデを付けながら大いにゲームを楽しんだ。やはり一年分の経験は大きいもので、入学し立ての頃は魔法の発動すら覚おぼ束つかなかったナナオが、今は立派に呪文を唱えて人形ダミーを撃ち抜いている。さらにはピートが密ひそかに練習していた曲射を披露したりと、そこから先は盛り上がりに事欠かなかった。

　たっぷり四時間ほども遊び続け、外から差し込む日の光が茜あかね色いろになってきた頃合いで、六人は延長した分の料金を支払って店を出た。少し冷え込んできた外の空気を吸い込み、ガイが大きく伸びをする。

「うぉー、遊んだー！　……でももう日没か。早ぇなぁ、時間が過ぎるの」

「名残惜しいですわね。けれど、そろそろ夕飯の場所に向かいましょう。混む店なので席を予約してありますの」

　シェラが懐中時計を片手に仲間たちを促す。日は暮れ始めていたが、夕飯時に差し掛かったことで、道を行く人々はかえって数を増していた。それで表通りが少し歩き辛づらくなってきたので、彼らはとっさの判断で脇道に入る。遠回りになるかもしれないが、何にせよ歩きやすい。

　そうやって表の賑にぎわいから距離を置く形で進んでいると、ふいに先頭のシェラが足を止めた。他の五人が釣られて前方を見れば、そこには彼らの半分ほどの小柄な人影が三つ、どこか疲れた様子で道端に座り込んでいる。灰色のつなぎと帽子を着込んでいるが、その下には長い鉤かぎ鼻ばなと緑色の肌が覗のぞいている。それらの特徴に気付いたカティが身を乗り出した。

「……あれ……」

「ゴブリンか？　珍しいな、街中で見るの」

　ガイが声を上げる。緑色の小しよう軀くが特徴のゴブリンは、トロールと並んで身近な亜人種のひとつだ。六人が見つめる前で、どうやら誰かに呼ばれたらしく、三体のゴブリンは道脇の門を潜って建物の中へと消えていった。

　数秒後、彼らがいた場所まで歩いてきたカティたちが、そこに思わぬ名残を見つける。

「……何か落ちてる」

「帽子だ。……サイズの小ささから見て、さっきのゴブリンのじゃないのか」

　指摘するピートの前で、カティが訝いぶかしげに帽子を手に取って眺める。

「ゴブリンは普通、帽子なんて被かぶらないんだけど……。この建物、工場かな？　……ちょっと訊きいてみよ！」

　思い付きをすぐさま行動に移して、カティは門を潜って建物へ向かう。飾り気のない鉄板の扉の前に立ち、それを迷わず手で叩たたいた。

「もしもーし！　落とし物ですよー！」

「……返事がないな。中から物音は響いてくるんだが」

「鍵はかかっていなさそうですわよ。事情があるのですし、扉を開けて声をかけましょう」

　シェラの提案にうなずき、カティがそのまま鉄てつ扉ぴを押し開ける。中は風通しが悪いのか、埃ほこりっぽい空気が溢あふれ出だし──やがて開ききった扉の向こうに、ひとつの光景が広がった。

　低い天井の下に広がる空間。そこに細長い机がぎっしりと並べられ、その間を残らず埋めるようにして百人以上のゴブリンたちが立ち仕事を行い、単体では何とも分からない部品を黙々と削ったり磨いたりしている。出来上がったものは運搬役のゴブリンが荷車で回収し、空になった机の上には新たなノルマらしき部品がどっさりと積まれる。わずかな確認のやり取りを除いて声はほとんど上がらない。異様な静寂の中、小さな体をまったく同じ制服で包み、彼らは労働に従事していた。

「……これ……」

「……作業場だな。ここではゴブリンを働き手として雇っているらしい」

　立ち尽くすカティの隣で、オリバーが淡々と分析する。と、そこで彼らの近くにあった上階に続く階段から人が下りてきた。大きさを除いてゴブリンたちと同じデザインの作業着に身を包んだ普通人の男性が、彼らの姿を見て眉を上げる。

「……んー？　どうしましたぁ、キンバリーの生徒さんたち。一応ここは関係者以外立ち入り禁止なんですが」

「……あ。その、外でこれを拾って……」

　我に返ったカティが手に持った帽子を差し出す。近寄ってきた男性がそれを受け取り、腑ふに落ちたように頷うなずいた。

「ああ、こりゃ確かにウチの制帽だ。ごめんなさいね、わざわざ。

　──おぉい！　帽子を落としたのはどいつだ！　拾った方が丁寧に届けてくださったぞ！」

　謝罪して作業場へ向き直り、男性は声を張り上げる。百を超えるゴブリンたちの視線が一斉に集中し、カティは思わずのけ反った。少しの沈黙の後、ゴブリンたちの中から一体が机を離れ、彼女らのほうに向かってとぼとぼと歩いてくる。それを見た男性がため息をついた。

「またお前か。何度言っても制服はまともに着ないし、ホントにドン臭いやつだな……。ほら、ちゃんとお礼しろ！」

　そう言って帽子を突き出す男性。やって来たゴブリンは両手でそれを受け取ると、上目遣いにカティを見つめて「ありがとテンキユ」と口にした──かと思えば、彼女が何か反応する間もなく作業場へ戻っていく。その様子に男性が肩をすくめる。

「あーあー……すみませんね、どうにも不ぶ愛あい想そで。所詮はゴブリンなんで勘弁してやってください。誰に対しても似たような態度ですんで」

「そ、それはいいんですけど……あの、服、窮屈そうじゃないですか？　雪国スノーゴブリンならともかく、あの子たちって森ゴブリンですよね？　普段はあんな長袖じゃなくて、もっと軽装で過ごしてるはずで……」

「ん？　そりゃそうですけど、人の街で暮らす以上はそれなりのルールってもんがね。ほら、緑の肌剝むき出だしで歩かれると市民が怖がるんですよ。着込ませてるとそれがずいぶんマシになるんで」

　苦笑交じりに語る男性。そこに後ろめたい響きはなく、彼にとってはごく当たり前の話をしているに過ぎないのが分かる。ぐっと言葉に詰まるカティの前で、男性はなおも続ける。

「まぁでも、なんだかんだと使える連中ですよ。体がちっこいだけあって手先は器用だし、文句を言わずに黙々と働くし、何より賃金が安い。同じ作業を人間だけでやろうと思ったら五倍の金が要りますからね。多少の愛あい想その悪さは許してやらないと」

　ダメ押しにそんなフォローが加わった。言葉もなく佇たたずむカティを前に、彼はふと首をかしげる。

「ところで、まだ何か？　もし御用がおありなら応接間に通しますが」

「………………い、え……」

　長く立ち尽くした末、カティはこわばった顔で応じて踵きびすを返かえす。他の五人もまた、何も言わずにその背中を追った。







「……慰めになるか分かんねぇけどよ。今のとこ、かなりマシな部類だぜ？　田舎じゃもっと扱いのひどいとこもざらにある。たぶん人権派の圧力が効いてんだろうな」

　建物を後にし、夕暮れの街並みを再び歩き出したところで、ふいにガイがそんなことを口にした。とぼとぼと隣を歩くカティへ意識を向けつつ、縦巻き髪ロールヘアの少女もまた声を添える。

「……あたくしに分かるのは、現代の魔法社会を支える上で、亜人種の労働力は欠かせないものだと言うことです。そういう意味では、今の光景が間違っているとは言えませんわ」

　その言葉が耳に入った瞬間、巻き毛の少女がぴたりと足を止めた。弾はじかれたようにシェラへ振り向き、その顔を見つめて、彼女は口を開く。

「シェラは、あれが正しい光景だって思うの？　……本当に？」

「…………」

「あんな狭い空間にぎゅうぎゅうに詰められて、窮屈な制服着せられて、それでもお給料は人間の五分の一で……ゴブリンだから、それでいいの？　そんなのが正しいことなの？　あの子たちにだって気持ちがあるし、ずっと営んできた本来の生き方があるんだよ!?」

　抑えていたものが溢あふれ出だしたように、カティは友人へ問いをぶつけた。シェラが無表情のまま視線を落とし、見かねたオリバーがそこへ声を挟む。

「落ち着け、カティ。……市街地として拓ひらかれる以前、ここ一帯はもともとゴブリンを始めとする亜人種の住処すみかだったはずだ。俺たちはそこを奪い取る形で生活を営んでいる。その上で彼らに本来の生き方を──というのは、いくら何でも虫が良すぎる」

「虫が良くて何が悪いの!?　みんなが幸せな方がいいに決まってるじゃない！」

「そのペンの値段が五倍に上がるとしても、か？」

　彼女の手提げ鞄かばんに目を向けて少年は言い、巻き毛の少女は凍り付いたように声を失った。オリバーは静かにうなずく。……あの光景は、自分たちの生活にそのまま繫つながっている。

「本当は君も分かっているだろう。……素朴な善悪だけで論じられるほど、これは簡単な問題じゃない。この国の──いや、連盟ユニオンの魔法社会はすでに、一部の亜人種を労働階級に据え置く形で構造が出来上がってしまっている。魔法による技術革新と合わせて、彼らの存在は産業革命の二本柱だ。その仕組みの上で膨れ上がった人口は、すでに以前のやり方では養えないところまで来てしまっている」

「……ッ……」

「君の憤いきどおりは汲くみたい。だからこそ、話すなら具体性をもって建設的に話そう。……さっきのシェラは、自分の立場から誠実に意見を述べていた。そんな彼女を責めても何も始まらない」

　穏やかな口調でオリバーは諭し、やがて、それを受け止めたカティがこわごわと縦巻き髪ロールヘアの少女を振り向く。寂しげな面持ちで佇たたずむ友人へ、彼女は目に涙を浮かべて抱きついた。

「……八つ当たりしちゃった。……ごめん。ごめんね、シェラ……」

「何を謝ることがありますか。友の気持ちを受け止めることもまた、友の務めでしょう」

　責める言葉などひとつもなく、シェラは謝罪を受け止めて柔らかく相手を抱きしめる。それで場が収まると、六人は気を取り直して再び道を歩き始め──さらに十分ほども歩いたところで、夕闇の中に煌こう々こうと輝くレストランの看板を見つけた。

「この店だな。さぁ、気を取り直して夕食にしよう」

　オリバーに促されて全員で扉を潜る。店内に入って周りを見回すと、やはり席はおおむね埋まっていたが──昼のパブとは違い、誰もが静かに談笑していた。テーブルごとのスペースも広く取られており、落ち着いた雰囲気で食事を楽しむ場であることが伝わる。

「六人で予約したマクファーレンですわ。入ってもよろしくて？」

「Ｍｓミズ．マクファーレンですね。準備出来ております、どうぞ奥のテーブルへ」

　物腰の丁寧なウェイターが応対し、彼らをセッティング済みのテーブルへ案内する。店内の右奥に腰を落ち着ける六人。予約の段階で注文は済んでいることをシェラが説明し、後はコース料理の始まりを待つばかりとなったが──そこに、隣のテーブルから声が響いた。

「……おい。あの制服……」

「……ああ……」

　ひそひそと囁ささやき合う声に、オリバーは不穏な気配を感じて神経を尖とがらせる。視線だけでさりげなく後方を確認すると──深緑のローブを着込んだ魔法使いたちが男女合わせて八人、そこでテーブルを囲んでいる様子が見えた。

　少年が様子を無言で窺うかがっていると、やがてそのひとりがテーブルを立って歩き出す。それも、脇目も振らずオリバーたちのほうへ。

「──キンバリー魔法学校の生徒だな、君たち」

　彼らのテーブルの前で立ち止まり、魔法使いの少年が口を開く。オリバーが慎重に応答した。

「その通りですが……そちらは？」

「フェザーストン魔術学舎三年、ダニエル＝ポロック。後ろの仲間共々、微力ながら亜人種を対象とした人権運動を行っている者だ。……君たちには是非にも言いたいことがある」

　名乗りを受けたところで、オリバーには八割がた状況が分かってしまった。──フェザーストン魔術学舎はガラテアから南西にある魔法学校であり、理性と友好を重んじる校風で知られる。この時点でキンバリーとの相性の悪さは言わずもがなであり、実際に両校の生徒はすこぶる仲が悪い。極めつけはフェザーストンの現校長が人権派であることだ。

　対応を考えるオリバーの前で、ポロックと名乗った少年はテーブルに勢いよく片手を突き、

「いつまでも好き勝手が通ると思うな！」

　声を荒げて言い放つ。周りの客から注目が集まる中、オリバーが静かに応じた。

「……キンバリー魔法学校二年、オリバー＝ホーンです。どうか落ち着いてください、Ｍｒミスター．ポロック。急に喧けん嘩か腰ごしで来られても困ります。俺たちはここに夕食を取りに来ただけです」

「そうやって油断させて、こっちが気を抜いたところを不意打ちするつもりだろ？」

「いつもやられっぱなしだと思わないで。あんたたちの悪辣さは身に染しみてるんだから」

　離れたテーブルから刺とげ々とげしい言葉が飛んできた。ポロックの援護とばかりに、フェザーストンの生徒たちが続けざまに声を上げる。

「去年一年だけで、私たちが保護活動を行っていた亜人種の集落がいくつ潰されたか知ってる？　その住人の何割がキンバリーに検体として流れたかは？」

「毎年とんでもない数の亜人種を切り刻みやがって……。そんな残酷な真似まねしといて、よく吞のん気きにメシなんか食ってられるもんだな！」

「……ううっ……！」

　非難が突き刺さり、カティがうつむいて呻うめき声を上げる。見かねたシェラが口を開いた。

「……あなたたちの意見は分かりましたわ。けれど、キンバリーの生徒だからといっしょくたに扱うのは控えてくださいませ。現にここにいる娘はあなたたちと同じ人権派です。今の非難は、少なくともこの子には当てはまりませんわよ」

　と、巻き毛の少女の手を握りつつ言葉を返す。それを聞いたフェザーストン生たちが眉根を寄せた。

「人権派……？　何を馬鹿な。キンバリーに人権派なんているわけがないだろう」

「一緒にしないで欲しいわ。どうせ亜人種の標本をインテリアと勘違いしてる類でしょ」

「ううぅっ……！」

「おいこら、いい加減にしとけよてめぇら！　さっきからカティが苦しんでんだろうが！」

　我慢の限界に達したガイが席を蹴って立ち上がる。それに反応し、フェザーストンの面々も椅子から腰を浮かせた。

「いきり立つなよ野蛮人。こっちは今すぐ表に出たっていいんだぜ？」

「──ああ？　上等だ、そうしろや。メシの前に前歯無くしてぇなら付き合ってやるよ」

「あらあら粗暴なこと。ろくに格の違いも見て取れないのかしら。こちらには三年生もいるのに」

　互いのテーブルの中間まで距離を詰めていき、ガイとフェザーストン生のふたりが間近で睨にらみ合あう。一触即発の空気が店内を満たし、オリバーがそこへ割って入った。

「待て……！　互いに冷静になれ！　せっかくの休日に角突き合わせても仕方がないだろう！

　……そうだ。ここは俺の芸に免じて、ひとつ穏便に」

　はたと思い付いた少年が腰の白はく杖じようを抜く。フェザーストンの面々がとっさに杖じよう剣けんへ手をかけるが、オリバーはかざした左手と笑顔でそれを宥なだめ、すぐさま自分に向けて呪文を唱えた。


「花束を君にエルムサール！」



　詠唱が店内に響き渡った瞬間、少年の襟首から無数の細い茎が一斉に生え伸びる。それぞれの先端に結んだ蕾つぼみがすぐさま花開いて、頭から顎までを一周する形でかすみ草シプソフイラが咲き誇った。

　さながら白い花束の中から顔を覗のぞかせたような姿で、オリバーはこわごわとフェザーストンの生徒らに向き直る。

「……ど、どうだろうか？」

　笑わせられないまでも、せめて場を和ませる程度のことは。そう願ってオリバーは芸を披露し──ややあって、その頭にぴしゃりと冷たい感触が広がる。正面の相手が嘲りに顔を歪ゆがめて、手にしたグラスをオリバーの頭上で逆さにしていた。

「礼は要らねぇよ。花には水、やんねぇとな」

　浴びせられた冷水がうなじを流れ落ち、立ち尽くす少年のシャツとローブへ染しみ込こんでいく。それを目にしたカティとシェラが怒りも露あらわに席を立ち──が、ふたりが何か口にする前に、その視界で閃せん光こうが弾はじけた。

「──ぎぃああああああッ！」

　響き渡る絶叫。音と光が消え去ると、そこには血に染まった顔を押さえて床でもんどり打つフェザーストンの生徒の姿。とっさに状況が把握できず、周りの仲間たちは数秒立ち尽くす。

「──え？」「……は!?」

　攻撃を受けた。理解がその事実に追い付いたところで、彼らは慌てて視線を前方へ戻す。果たしてそこでは──炸さく裂れつ球を投げつけた姿勢のまま、眼鏡の少年が彼らを睨にらみ据えていた。

「──謝れ」

　低く凍えた声が響く。怒りを通り越して、その眼めにはもはや殺意が滲にじむ。振り向いたオリバーまでもが思わず息を吞のんだ。──ルームメイトがここまで激高する姿を、彼はついぞ目にしたことがない。

「ピ、ピート……？」

「床に頭をこすり付けて、オリバーに謝れ。──今すぐにだッ！」

　声を張り上げ、ピートは一切の躊ちゆう躇ちよなく腰の杖じよう剣けんを抜き放った。敵意を叩たたき付つけられたフェザーストンの面々が、その気迫に押されるように後ずさる。

「こ、この野郎ッ！」「よくも──うッ!?」

　一斉に杖じよう剣けんへ伸びる彼らの腕。が──そのうちひとりの手首を、ガイの右手ががっしりと摑つかみ止める。

「表、出ろよ。──おれはもう、謝っても許さねぇ」

　温度のない声で長身の少年は言い、相手がぐっと息を吞のんだ。うまいメシを食う場所で暴れることはしたくない──わずかにその一点が、今のガイに皮一枚で自制を保たせている要因だ。後方のピートにはそれすらなく、すでに最初の呪文を撃つ相手を選んでいる段階である。

　同時に、その瞬間だった。争いの気配に騒然とする店の中、それぞれ異なるテーブルで、三人の客が一斉に立ち上がったのは。

「これは収まらないわね。──ＯＫ。やり合いなさい、あんたら」

「八対六、喧けん嘩かを吹っ掛けたのはフェザーストンの側。はは、丁度いい塩あん梅ばいじゃないか」

「テーブルを退けるぞ。──構わないな、店長！　損害分は我々が持つ！」

　若い男女の声が順番に上がり、直後、三人の白はく杖じようから放たれた魔法が店内のテーブルや椅子に次々と命中する。料理と客を載せたままのそれらが片隅へと乱雑に押しやられ──結果、乱闘を行うためにじゅうぶんな空間がそこに出現した。

　ひと足先に立ち上がって椅子の移動に巻き込まれることを避け、カティ、シェラ、ナナオも前方の三人へ駆け寄った。同様にフェザーストンの生徒たちも倒れた仲間を囲んで集まり──ふたつの集団が向かい合ったタイミングで、男がオリバーたちへ高らかに宣告する。

「いいか二年坊ども、大事なことを教えてやる。一度しか言わないから忘れんな。

　ここはキンバリーの城下町だ。つまり──売られた喧嘩は全部買え！」

　作り上げた戦場を囲んで審判のように佇たたずみ、にやりと口元をつり上げる三人の魔法使いたち。その全員がキンバリーの上級生であり、厨房内で肩をすくめている店長までもがＯＢだった。オリバーの顔面が引きつる。そう──恐ろしいことに、ガラテアとはこうした街である。

「──な……」「は……？」「え……あ……」

　急激すぎるお膳立てに心が付いていかず、フェザーストンの面々は杖じよう剣けんを手にしたまま動けない。が──そんな彼らとは裏腹に、正面のふたりは間髪入れず地を蹴っていた。

「瞬き爆ぜよフラルゴ！」「おらァッ！」

　三年の女生徒にピートの爆裂呪文が直撃して吹っ飛び、二年の男子生徒がガイのこぶしを食らってのけ反る。何の抵抗もなく決まった先制攻撃──慌てて応戦を始めた相手側と真っ向から斬り結び、ふたりの少年は口々に声を上げる。

「お笑い種ぐさだな！　キンバリーウチの連中の半分も怖くないぞ、オマエら！」

「オリバーに水ぶっかけた奴やつ、さっさと顔面の治癒済ませろ！　てめぇはその程度じゃ済まさねぇぞ！」

　数の不利を物ともせず攻め立てる彼らと、その勢いに吞のまれて後ずさるフェザーストンの面々。突発的な喧けん嘩かにおける肝──それは技術や戦術以前に、自分から戦いを始めることである。先に勢いを摑つかんだほうが勝ちに近付く、極めて大雑把に言えばそういうことだ。

　その原則を、ガイとピートは特段に意識したわけではない。というより意識するまでもない。なぜなら──彼らはキンバリーで最初の一年を生き延びた者たちだ。命に関わるトラブルが日常的に起こる環境で丸一年過ごしてきた。必然、その心構えはとっくに常在戦場である。

「わっ、わわっ……！」「こ、この野蛮人ども……！」

　だが、フェザーストンの生徒たちはそうはいかない。人権派の校長が敷いた秩序の下、キンバリーとは比べるのもおこがましいほど平穏な生活を送ってきた彼らは、それ故に修羅場というものを知らない。彼らにとっての喧けん嘩かとは口論から段取りを踏んで行う小こ競ぜり合あいだが、キンバリー生にとってのそれは殺し合いの一歩手前だ。魔法使いとしての実力を比べ合う以前に──その意識の違いこそが、戦いの場では決定的な速度の差となって現れる。

「このっ、調子に乗らないで──ぐッ!?」

　瞬またたく間まに三人の仲間が倒れ、そこでようやく反撃に移るフェザーストンの女生徒。が──目の前のガイへ切りかかろうとした瞬間、その後方から飛んできた電撃が胸に直撃し、彼女はその場に倒れ伏した。

「──カティ」

　それを為なした巻き毛の少女。ガイたちのやや後ろで杖じよう剣けんを構えて立つカティを、隣のシェラが驚きの目でもって見つめる。少女の口から震える声が漏れ出した。

「……好き放題言ってくれちゃって……。……わたしだって……わたしだってねぇ……！」

　悲しみと、怒りと、自責と、葛藤と──積み重なった感情を言葉にすら出来ないまま、その全てを宿してカティの瞳は揺れていた。……フェザーストンの生徒たちは知らない。この一年、彼女がどんな想おもいを抱えて過ごしてきたか。現実を知り、理想を見直し、その両方の間でもがき苦しみながら──どれほど必死に、自分が為なすべきことを追い求めてきたかを。

「付き合い申すぞ、カティ」

　ナナオはそれを知っていた。だから彼女の隣に進み出た。一年を同じ部屋で共に過ごした、カティのもっとも近しい友人として──その気持ちに寄り添うために。

　そんなふたりの様子を間近に見つめて、縦巻き髪ロールヘアの少女が盛大にため息をつく。

「……ああもう、仕方がありませんわね！」

　事態の収拾に諦めを付け、シェラは腰の杖じよう剣けんを抜き放つ。……無論、こんな場所での喧けん嘩かなどまるきり彼女の趣味ではない。だが──仲間への侮辱を捨て置くことは、それ以上に許せないのだった。







　一方で、まだ諦められない者もいた。乱闘を続ける仲間たちへ向けて、フェザーストン側のまとめ役──ダニエル＝ポロックは、悲痛な面持ちで制止の声を投げ続けている。

「待て、待つんだみんな……！　くそ、こんなはずじゃ……！」

「……同感だ、Ｍｒミスター．ポロック」

　その正面にひとりの少年が立った。芸の名残のかすみ草を首周りから落としつつ、警戒して後ずさるポロックへ向けて、オリバーは淡々と言葉を続ける。

「落ち着いた店の中だし、口論で済むと思って絡からんできたんだろう。……それが不用意だったとは言わない。俺も仲間が逆上するタイミングを計り損ねた。

　そして、何より……互いに、キンバリーの最寄り街という環境を侮あなどり過ぎていたようだ」

　反省に加えて、もはや相手への同情すら滲にじむ言葉。それに歯は嚙がみするポロックの前で、オリバーは腰の杖じよう剣けんへ手を添える。

「ここまで来ると、俺たちが何を言っても場を収めるのは無理だろう。……納得したら、好きに抜いてくれ」

「……くっ！」

　互いの戦意とは無関係に、それ以外の道はすでにない。そう理解したフェザーストン生たちのリーダーが杖じよう剣けんを抜き、オリバーがそれに応え──そうして彼らもまた、不本意な闘争へと身を投じていった。







　結論から言えば、始まってから五分と少しで決着が着いた。

「──あー、フェザーストンの皆さん。もう全員起き上がれない感じかな？」

「みたいだね。じゃあはい、キンバリーウチの後輩たちの勝ち。えらいえらい～」

　ぱちぱちと店内に響く吞のん気きな拍手の音。累々と倒れ伏すフェザーストン生たちの姿を眺めて、キンバリーの上級生がフンと鼻を鳴らす。

「五分と少しか。もうちょい粘れよな、フェザーストンのガリ勉ども」

「いや、ウチの後輩たちが強かったんだよ。六人ともよく鍛えてる」

　一方で、勝ち残った側にはそんな賛辞が投げられる。ガイとピート、そしてカティは体のあちこちに火傷やけどや青あお痣あざを作っていたが、それでも全員が二本の足でその場に立っていた。残りの三人に至っては負傷すらない。

　相手側には目立った手て練だれもいなかったので、序盤に戦いの主導権を握った時点で、この結果はすでに決まっていたようなものだった。ガイたち三人に心置きなく暴れてもらうために、オリバー、シェラ、ナナオはあえて介入を最低限に控えたほどだ。

「いい見物だったな。おら、テーブル戻すぞ」

「負け犬にも治癒はしてあげよう。年が上なら店の外に放り出すところだけどね」

　呪文を受けて続々と元の場所へ戻っていくテーブルと椅子。巻き込まれた客たちから文句のひとつもあるかと覚悟した六人だが、予想に反して、彼らは肩をすくめる程度で平然と食事に戻っていった。厨ちゆう房ぼうに至っては乱闘中も気にせず料理を続けていたほどで、この程度の騒ぎは珍しくもないのだとその光景が語っている。

「そこのガタイのいい君、こっちおいで。口の横切ってるよ。ラフな戦い方は個人的にいいと思うけど、後半はさすがに突っ込みすぎ」

「あ……いや、大丈夫っす……」

　上級生のひとりに手招きされるガイだが、彼はそれを断ってオリバーたちに向き直った。戦いの最中の興奮はすでに冷めて、やってしまったという反省がその顔に浮かんでいる。

「……なんつーか、その……悪ぃ……」

「……ボクは謝らない」

　ガイの隣に立つピートが唇を尖とがらせて呟つぶやき、そんなふたりの様子にオリバーは苦笑した。……ここまで派手にやった後だと、今さら誰を咎とがめる気にもなれない。むしろ歯止めを掛けられなかった自分にいちばん不ふ甲が斐いなさを感じていた。

「……分かってる。さっきは俺が……」

「オマエにも謝らせない！」

　彼がそれを口に出しかけると、ピートが言葉の先を見抜いたようにオリバーへ飛びついた。口を塞がれてもがもがと言葉を詰まらせるオリバーの姿に、他の面々もやっと肩の力を抜く。

「いいよ、誰も謝んなくて。……暴れたら、少しすっきりしたし」

　杖じよう剣けんを鞘さやに戻しながらカティが言った。青あお痣あざの残るその顔に、苦笑と、少しの気恥ずかしさが浮かぶ。

「それに、今回はわたしも交ざれたから。……ちょっとだけ嬉うれしい、かな」

　少女の言葉から、五人も思い出す。……彼らが入学して間もない頃にも、カティへの侮辱をきっかけに教室で乱闘沙汰になったことがあった。心無い暴言に耐えかねたオリバーが争いの火蓋を切り、ガイとナナオがそこへ加わって暴れるだけ暴れ、事後には三人揃そろって反省室に入れられた。今となっては懐なつかしい事の顚てん末まつ。けれど──その時に何も出来なかった自分を、巻き毛の少女はずっと悔いていたのだ。

「ははっ。確かに、今回はいい暴れっぷりだったな」

「でしょ。やる時はやるんだからね、わたし」

　ガイがにっと笑ってこぶしを突き出し、カティもそこに自分のこぶしを合わせた。その光景を前にオリバーは実感する。──この一年で、みんな逞たくましくなったのだと。

　六人が椅子に座り直したところで、ふと彼らのテーブルに近付いてくる影があった。全員が目を向けると、そこにはうつむいて立ち尽くすひとりのフェザーストン生の姿がある。

「…………」

「……Ｍｒミスター．ポロック」

　オリバーが話しかけた。ポロックが一瞬だけ視線を合わせ、それから再び顔を伏せる。

「……断じて乱闘をするつもりはなかった。なかったが、それでも最初に吹っ掛けたのはこっちの仲間だ。……この顚てん末まつには、正直に言って反省するところがある」

　苦い面持ちでそう口にするポロック。その心境はオリバーにも大いに分かるので、同情を込めて小さくうなずいておいた。

　ふいにポロックが顔を上げ、その眼めがまっすぐ六人を見据える。──とりわけ、今なお敵意を発し続ける眼鏡の少年を。

「だが、遺恨は残るぞ。争いが始まってから先についてはおあいこでいい。しかし……たかだか水をかけたことに対して、炸さく裂れつ球の報復は行き過ぎだ」

「……ボクは謝らない」

　相手の言葉を受け止めた上で、ピートはさっきと同じ言葉を繰り返した。譲る気は一切ないとその目が語る。

　重い沈黙の中、彼と睨にらみ合あっていたポロックの体がふらりとよろめいた。乱闘のダメージが残っているのだろう。それを察したシェラが隣のテーブルの椅子へ目を向ける。

「まだ立ちっぱなしは辛つらいのでしょう。座っていただいて構いませんのよ」

「……遠慮する。みっともない姿を晒さらしたが、それでも僕はグループのまとめ役だ。何よりも──名門フェザーストンのいち生徒として、これ以上の恥は晒さらせない」

　相手の気遣いを毅き然ぜんと断り、ポロックは力の入らない体で無理やり背筋を伸ばす。その意地を尊重し、シェラもそれ以上は何も言わなかった。この少年もまた魔法使いなのだ。

　互いに語ることも尽き、そのまま去っていくかと思いきや──ふと、ポロックの視線が巻き毛の少女を向く。

「ひとつだけ確認したいことがある。そこの君──カティと呼ばれていたが。もしかして、フルネームはカティ＝アールトか？」

　思わぬ確認を受けたカティが目を丸くした。戸惑いを顔に浮かべつつ、彼女はうなずく。

「……はい、そうですけど……」

「……やはりそうか」

　額に手を当ててため息をつき、それからポロックは再び少女に向き直る。

「Ｍｓミズ．アールト。偉大な人権派の先達のご息女である君が、よりにもよってキンバリーに入学したことは伝え聞いていた。あえて自分の思想と真逆の環境に身を置く気概に、僕個人としては感じ入るところもあったが……その選択は、あまり良いい方向には働いていないようだ」

「…………」

「そちらの水に染まり切ってしまう前に、フェザーストンへの転校も考えるべきだろう。君ならウチの校長も歓迎するはず。……余計なお世話かもしれないが、これは純粋に善意の忠告だ。心の片隅に留とどめておいてくれ」

　彼がそう口にしたところで、ふと店内に呻うめき声が響いた。ポロックが踵きびすを返かえす。

「仲間たちが目を覚ましたようだ。……負け犬はこれで失礼する。

　だが、終わりだとは決して思うな。我らフェザーストン生一同、キンバリー関係者の横暴にはほとほと苦しめられている。いずれ必ずそのツケを払わせる時が来るぞ」

　矜きよう持じと負けん気を込めて言い残し、フェザーストンの少年は仲間たちのほうへ去っていった。その背中を見送りつつ、オリバーが小さくため息をつく。

「……フェザーストンとの確執を後押ししてしまったか……」

「気にすんな。先に喧けん嘩か売ってきたのはあっちだ」

「……でも……あっちだけが悪いわけじゃないよね。キンバリー関係者の横暴にはほとほと苦しめられてるって、あの人も言ってたし……」

「別にボクたちがやったことじゃない。ひとまとめにされても迷惑なだけだ」

　肩を落とすカティを横目にピートがきっぱりと言い切った。そこにウェイターがやって来て、テーブルの上に前菜の皿が置かれる。

「コースが再開したようです。……妙な流れになってしまいましたが、気を取り直して食事にしましょう。ここのパイシチューを嫌う魔法使いはいないという話ですわよ」

　切り替えを促すシェラの言葉。それを各おの々おので受け入れて、彼らはようやく夕食を始める。その先は料理の美味おいしさも救いとなって、メインのパイシチューが運ばれて来る頃には、巻き毛の少女の表情はだいぶ明るくなっていた。







　六人が店を出ると、食後にゆっくりお喋しやべりしたこともあり、空からはすでに夕焼けの名残が消え去ろうとしているところだった。道行く人々の数もめっきりと減って、街は眠りの時間へと向かいつつある。

「──ちょうどいい時間だな。みんな、箒ほうき乗り場へ向かおう」

　そう告げたオリバーに対して、誰からも反論はなかった。飛び立つ時は箒ほうき乗り場から、飛んでいる間は空路に沿って、降り立つ時は着陸場に。空中での接触事故を防ぐために、特別な許可がある者を除いて、ガラテア市内での飛行は厳密に制限されている。

　オリバーが先頭に立って歩き出し、五人がその後に続く。が──少し歩いたところで巻き毛の少女が早足になって少年に追い付き、その隣にそっと並ぶ。

「……ねぇ、オリバー」

「どうした、カティ」

　話しかけられたオリバーが少女に顔を向ける。その視線の先で、カティはひどく深刻な面持ちで口を開いた。

「……わたしって……キンバリーの水に染まってきてる、のかな」

「──っ──」

　少年の口がこわばった。彼女のそれは、フェザーストンの生徒たち──とりわけＭｒミスター．ポロックの発言を踏まえての問いだろう。気持ちは痛いほどに分かった。常日頃からキンバリーの在り方に反発している彼女が、そんな指摘を受けて平然としていられるはずがない。

　無言で夜道を歩きながら、オリバーは慎重に言葉を選ぶ。静かに返答を待つカティの隣で、やがて彼は口を開いた。

「……環境に順応してきているのは確かだ。君に限らず、俺たちの誰もが」

「…………」

「けれど、それはキンバリーの常識に心が吞のまれることを意味しない。……君は君のままだ、カティ。入学式で最初に出会った時と、根っこの部分は何も変わらない」

　少年は請け合った。カティ＝アールトがカティ＝アールトのままであることを。

　一方で、彼は懸け念ねんする。問題はむしろその先にあるのだと。……あれほど理不尽で過酷な一年を過ごしてなお揺るがず、彼女が優しい人間のままで在るというのなら。これだけ経ってもキンバリーの水に染まることが出来ないのなら──あの魔境は、本当に彼女がいるべき場所なのかと。

「……だが、もし……君が、今の環境から逃れたいと望むのなら……」

　その懸け念ねんを踏まえて、オリバーは続く言葉を口にする。したくはない──だが、どれほど嫌でもしなければならない。知りながら黙っていることは、友に対する不義になるから。

「…………止めることは、出来ない。俺たちにその権利はない。Ｍｒミスター．ポロックが言ったように……フェザーストンへの転校も、ひとつの選択肢としては有り得るだろう」

「……っ……！」

　それを耳にした瞬間、胸が貫かれるような痛みが襲って、カティは息を詰まらせた。

　……分かっている。その言葉が、彼の誠意の現れであることは。自分の感情に蓋をし、友人の未来を第一に思おもい遣やった上での発言であることは。オリバー＝ホーンとはそういう人間だ。そのことをカティは一年の付き合いを通して理解したし、尊敬もしている。

　けれど……今だけは、そうであって欲しくなかった。誠意よりも、思おもい遣やりよりも、ただ身勝手な感情で自分を引き留めて欲しかった。君に行って欲しくない──全ての分別を差し置いて、彼がそう言ってくれることをどこかで期待していた。いや、望んでいた。

「……っ……」

　なんて身勝手な話だろうと、少女は自分の願望に深く恥じ入る。……これだけ得え難がたい友人に恵まれておいて、その上でなお、誠意以上のものを彼に求めようというのか。馬鹿げている。そんな資格も権利も、最初から自分にありはしないのに。

「……けれど。そうなれば……」

　うなだれるカティの耳に、そこで再び少年の声が響く。彼女がちらりと視線を上げると──隣には、こぶしをきつく握りしめて、何かに耐えるように夜空を仰ぎ見るオリバーの姿。

「……俺は、とても辛つらい。……きっと、本当に……寂しいな……」

　蓋をした心の奥から零こぼれ出た、彼の感情のひとしずく。それを耳にした瞬間、少女の胸の内をたちまち温かいものが満たしていき、

「……そんなわけないじゃない！　やだなー、もー！」

「──ぅぐっ!?」

　嬉うれしさのまま腕を振って、彼女は思い切り相手の背中を叩たたいていた。力強い不意打ちにオリバーの体がつんのめり、その背中へ向けてカティが言葉を投げる。

「前に言ったでしょ。わたしはもうキンバリーで戦うって決めたの。……だってね。フェザーストンに行けば、そりゃあ同じ考えの人はたくさんいるかもしれないけど──そういう場所に移ったら、わたし、きっと今より弱くなっちゃう」

　口にするうちに、心の揺れが収まっていくのをカティは感じた。ああ、そうか──と彼女は自覚する。多くの問題に意識を向ける余り、自分は初志を忘れかけていたのだと。

「今、はっきり思い出したよ。──わたしはね、同類で固まって安心したいわけじゃないの。むしろ逆！　ぜんぜん考えの違う人たちと出会って、真っ向からぶつかって、怒ったり泣いたりして──そうやって分かり合いたいの。……そういう機会に事欠かないのが、ひとつだけキンバリーで気に入ってるとこ！」

　両腰に手を当てて、胸を張ってカティは言う。オリバーは目を細めた。彼女が自分の選択を悔いていないことが、その姿から確かに見て取れたから。

　彼がじっと見つめていると、さすがに照れたのか、少女は顔をそむけて言葉を続ける。

「馬鹿みたいでしょ。パパにもママにも猛反対されたけど、こうやって説得してキンバリーに来たんだよ。……あーもう！　昔から言うことだけは立派なんだよね、我ながら──、っ!?」

　今度は彼女が不意打ちを受ける番だった。強い力と温ぬくもりが右手を包み込み、カティはぎこちなく視線を隣へ向ける。

「──あ、あの……オリバー……？」

　彼女の手を握って歩き続ける少年がそこにいた。横顔の口元には微笑ほほえみが浮かび、荒れ地に咲いた一輪の花を見つめるように、その瞳はどこまでも優しい。

「……眩まぶしいよ、カティ」

　口にしたのは、わずかにその一言。──ただそれだけで、カティを撃沈させるにはじゅうぶんだった。顔を真っ赤にして黙り込む少女。少年と並んで歩くその小さな背中を、余計な言葉を差し挟むことはなく、後ろの四人もまた静かに見守っていた。
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　五分ほど歩いたところで箒ほうき乗り場に着き、六人はそれぞれの箒ほうきに跨またがった。さっきまで先頭を歩いていたオリバーは最後尾に回り、代わって縦巻き髪ロールヘアの少女が空の旅の先導を務める。

「夕暮れ時の飛行は日中よりも危険がありますわ。鳥との衝突バードストライクなどに気を付けて、くれぐれも事故のないように──」

「おや？」

　が、シェラが出発前の注意を述べていたところに、飄ひよう々ひようとした声が割って入る。聞き覚えのあるその響きに、シェラがハッとして声の方向へ目を向けた。

「おやおや、おや。誰かと思えば、愛いとしい我が娘とその友人たちじゃないか」

「父様!?」

　箒ほうきに跨またがる六人の斜め後ろに、シェラと同じ金色の縦巻き髪ロールヘアをたくわえた男性──セオドール＝マクファーレンが佇たたずんでいた。凝然と自分を見つめる娘の様子に、男は笑って肩をすくめる。

「そんな巨獣種ベヘモトにでも出くわしたような反応をしなくてもいいじゃないか、シェラ。この父だって街に出ることくらいあるよ」

「街にいることではなく、こちらに戻っていたことに驚いているのですわ。いったいいつ帰っていましたの？」

「つい数日前さ。今回は色々と連盟ユニオンの中を回っていてね」
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　説明らしきものはそれだけだった。自分の旅の具体的な内容については語らないまま、彼は東方エイジアの少女へと視線を移す。

「それにしても丁度いいタイミングだった。──ナナオ、少し僕と話をしていかないかい？　春休みはずっと留守だったから、去年一年の積もる話を聞けなかったんだ」

「む──？　拙者でござるか？　シェラ殿でなく？」

「そうしたい気持ちは山々だけど、愛する娘とはまた後日だね。君を後回しにすると本人に[image: 叱]られてしまうから」

　そう言って悪戯いたずらっぽく舌を出すセオドール。それを聞いたシェラが困ったように言葉を返す。

「その心掛けは良いいのですが、あたくしたちはこれから帰るところですわ。場所が学校ではいけませんの？」

「別にダメではないけどさ。異国で一年間がんばったご褒ほう美びに、せっかくなら気の利きいた小物でも買ってあげたいじゃないか。購買では格好が付かないだろう？」

　本心なのか冗談なのか測りかねる言葉。返答に困ったシェラがナナオの様子を窺うかがうと、本人はまた別の方向へ視線を向けている。

「むぅ。されど、拙者は──」

　後ろ髪を引かれるように、彼女は最後尾の少年をちらちらと見つめていた。その気持ちを、シェラは問うまでもなく察する。──本命のガラテアの観光に勝るとも劣らず、彼女はオリバーとの空の旅を楽しみにしており、行きの間も大変なはしゃぎ様だった。ここでナナオだけ街に残れば、復路は彼と別になってしまう。

「……ふむ？　ふむふむふむ、ふむ？」

　一方で、娘と同様、セオドールのほうでもその気配を感じ取ったようだった。ナナオとオリバーをじっと見比べてから、何かを思いついたようにぽんと手を打つ。

「……よし。では、そこの少年──Ｍｒミスター．ホーンだね。君も一緒に残るというのはどうかな？」

「え？」

「もちろんタダとは言わないよ。ナナオと一緒に小物くらいならプレゼントするし、キンバリーのちょっとした裏情報も教えてあげよう。在校時に名だたる悪ガキだった僕ならではのね」

　今度は妙な飴あめ玉だまがぶら下げられた。困惑するオリバーだが、キンバリーの裏情報という響きには確かに魅力がある。他の生徒に知られていない隠し部屋のひとつも把握できれば、それだけで大きな収穫だ。

「……シェラ」

「……仕方ありませんわね。どんな酔狂か分かりませんが、ふたりが良ければ少し付き合ってあげてくださいませ」

　縦巻き髪ロールヘアの少女が諦め混じりに口にした。──目的は判然としないが、父なりに強い意志をもって提案していることだけは感じ取れる。断ることは難しそうだし、オリバーが一緒に残るならナナオの希望にも反しない。

　話が固まったところで、指名を受けたふたりが箒ほうきから降りた。これから帰校する四人とは反対方向へ足を向けつつ、オリバーは友人たちに別れを告げる。

「分かった。──みんな、すまないがここで解散だ。俺とナナオは遅れて戻る」

「そういうことになり申した。皆、相すまぬ」

「う、うん」「おう……」

「……帰るまで、部屋で待ってるぞ」

　どこか不機嫌な面持ちでピートが言う。シェラが最後に父をまっすぐ見据えた。

「ふたりをしっかりと監督してくださいませ、父様。──くれぐれも」

「もちろんさ。お休み、愛いとしい我が娘」

　歩み寄って娘の額にキスをすると、セオドールは身をひるがえしてオリバーとナナオに合流する。しばらくその背中を見送っていたシェラたち四人だが──彼らの姿が夜闇に消えると、やむなく夜空へ飛び立った。







「どうだったかな？　ナナオ。キンバリーでの最初の一年は」

　生徒ふたりと並んで夜の街を歩き始めると、セオドールは第一声にそんな質問を投げかけた。問われた少女が腕を組んでううむと唸うなる。

「波乱万丈──この一言に尽き申すな。仲間の助けがなくば幾度死んでいたことか」

「ははははは！　安心した、僕の一年目とだいたい同じだ。変わらないよねぇ、あの学校は！」

　ナナオの返答にからからと笑うセオドール。内容に対してあんまりな反応だが、キンバリーの教師なのでそこは仕様がない。オリバーが無言でいると、ふいに男がぐるりと首を回す。

「ガーランド君から聞いているよ。君がナナオの『剣の君』だね、Ｍｒミスター．ホーン」

「……そんな呼ばれ方は初めてですが」

「僕なりの要約だよ。まぁ、そう硬くならないでくれ。実は君の存在がいちばん予想外だったんだ。一年生の時点でナナオとまともにやり合えるのは、せいぜい僕の娘だけだと思っていたからね」

　そう言って、セオドールは興味深げな顔を少年に向ける。それでオリバーも気の持ち方を変えた。──ナナオを留まらせるための口実に使われただけかと思えば、自分にも多少は関心があるらしい。となると、受け答えにはそれなりに注意する必要がある。

「……今の時点での実力差は分かりません。俺の目から見ても、ナナオの成長速度は計り知れませんから」

「と言いつつ、君だって一年何もせずにいたわけじゃないだろう？　今後も研けん鑽さんを怠らないでくれたまえ。ナナオのモチベーションを下げないためにも、ね」

　会話の間もあまり積極的には喋しやべらず、オリバーは基本的に曖昧な相あい槌づちで応じた。──下手に興味を持たれるよりも、ナナオの付属物として扱ってもらえるほうが都合がいい。「仇かたき」のひとりでこそないが、この男は教師陣の中でも学校長エスメラルダと距離が近い人物である。油断は禁物だ。

　会話に乗り気でない彼の意図を察してか、それとも単純に興味が薄いのか。セオドールは間もなくナナオへ顔を向け直し、今度は彼女が背負った箒ほうきへ目を向ける。

「箒ほうき乗りとしても大活躍だと聞いているよ、ナナオ。それも、よりによってその箒ほうきを握ったと」

「天あま津つ風かぜのことならば、見ての通り。拙者の良き相棒にござる」

　右手で箒ほうきの柄を握って胸を張る少女。その姿を前に、セオドールはどこか懐なつかしむように目を細める。

「羨ましいよ、心の底から。……かつてその箒ほうきを握っていた魔法使いのことを、君は知っているかい？」

「詳しくは知り申さぬ。人の噂うわさで、大変な乗り手であったとだけ」

「そうだね。ちょうど今の君のように、彼女は皆の憧れで──そして、僕の友だった」

　遠い日々を思うように夜空を仰ぎ見て、男はぽつりと口にする。

「クロエ＝ハルフォード。……この名前だけは、決して忘れられない」

　感慨を込めて語るセオドールの様子に、オリバーは心を覆う鎧よろいをいっそうに厚くする。──その話をするのか。今ここで、よりによって。

「そのような縁がござったか。──その方は、今どちらに？」

「どこにもいないよ、残念ながらね。鬼籍に入った──と言うのだったかな。君の国では」

　ほとんど事情を知らないナナオに、男は独特の言い回しでもって答えた。その表情に少しの寂しさが浮かぶ。

「彼女を失って以来、そいつは誰も受け入れなかった。僕はもちろん、他のどの教師も生徒も。……あのエミィさえも、ね」

「えみぃ、とは？」

「エスメラルダ──学校長さ。彼女は僕の後輩なんだよ。今じゃすっかり立場が逆転しちゃってるのが笑えるところだけどね。ははははは！」

　湿っぽくなりかけた空気を吹き飛ばすような高笑い。それでいつもの調子を取り戻して、セオドールは笑顔で少女に向き直る。

「そんなわけで、再び君のような乗り手に恵まれたそいつは幸運だ。アマツカゼ、だったかな？　いい名前だ。どうか大事に乗ってやってくれ」

　ナナオも迷わずうなずき、それで「前の乗り手」についての話は終わった。内心でほっとするオリバーだが、先行するセオドールが四つ目の曲がり角を折れたところで、ふと不安を憶おぼえて口を開く。

「……ずいぶんと、入り組んだ道を進みますね」

「表通りは昼の間に歩いただろう？　それに、せっかく夜のガラテアを歩くんだ。冒険しないと損じゃないか」

　そう答えたセオドールの口元ににやりと悪童の笑みが浮かぶ。それを目にした瞬間、オリバーは今までとは違った意味で警戒を強めた。──キンバリー在校時は名だたる悪ガキだったとは本人の弁だが、どうもそれは誇張ではない気がする。

「ちょっと怖い話をしようか。──この街には最近、人斬りが出るんだ」

　奥へ進むほどに街灯は減り、何かが潜んでいそうな暗闇が三人の周囲を押し包む。そんな雰囲気に自ら合わせるようにして、男は急に怪談めいたことを口にする。

「普通人は狙わず、魔法使いばかり襲う奴やつでさ。死人こそ出てないけど、ここひと月の間に三人ほど斬られてる。利きき手ての手首から先をすっぱり斬り落とされてね」

　オリバーが顔をしかめる。こちらを怖がらせる目的の作り話ならまだいいが、そうでないなら笑い事ではない話だ。ひとまず悪い方の可能性で考えて、少年は口を開く。

「……魔法剣の心得があるようですね、犯人には」

「心得では済まない水準だね。斬られた三人のうちのひとりはガラテアの守衛で、これは相応の実力者が就いているポストなんだよ。その辺の魔法使いがとち狂った程度じゃ斬れない」

　追加された情報でますます危険が増して、オリバーはさすがに非難の声を上げる。

「そんな物騒な頃合いで、わざわざ夜の街を散策しなくてもいいでしょうに」

「ふふふ。もっともな意見だけどね、Ｍｒミスター．ホーン。そこで一度思い出して欲しい。君たちを引率しているのは誰だったかな？」

　ふたりの生徒にぐるりと向き直るや、芝居じみた仕草で、男は悠然と胸に手を当てる。

「そうさ。このセオドール＝マクファーレン、非常勤とはいえキンバリーの教師の端くれ。通り魔の凶きよう刃じんごときに遅れを取りはしない。今ここで襲われたとしても即座に返り討ちにするだけのことだよ。──どうだい、頼もしいだろう！」

　本人の主張とは裏腹に、その姿は頼もしいというよりもひたすらに胡う散さん臭くさい。この人に期待しすぎるのはよそう、とオリバーは心中で結論し──そこでふいに、ナナオが声を上げる。

「時に、マクファーレン殿。──あれは、どなたにござろうか」

　路地の先の暗がりを見つめる少女の目。ふたりが同じ方向へ顔を向けると、そこには薄汚れた外がい套とうに身を包んだ人物が道の真ん中を塞ぐように立っていた。目ま深ぶかに被かぶった帽子のせいで顔は窺うかがえず、セオドールは首をかしげて鼻を鳴らす。

「……誰だろうね？　通りすがりの街の人じゃないか？」

「にしては、我らの行く手に揺るぎなく立ち塞がってござるが……」

　ふたりが話している間、オリバーはとっくに杖じよう剣けんの柄に手を掛けていた。ただの通行人にしては風体も気配も明らかに異様だ。

　ふいに、ひゅう──と、隙間風が抜けるような異音が三人の耳に響いた。油断なく抜き打ちの構えを取るオリバーの視界で、続く瞬間、謎の人物の体がわずかに沈み込み、

「──来るぞ、ナナオ！」

　少年の警告と同時に相手が地を蹴った。即応してオリバーが迎撃の電撃呪文を撃つが、横っ飛びにそれを躱かわした敵はそのまま壁に着地、疾走の勢いを緩めぬまま刀を構えたナナオへと肉薄する。互いの縦横を違えてのすれ違いざま、外がい套とうの内から刃が閃ひらめき、

「むぅ──！」

　通常の相対では有り得ない角度からの一撃を、それでもナナオは瞬時の判断で受け切った。火花を散らしてすれ違う刃。敵はそのまま壁面を駆け抜け、向き直る三人と六ヤード余りの距離を開いて着地する。

　一連の流れを見届けたオリバーの表情が険しさを増す。……重心制御を駆使しての壁走りは、ラノフ流で「踏み立つ壁面ウオールウオーク」と呼ばれる技法。自分も習得しているが、三対一の状況でそれを初撃に用いる大胆さには目を瞠みはる。余程の自信家か、あるいは命知らずなのか。

「やれやれ。噂うわさをすれば、というやつかな」

　敵を分析するオリバーの隣で、セオドールが悠然と杖じよう剣けんを抜いた。少年としてはさっきの時点で迎撃に加わって欲しかったのだが、そこは余裕の表れなのかもしれない。

「下がっていなさいふたりとも、こいつは僕が面倒を見よう。──街の平穏を乱す人斬り君！　光栄に思いたまえ、この私が相手だ！」

　大仰に声を上げて杖じよう剣けんを構えるセオドール。やはりと言うべきか、その構えはシェラと同じリゼット流だ。彼に場を譲ってナナオと共に後ろへ下がり、オリバーはここぞとばかりに観察を始める。人斬りも侮あなどれない相手だが、それ以上に、キンバリーの教師が戦う姿を間近で見られるのは貴重な機会だ。

　ひゅう、と再び隙間風に似た音が響く。セオドールに合わせて敵もまた前進し、一足一いち杖じようまで躊ちゆう躇ちよなく間合いを詰めてきた。オリバーは息を吞のむ。初撃から引き続き、向こうに呪文戦の腹積もりは一切ないようだ。

「はぁぁあッ！」

　数秒の睨にらみ合あいを経て、双方がほぼ同時に斬り込んだ。セオドールの一撃は腕を狙った斬り下ろし。キンバリーの教師の名に恥じず、そのキレと剣速は大きく敵に勝り──、

「……あれ？」

　だが、斬撃が交差した後。斬られて赤い血が滴したたったのは、セオドールの手首のほうだった。

　暗い路地に降りる静寂。刃に抉えぐられた己の手首を見下ろし、男はふっと口元に笑みを浮かべ、

「──逃げよう！」

　次の瞬間、踵きびすを返かえして一目散に走り出した。呆気あつけに取とられたオリバーが、ナナオと共に慌ててその後を追う。

「な……！　待ってください！　さっきまでの威勢はどこに!?」

「どこだろうね！　でも威勢くんの行方より、今は僕たちの活路を探す時だ！」

　悪びれずに言って走り続けるセオドール。が──背後から迫る鋭い気配に気付いて、男は悲鳴を上げる。

「うひゃあ！　追ってきてるー！」

　当たり前だ。そう思いながら、オリバーは背後へ向けて牽けん制せいの爆裂呪文を放つ。が、半ば予想通り、それは空を切って石畳を蹴散らした。逆方向に走りながらでは狙いが定まらず、手て練だれの相手にそうそう当たるものではない。ならば弾数を増やしたいところだが、両手で杖じよう剣けんを扱うナナオに背後への呪文射撃は向かない。

「呪文くらい撃ってください！　そこまでの深手じゃないでしょう!?」

　それらを踏まえて、彼はダメ元でセオドールへ向けて叫んでみた。が、さも残念と言わんばかりに男は首を横に振ってのける。

「そうしたいけど、まずいことに腱けんをやられてしまった！　動かないし超イタイ！」

　大方そんなことだろうと思っていたので、オリバーも今さら失望はしなかった。セオドールを完全に戦力外と認識した少年に、そこで隣を走るナナオが声を飛ばす。

「人ひと気けのある場所へ連れていくわけにもゆき申さぬ。ここで迎え撃とうぞ、オリバー」

「……それしかなさそうだな」

　頷うなずいて足を止め、彼らは自分たちを追い立てる敵に向かい合った。人斬りの側も同時に停止して構えを取る。一方、ふたりの生徒の背後でセオドールが声を上げた。

「気を付けたまえ！　さっきの一撃は普通じゃなかった！　でなければ僕が斬られるわけがない！」

「……後半は大いに疑問ですが、前半は同感です」

　皮肉を交えつつも、半ばの理解を込めてオリバーは呟つぶやいた。──そう。さっきセオドールが斬られたのは、彼の不覚ばかりが原因ではない。オリバーの目から見ても、あの一撃は確かにおかしかった。タイミングも剣速もセオドールが上回っていた以上、本来なら彼が勝利しているべきなのだ。

　当然、ナナオもそれに気付いている。その上で真っ向から相手と向き合い、ここで初めて、彼女は人斬りに声をかけた。

「ひとかどの使い手と御見受け致した。──拙者は日の国やまつくに東とう陸りく永えい泉せんが生まれの士さむらい、響ひび谷や奈な々な緒おと申す者。貴殿の御尊名や如何いかに」

　同じく剣を執る者として相手を認め、武人としての礼節をもってその名を問う。一点の曇りもなく堂に入った彼女の振る舞いに──しかし、この時は応じる声がない。

「……名乗りは返らないぞ。相手の口元をよく見ろ、ナナオ」

「む」

　その原因に、ついさっきオリバーは気付いた。斜め上から差し込む街灯の光に照らされて、目ま深ぶかに被かぶった帽子の下が垣かい間ま見みえている。

　そこに覗のぞくのは、あろうことか──糸で縫い塞がれた唇。声を発することが出来ないよう、その口は厳重に封じられていた。

　ここに及んでオリバーは理解する。……呪文を使って来なかったのではない。この相手には、そもそも呪文を唱えることが出来ないのだ。縫われた口からさらに首へと視線を落とせば、ひゅうひゅうという風音がそこから漏れていることが分かる。それは息遣いだ。塞いでしまった口に代えて、この人斬りは首に穿うがった穴から呼吸している。

　とても正気とは思えない姿だが、一応ながら、オリバーにはその意図が見て取れる。口を縫い止め呪文を封じ、以もつて剣技の糧かてと成す──それは過去にある魔法使いが行ったと伝わる修練の方法だ。限界を超えて魔法剣の技量を高めるために、呪文に頼る心を捨てて自分を追い込む。目の前のこれはそうした荒行である。

　当然ながら、現代で実践する者はまずいない。そもそも効果からして怪しいのだが、それより何より、呪文を禁じるということは魔法使いにとって呼吸を禁じるも同然である。まともに考える頭が残っていればそんな馬鹿げた方法は選ばない。──つまり、

「……魔に吞のまれている。こいつはもう、正気じゃない」

　目の前の光景から導かれる端的な結論を、オリバーは口にした。ナナオがこくりと頷うなずく。

「……確かに。が──剣気には濁りがござらぬ」

　返った言葉に、少年は状況も忘れて苦笑した。……そう、余りにも分かり切ったことだった。対たい峙じする相手が正気か狂気か──そんな些さ細さいなことを、彼女は最初から問題にしていない。

「オリバー。ここは拙者に任せて貰もらって宜よろしいか」

「……容易たやすい相手じゃないぞ」

「存じてござる。が、先方はどうやら、一対一の立ち合いを望んでいる様にて」

　まっすぐ人斬りを見据えてナナオは言ってのけた。言葉を交わすまでもなく、彼女にはそれが分かるのだ。目の前の相手が、狂おしいまでに純粋な想おもいを抱えて自分と対していることが。

　そうして合意は成った。一歩進み出るナナオに、背後からセオドールが声を投げる。

「気を付けなさい、ナナオ。……斬られた僕には分かる、さっきの一撃は本当におかしかった。どう受けるべきだったのか──いや、それ以前に……」

　一度言葉が切れた。悩ましげな間を置いて、男はこわごわと口を開き、

「どう斬られたのかが分からない。あれは──ひょっとしたら、魔剣かもしれない」

　もっとも恐ろしい仮定を述べた。セオドールの警告を受けて、ナナオが背中でそれに答える。

「忠告感謝致す。されど──おそらく、違ってござろう」

　その声には確信が宿っていた。オリバーが息を殺して見守る中、東方エイジアの少女はさらに踏み出して人斬りと向き合い、刀を上段に構える。

「お待たせ致した。いざ、尋常に」

　ひゅう、と呼吸音が応える。それから数秒、息詰まる静寂を経て──ふたつの影が同時に動いた。

「──ハァッ！」

　刃が交差し、火花が弾はじける。夜道の暗がりを押しのけて繰り広げられる苛烈な剣けん戟げき。じっとそれを見つめるオリバーの隣に、セオドールがすっと歩み出る。

「始まったね。──君はどう見る？　Ｍｒミスター．ホーン」

　問われた少年が眉根を寄せた。男の声も、雰囲気も、さっきまでとは何かが違っている。戦いを眺める目には熱が宿ってすらいた。ますます胡う散さん臭くさいものを覚えながら、オリバーはひとまず質問に答える。

「……我流の崩れが激しいですが、技術のベースはリゼット流。かなりの手て練だれです。攻め手を切らさず圧力をかけ続け、敵が後退したところを狙い撃つタイプと見えます」

「いい見立てだ。他には？」

　試すように問いが重なる。人斬りの動きを慎重に観察し、吟味した上で、少年はそれに答えた。

「……手負いです。おそらく胸と、そして脚に一撃ずつ。我々の前に襲った相手にやられたのか……いずれにせよ、ベストの状態でないことは確かです」

　確信をもってオリバーは断言した。……一目で手て練だれと分かる技術の水準とは裏腹に、動きの端々に見え隠れする切れの悪さ、重心の偏り。それらは手負いであると結論付けるにじゅうぶんな根拠だった。彼のその分析に、セオドールもまた感心の声を上げる。

「そこまで見抜けているなら言うことはない。戦うのが君ならどうする？」

「焦あせらず下がらず、受け切った上でカウンターを刺し込みます」

「ラノフ流の模範的な回答だね。それをやり遂げる自信もあると見える。

　──ナナオの場合は？」

　ふいに質問の向きを変えて、男は眼前で続く戦いの結果を少年に尋ねた。これまでの分析を踏まえた上で、今度もまた、オリバーは返答に迷わない。

「……相手が万全の状態であれば、話はまた違ったかもしれませんが」

　最初にそう前置きする。決して弱い相手ではない──もし負傷のハンデがなければ、キンバリーでいう上級生クラスの実力があったかもしれない。手負いの体でここまでナナオと斬り合えていることがその証明だ。だが、だとしても今は、

「彼女が真っ向から打ち勝ちます。──あの剣では、ナナオに及びません」

　オリバーは言い切った。少女の強さを誰よりも知る彼だからこそ、その結論が揺らぐことはない。

　彼らの眼前で、ナナオの剣圧に抗あらがいきれず後ずさる人斬り。これまで絶え間なく続いていた攻勢がそこで止まった。一足一いち杖じようの間合いを詰めずに保ったまま、今までとは打って変わって、人斬りはその場で待ち構える。

「どうやら、向こうもそれを察したようだよ」

「……無駄口はここまでに」

　戦いの佳境を察したオリバーが口を閉じた。──何かが起こるとすれば、この時だ。

　先ほどセオドールの利き腕を斬ってのけた一撃。ナナオとの戦いが始まってから、人斬りは未いまだにあの技を使っていない。使うとすればこの瞬間を置いて他にない。このまま戦い続けても勝ちの目がない以上、相手は否いや応おうなくここで勝負に出る。

「──魔法剣の誕生から、およそ四百年」

「？」

　ふと、少年の隣でセオドールが声を発した。だが、オリバーに向けてではない。独白のように男は語り続ける。

「多くの流派が興亡する過程で術理もまた深められ、その営みは六つの魔剣という秘技さえ生み出した。だが──今なお、新たな魔剣を提唱する者は後を絶たない」

「…………」

「彼は問うている。自ら口を縫い止め、魔に吞のまれるまで剣に没頭し、その果てに編み出した技の是非を。これを受ける術すべがあるか、これを躱かわす方法みちがあるか、と。

　彼の生涯の問いに──ナナオ、君はどう答えるんだい？」

　期待と高揚が、隠しようもなく男の顔に浮かんでいた。その様子が目に映った刹那、雷に打たれたようにオリバーは確信する。──それが目的だ。この男のこれまでの振る舞いは、全てこの瞬間を見たいがため──！

「──ハァッ！」

　上段の構えから踏み込み、ナナオが気勢と共に繰り出す唐から竹たけ割わりの一撃。その恐るべき疾さ重さはもはや語るまでもない。人斬りも同時に応じ技を繰り出すが、どう見ても致命的に剣速が足りない。ナナオが斬り伏せるほうが速いと傍はた目めにも分かる。

　だが。それは即すなわち、セオドールの時と同じ条件。

「──っ──！」

　オリバーが見つめる中、ナナオの振り下ろす刃が異様な速さで走る。そう──彼女が意図した以上に、それは余りにも速すぎる。敵の踏み込みを織り込んでの一撃が、適切なタイミングで相手を斬り断つはずだった刃が、その目もく論ろ見みを置き去りに先駆けてしまう。即すなわち──空振る。

　縫い塞がれた人斬りの口元が、それでもなお勝利の喜びにつり上がる。空振りによって無防備を晒さらした少女の手首へと、彼は満を持して決着の一撃を繰り出し──、

「────？」

　刹那、目にした光景に、人斬りは違和感を覚えた。

　上段の構えから、少女は唐から竹たけ割わりの一撃を繰り出した。……そのはずだ。彼女自身の予想を裏切る速さで走ったその一撃は、自分を捉えることなく目と鼻の先で空振った。……そのはずだ。

　だが。それなら。真実その通りに事が運んだのなら。

　なぜ、少女が胸の前で握る刀は、今なお振り下ろされていないのだ？

「──フゥッ」

　刃が落ちる。人斬りの手首へ向かって、今度は一切の間違いなく。

　杖じよう剣けんと、それを握る手が、諸共に断たれて地面に落ちた。一瞬遅れて噴き出した鮮血が、直下の石畳を赤く染めていく。

「────」

　痛みも忘れたまま、人斬りは呆ぼう然ぜんと視線を上げる。凜りんとした少女の面立ちが、余りにも透明に澄み渡ったその瞳が、どんな言葉よりも雄弁に彼へと思い知らせる。──たった今訪れた、己の敗北を。

「君の負けだよ、人斬り君」

　そこに容赦なく割り込む男の声。直後に全身を襲った衝撃に、もはや抗あらがう術も意思もなく──人斬りの意識は、そこでぷっつりと途切れた。







「──君は何度でも驚かせてくれるな、ナナオ」

　杖じよう剣けんを片手にセオドールが声を上げる。たった今そこから放たれた電撃によって、人斬りはナナオの足元に倒れ伏していた。オリバーが鋭く男を睨にらむ。

「……腱けんを断たれて、杖つえが振れなかったのでは？」

「気のせいだったね。やってみたら普通に出来たよ」

　あっけらかんと言ってのける教師。余りの白々しさに、オリバーはもはや噓うそを指摘する気も起きない。彼のことは視界の外に置いたまま、セオドールは東方エイジアの少女に目を向けた。

「まず確認させてくれ。──見抜いていたのかい？　あの技の仕掛けを」

　そうして質問を口にする。刀を鞘さやに収めて、ナナオもそれに答えた。

「詳しい絡から繰くりは何ひとつ。ただ──質は分かってござった。こちらの機をずらす類の技であることは」

　返ってきた揺るぎない答えに、セオドールは口元に手を当てた。隠しきれない笑みがそこに浮かぶ。

「なるほど、質か。……たまらないね。本当に、たまらない。

　Ｍｒミスター．ホーン。君はどう分析する？」

　かと思えば、出し抜けに少年へ水を向ける。相手に対する懐疑の視線はそのままに、ひとまず人斬りへ注意を戻して、オリバーは答えた。

「……相手の構えを踏まえ。刃が辿たどる軌道をおおまかに見極めた上で、領域魔法の範囲内でその通過空間の重力と慣性を制御。敵の斬撃を瞬間的に加速させ、目前で空振らせ──そこに反撃を刺し込むタイプのカウンター。仕組みはざっとそんなところでしょう」

　二度目にした技の正体を、彼はそう結論付ける。自身にごく近い範囲において、詠唱なしで行使できる限られた魔法現象──即すなわち領域魔法。人斬りの用いた技は、その高度な応用だ。

　魔法使いが領域魔法を行使できる範囲とは、言い換えれば魔法的な個人領域パーソナルスペースである。ナナオが自身の体内を巡る力を意のままに操るように、優れた魔法使いは、領域魔法の範囲内において様々な力の流れを操作できる。

　重力グラビテイや慣性モーメントへの干渉は、その中でも高度な一例である。が、その技術が実戦で用いられることは多くない。なぜなら──扱いに高いセンスが要求される一方で、多くの場合、もたらされる効果が割に合わないからである。

　例えば、目の前の空間における重力を瞬間的に強化して、それで敵の動きを鈍らせるケースを考えてみよう。目もく論ろ見み通りに相手を遅くしたとして、自分はそれを上回る速度で斬り込めるだろうか？

　答えは否である。重力への干渉に魔力を回せば、その分だけ体に回せる魔力が減る。さらにこの場合、重力干渉よりも身体強化のほうが魔力の費用対効果コストパフオーマンスにおいて勝るため、重力増加による減速を含めても敵の動きのほうが速くなってしまう。重力を軽減して自分の加速を図る場合もまた同様。操るだけ魔力の無駄──それが魔法剣の常識における重力への認識だ。

　だが、ひとつの発想の転換によって、人斬りの技は従来の常識を覆くつがえしていた。その工夫に関しては、オリバーも率直に感心を禁じ得ない。

「自分を加速するでも敵を鈍らせるでもなく、相手の攻撃を加速して空振らせる──この発想は盲点を突いています。汎用性や発展性も高く見込めますし、じゅうぶんに優れた技と言うべきでしょう。……用いている技術が高度過ぎて、とてもすぐに再現は出来ませんが」

「おお、きっちり理論化するね。……なるほど。確かに君たちはいいコンビだ」

　腕を組んで微笑ほほえみ、セオドールはうんうんと繰り返しうなずく。一方で、視線を少女の腰の刀へ移して、オリバーが再び口を開く。

「彼の敗因は、ナナオの剣術を知らなかったことです。……初見では無理もありません。

　腕の振り下ろしがなくとも。日の国ヤマツの両手剣ツーハンドソードは、手首だけで人を斬れる」

　独自の奥おう義ぎでもって勝負をかける人斬りに対して、それを迎え撃つ最初の一挙動で、ナナオは上段の構えから両腕を振り下ろした。だが──刀は振らなかった。下りたのは両腕だけで、胸の前で握る刀の切っ先は変わらず天を向いていた。言い換えれば、構えを上段から中段に移したのである。

　この時点で空振りを強いるのが人斬りの狙い。だが、それは外され、彼の予想よりも一拍遅れてナナオは本当の斬撃を繰り出した。──日の国ヤマツの刀の柄は長く、その握りは右手と左手の間に適度な開きがある。この距離が肝である。刀を握る右手を押し出し、左手を手前に引く──梃て子この原理にも似て、そのわずかな動作で剣先は大きく走る。結果、ほとんど手首の動きだけで、彼女は相手を斬ったのである。

　オリバーの解説に声を挟むことはなく、ナナオは地面に倒れた人斬りをじっと見つめる。見事な結果とは裏腹に、その表情に勝利の喜びは薄く、むしろ口くち惜おしさが勝っていた。

「鍛えの入った良いい相手でござった。それだけに、手負いであったことが悔やまれ申す」

　率直な感想が少女の口から零こぼれた。それを聞いたセオドールの顔に、何やら反省じみた感情が浮かぶ。

「ああ、そうだね。確かに……なくても良かったね、そこは」

　ぼそりと呟つぶやかれた言葉。それを聞き逃さなかったオリバーが、振り向きざまに斬りつけるような視線を男に向け──しかし、それでもなお素知らぬ顔で、本人はのんびりと話し続ける。

「──さて。こうなると、僕はこの人斬り君を街の守衛に引き渡さなきゃならないな。面倒な事情聴取も待ってるだろうし、さすがにそこまで君たちを付き合わせるのは悪いね。今日はここで解散かな。

　ああ、手柄を取ったりはしないよ。守衛には君たちの活躍をしっかり伝えておこう。代わりといっては何だけど、僕が何もしなかったことは娘に内緒にしておいてくれたまえ」

　あまつさえ、口元に人差し指を当てて要求してくる。その厚顔さへのせめてもの抗議に、オリバーは眉間にシワを寄せる。

「…………」

「はっはっは、まぁそう怒らないでくれ。この埋め合わせは後日必ずするからさ」

　怒気を軽く受け流して、セオドールは少年の肩をぽんぽんと叩たたく。こぶしをぐっと握りしめ、オリバーは男に背を向けた。

「……分かりました、これで失礼します。──行くぞ、ナナオ」

「おお？」

　少女の手首を摑つかんで、そのまま道を引き返し始める。彼にしては珍しい強引さに驚きつつ、ナナオはその横顔をじっと見つめる。

「どうされた、オリバー。ずいぶんと不機嫌そうにござるな」

「当たり前だ。……気付いてないわけじゃないだろう？　君は人斬りと戦わされたんだぞ」

　言いながら、オリバーはもちろん理解している。ナナオの場合、気付いていないのではなく拘こだわっていないだけだと。一方で、そうした彼女の性格を知った上で利用し、戦いの場に駆り出した者がいる。少年が許せないのはそちらだ。

「あの人を信用しすぎるな。……あれもまた、キンバリーに巣食う魔人のひとりだ」

　あの道化じみた振る舞いの奥に、まだ見ぬセオドール＝マクファーレンの狂気の貌かおがある。その確信を胸に、オリバーは少女へと警告した。







　その後。昏倒した人斬りとふたりきりで夜道に残ったキンバリーの教師は、教え子たちが去っていった暗闇を眺めつつ、ぽりぽりと頭を搔かいていた。

「……さすがに露骨過ぎたね。あの様子だと、彼にはだいぶ嫌われてしまったかな。

　まぁ──それはそれとして、だ」

　そこでふいに身をひるがえし、腰から杖じよう剣けんを抜きつつ、セオドールは人斬りのほうへと歩み寄る。杖じよう剣けんを握りしめたまま地面に転がっている手首へ呪文をかけ、それを腕のほうの切断面まで誘導──さらに治癒呪文を唱えて傷口を接合していく。

「起きたまえ、人斬り君。──まだ納得してはいないだろう？」

　ものの数分で処置を済ませると、今なお昏こん倒とうしたままの相手へ向けて、セオドールは加減した電撃呪文を気付けに叩たたき込こんだ。突然の衝撃に跳ね起きる人斬り。彼はまず断たれたはずの右手が元通りに動いている様子に呆ぼう然ぜんとして、それから目の前の男へ視線を向ける。

「すまないね。茶番に付き合わせる代わりに、本物を見せる約束だったというのに。

　ナナオの成長が著しすぎた。君程度ではもう、彼女を追い込むことさえ出来ないようだ」

　立ち尽くす人斬りの前で、セオドールは苦笑して肩をすくめ──次の瞬間、ふいに笑みを収める。

「だが安心したまえ。きちんと埋め合わせはする。

　僕は──約束を守る男だ」

　言葉を切ると同時に構えを取った。娘のシェラとも共通する、リゼット流の中段構え。

「全力で来なさい。今度こそ悔いのないように」

　そう口にし、気遣いのように殺気を飛ばす。それで全ての戸惑いを吹き飛ばされ──人斬りは三み度たび、自らが編み出した奥おう義ぎに勝負を懸けた。







　──普通人の間に伝わる怪談に、もうひとりの自分ドツペルゲンガーというものがある。

　逸国ダイツアから流行はやり始めたというこの話は、至ってシンプルなディティールから構成される。始めに──ある日、仕事から帰宅したひとりの男が妻から妙なことを言われる。「どうして二度も帰ってくるの？」と。何を言われているのか分からず、男はただ戸惑う。

　それ以来、男の身の回りでは同じような出来事が続く。久しぶりに顔を合わせる相手に「きのう会った」と言われ、面識のない相手から「前に暴言を吐かれた」と責められ、初めて足を運ぶ場所で「ここで前にお前を見かけた」と指摘される。

　そんなことが続くうちに、男はすっかり精神を病んでしまう。常に「もうひとりの自分」のことで頭がいっぱいになり、仕事はおぼつかず、呆れた妻子にも逃げられる。

　だが、そんな日々の果てに。ぼんやりと歩いていた市場の中で、男はついに目にする。服装に背格好、顔立ちに至るまで、自分とまったく同じ男が正面から歩いてくるのを。

　逃がしはしない。その決意のもと、男は一直線に「もうひとりの自分」へと駆けていく。みるみる距離が詰まっていく中、相手の口元がにやりと歪ゆがむ。

　やがて、ふたつの体が真正面からぶつかり合った。その瞬間に目も眩くらむ光が炸裂し、周りの人々の視界を白く塗り潰す。

　光が消え去った後、人々が再び目を開けると──彼らの前には、無惨にも五体がバラバラになった男の亡なき骸がらが転がっていた。手足は二本ずつ、胴体と頭はひとつずつ。つまり……全て合わせて、ひとり分の死体だけが。




　もっと惨むごい実話にも事欠かないのが魔法使いの世界ではあるが。この怪談に関しては、八割がた創作だろうと結論付けられている。

　話の中で語られる現象に、魔法的な説明が付かないわけではない。悪あく霊りようや妖精の悪戯いたずらとも考えられるし、性質たちの悪い魔法使いが普通人たちに見せた幻覚だとすれば説明はなおさら容易だ。だが──この話については、それらの仮説を押しのけるだけの根拠がある。

　というのも、元になったと考えられる実際のエピソードがあるからだ。それは古い文献に記録が残る、ある魔法実験の顚てん末まつである。

　かつて逸国ダイツアの北にひとりの魔法使いがいた。魔道の探求に忙殺される日々を送るうちに、研究の人手不足に苦しんでいたこともあって、彼はふと考えた。──なぜ自分はひとりしかいないのか？　別にふたりいても良いではないか、と。

　睡眠不足が祟たたっての狂った思い付きのように見えて、しかし本人は大真面目だった。というのも──普通人と魔法使いでは「自己」に対する捉え方がまるで違う。肉体という枠を超えて自分を拡張していくことは魔法使いの本能である。その試みの本質を思えば、自分がひとりかふたりかなどというのは些さ細さいな問題に過ぎない。少なくとも、その時の彼にはそう思えた。

　思い立ったが吉日とばかりに、多くの試行錯誤を経て、魔法使いはそれを実行した。具体的には、疑似的な体内とも言える領域魔法の範囲内において、自分の存在率の半分を２フィートほど前方に移した。イメージとしては、左足の重心を前に出した右足に移すようなもの。ただし彼は自分の存在という次元でそれを行った。

　結論を言えば、彼は失敗した。……ただし、少しばかり派手に。

　即すなわち、盛大に爆散した。──自分の屋や敷しきと土地の全てを巻き込んで。




「もうひとりの自分ドツペルゲンガー」の怪談は、この耳を疑うような実験の顚てん末まつが、普通人たちの間で語り継がれる過程で変化していったものだと言われている。普通人の間でだけ有名であるという事実もその信しん憑ぴよう性を後押し、話の出典というひとつの謎はそこで解ける。

　が、魔法使いたちの間にはより大きな謎が残される。──彼はなぜ失敗したのか？

　当然ながら、たかが先人が爆散した程度のことで魔法使いは怯ひるまない。なので、この実験は以後も繰り返し検証された。存在率の移動という試み自体が至難を極めるため、最初の魔法使いと同じ失敗まで辿たどり着つける者がまず稀まれだったが──そんな稀まれなケースを積み重ねていくうちに、少しずつ現象についての分析は進んでいった。

　そうして時が過ぎ、始まりの爆散から六十年ほど経たった頃に結論が出た。曰いわく──実験の失敗は必然である。この世界は、同じものがふたつ存在することを許容しない。

　そも、爆散の瞬間に何が起こっているのか。それは収束である。存在率の移動によって生じた二つの自己──そのうち存在の濃いほうへ向かって、薄いほうが引き寄せられている。つまりは単に合流しているだけなのだが、その力が余りにも強すぎるため肉体が耐えきれない。本人はひとたまりもなく爆散し、消費しきれなかったエネルギーが猛烈な余波となって周囲に放たれる。

　これは感情的なヒステリツク魔法則セオリーと呼ばれるものの一例である。魔法使いが特定の世界律ルールを侵した時、そこに働く明らかに過剰な修正力を指してこう呼ぶ。一秒でもそのままにしておきたくない──まるで天上に坐ざする誰かが激しくそう憤いきどおったかのように、それは魔法使いの犯す違法行為を容赦なく咎とがめて正す。触れてはならぬ領域の存在を強硬に主張する。




　しかして──そこまで解き明かしながら。魔法使いという人種は、どこまでも懲りない。




　事の発端から時は流れ、場所もまた遠く移る。

　連盟ユニオン西側、大英魔法国イエルグランドの南部。逸国ダイツアの魔法使いたちがもたらした六十年越しの結論を眺めて、ある旧家の血統に連なる魔法使いは考えた。──なるほど。この法則がある限り、ふたり以上の自分が存在し続けることは難しいかもしれない。

　しかし、と彼は角度を変えて考える。──二つの自己の強制的な合流。この修正の際に生じる莫ばく大だいな力は、別の方向で利用出来るのではないか？

　そうだ。力を持て余すから爆散するというのなら──それは、きちんと乗りこなせばいいだけの話ではないか。







　まず、向かって前方。領域魔法が行使可能な限界距離に、己の存在率を五割余り移動する。

　結果、今の自分とまったく同じ、許されざる「もうひとりのセオドール」がそこに生ずる。続いて、時間差なく収束が始まる。二つの存在をひとつに合流させるために世界が放つ絶大な修正力。「こちらのセオドール」が全身に受けるそれは、見方を変えれば望外の追い風である。

　踏み込む必要はない。すでに存在率で勝る「もうひとりのセオドール」が一歩前の空間にいる以上──そこに自分が存在することは、世界のルールが肯定している。

「──ッ──」

　専心すべきは、乗りこなすこと。刹那に働く莫ばく大だいな力に自らを砕かれぬこと。

　己に流れ込む埒らち外がいのエネルギー、その全てを体内魔力の循環に加えて運用する。血管に音速の水銀を流すにも等しい暴挙であることは知っている。制御をひとつ間違えば、彼もまた忽たちまち過去の実験者たちと同じ末路を辿たどる。

　だが、全てにおいて無む謬びゆうであれば。

　もはや剣を動かす必要すらなく、それは何者にも止め得ぬ一撃となる。




　称して──第二魔剣・『己へと奔る影クーレウンブラ』




　ふたつの影が一つに重なった刹那。人斬りの腰から上が、血煙となって消失した。

「──これが本物だ」

　決着を成した体勢のまま、すでに聞く者がないことは承知で、セオドール＝マクファーレンは厳かに口を開く。杖じよう剣けんを手に伸びきった右腕は、突きの一撃を繰り出した直後のそれと見えて……しかしその逆算は、目の前の結果と余りにも食い違う。

　彼の魔剣を身に受けた人斬り。その上半身は、もはや視認すら叶かなわない微細な粒子となって空中に散った。貫いたのではなく、消し飛ばした。ふたつの同一存在が強制的に合流する力、侵された世界律ルールを正す修正力──それを完全に乗りこなし、丸ごと攻撃の後押しとした結果がこれである。

　焦げて煙を上げるスーツを手で払うセオドール。その眼前で、ようやく己の死に気付いたように、人斬りの下半身が膝からくずおれる。

「すまないね。……少し、余計に熱が入った」

　恥ずかしげに男は呟つぶやき、杖じよう剣けんを握る右手をじっと見下ろした。……戦いの前からずっと、それは小刻みに震えたままだ。東方エイジアの少女が戦う姿を思い出すほどに、胸の奥から暗い歓よろこびがこみ上げて──どうしようもなく、彼は高揚を抑えられない。

「ああ──待ち遠しい。待ち遠しいよ、ナナオ。僕の小さな太陽マイリトルサンシヤイン。

　頼む、止まらないでくれ。そのまま駆け上ってきてくれ。一日も早く、僕と同じところまで」

　熱に浮かされたように独白は続く。嚙かみしめた唇から血が滴したたり落おちる。剝むき出だしの犬歯と振り乱す金の縦巻き髪ロールヘアが相まって、その有り様はさながら気の触れた獅し子しのよう。

「どうか果たさせてくれ。──僕に、彼女クロエとの約束を……！」

　絶叫が夜を渡る。天蓋が覆うガラテアの空に、魔人の慟どう哭こくが狂おしく響き渡る──。
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　迷宮に潜る際は五～六人のパーティーを組むことが推奨される。が、いざという時に仲間の助けを望めないという事実を吞のみ込こめるなら、単独行のメリットというものもある。

　第一に、身を隠すのに手間がない。集団と単独では、何かから隠れる時に殺さなければならない気配の総量がまるで違う。集団では否いや応おうなく発見され、戦わざるを得ない状況でも、ひとりならやり過ごせるというケースは多い。もし見つかった場合でも、単独行の身軽さはそのまま離脱率の高さに繫つながる。

「…………」

　事実──この瞬間も、迷彩呪文で壁の一部に擬態することで、オリバーは目の前の通路を横切る生徒たちをやり過ごしていた。

　第一層は生徒の往来がもっとも多く、そこに由来するトラブルも後を絶たない。目を欺くべき相手は魔獣や悪あく霊りようの類よりも同じ魔法使いだ。必然、相手によって難易度もまるで違う。今のような二年生の集団なら簡単な偽装でも通じるが、手て練だれの上級生に対してはより高度な隠れ方が必要になる。……もっともその場合は、隠れてやり過ごすよりも一目散に回れ右したほうが賢明なのだが。

「……ふぅ」

　じゅうぶんに気配が遠ざかったところで、オリバーは迷彩呪文を解いて再び歩き出した。仲間のフォローが期待できない単独行における鉄則は大きく三つ。安全マージンを多く取ること、深追いしないこと、そして短期行動に徹すること。これら全てを踏まえた上であれば、今のオリバーには二層までの単独行が可能である。

　その調子でしばらく通路を進んでいくと、やがて彼は場所を見定めて壁の前に立ち、そこで合言葉を述べた。途端、壁を形成するブロックが組み変わって扉を形成する。一層に多くある隠し扉のひとつだ。

「……遅れてごめん、従兄にいさん、従ね姉えさん──っ!?」

　内部に足を踏み入れたところで、いきなり両肩を摑つかまれた。彼も良く知る淡い金髪の上級生──今年で六年生になった従あ姉ねのシャノン＝シャーウッドが、張り詰めた面持ちでオリバーの全身を検めている。

「じっとしてて、ノル」

「ど、どうしたんだ従ね姉えさん。いきなり……」

　戸惑って立ち尽くす少年。部屋の奥から従兄あにのグウィン＝シャーウッドの声が響く。

「好きにさせてやれ、お前の体調が気になっているんだ。……オフィーリアの一件以来、ずっと不調が続いているだろう」

　う、とオリバーは息を詰まらせる。隠しきれているとは思っていなかったが、はっきりと指摘されるのは今が初めてだった。

　熱心にオリバーの全身へ手を這はわせていたシャノンが、そこできょとんと目を丸くする。

「……あれ？　……良くなって、る……」

　視線がまっすぐにオリバーの目を見た。心臓を射抜かれた心地になり、少年の息が止まる。

「……してもらった、の？　誰かに……」

「──ッ──」

「ほう？」

　興味深げに声を上げるグウィン。たまらず従あ姉ねの追求から逃れようとするオリバーに、そこで再び彼の声が飛ぶ。

「逃げるな、ノル。どのみち隠し事は不可能だ。……シャノン、どんな感じだ？」

「……戸惑い、と、自責、と。……自己嫌けん悪おが、すごい。けど……そこに、親愛、も。……相手に、嫌な気持ちは、してない」

　やすやすと暴かれてしまう己の内心に、オリバーが奥歯を嚙かみしめた。──そう、意味はない。そこまで分かってしまうのが彼女だから。

　妹の言葉を聞いたグウィンが、ふむ、と腕を組む。

「親しい相手から不意打ち気味に、と言ったところか。……となると、いつも一緒にいる面々の誰かだな」

　これだけ情報が揃そろえば、相手の候補まで自然と絞れる。もはや声もなく押し黙る従おと弟うとの姿に、グウィンが優しく微笑ほほえんで言葉を続けた。

「動揺しなくていい。お前がそこまで気を許す相手がいるのは驚いたが、むしろ幸いだ。……この手の問題だと、我々からのケアを頑として拒むからな、お前は」

「……むー……」

　彼が従おと弟うとをフォローしていると、ふいにシャノンが身をひるがえして部屋の奥へ向かった。それを見たグウィンが、彼女の背中を指さしてオリバーに言う。

「そら、シャノンが拗すねたぞ。早く構いに行ってやれ」

　もちろんオリバーはその通りにした。が、自分に背中を向けて流しに立つ彼女を前にすると、言葉など何も思いつかない。出来たのは、消え入りそうな声で相手を呼ぶことだけ。

「……従ね姉えさん……」

「座ってて。いま、お茶、淹いれる」

　そう言われてしまっては、もう何も出来はしない。オリバーは沈み切った心境で部屋の中央のテーブルへ向かい、グウィンと向き合ってそこに座った。そこへ従あ兄にが容赦なく確認する。

「一応の確認だが、避妊はしたな？」

「……そこまでのことは、最初からしてない」

「ふむ。つまみ食いされた程度か」

　露骨な表現に顔をしかめるオリバーだが、従あ兄にのこの程度の言い回しはキンバリーでの標準だ。むしろ自分が神経質な部類なのだと分かっているだけに、彼には何も言いようがない。オリバーがやむなく押し黙っていると、ふいにその背後でガタンと音が鳴った。少年がぎょっとして振り向く。

「……!?」

「ああ、心配ない。気になるなら行って開けてみろ」

　オリバーが睨にらんだ先、部屋の片隅には一抱えほどの木箱が置いてあった。グウィンに促されておそるおそる歩み寄ると、少年はその蓋をそっと持ち上げる。

「……すー……すー……」

「…………」

　猫のように体を丸めて、ひとりの少女が箱の中で眠っていた。オリバーも良く知る隠形の少女──テレサ＝カルステが。

「テレサはね、そこが落ち着く、の。そっとしておいて、あげて？」

　お茶を入れている最中のシャノンからそんな声まで飛んでくる。疑問符がいくつも頭の上に浮かぶが、オリバーとしても少女の眠りを邪魔する気にはなれない。起こさないようにそっと蓋を閉めると、彼は再び忍び足でテーブルに戻った。

「だが、そろそろ起きる頃だ。……どれ、焼いてやるか」

　ふいにグウィンが席を立ち、部屋の隅の竈かまどのほうへ足を運んだ。白はく杖じようを抜いて竈かまどに火を入れ、フライパンをその上に置き、じゅうぶんに熱したところで底を呪文で一瞬冷却。全体の温度を均一にした上で、隣の棚から取り出したボウルの中身をそこへ注ぐ。

　ほのかに漂ってきた甘い匂いに、オリバーがくんと鼻を鳴らす。

「パンケーキ……？」

「お前も食べるか、ノル」

　調理を続けながらグウィンが言う。と──その瞬間、さっきオリバーが覗のぞき込こんだ箱の蓋が内側から持ち上がった。蓋を頭で押しのけて現れた少女が、その場で猫のように体を伸ばす。

「──おはようございます、我が主マイロード」

「……おはよう、Ｍｓミズ．カルステ」

　目覚めていちばんに挨拶を交わすと、そのままテレサは彼のほうへ歩み寄り、同じテーブルを囲んで椅子に座った。数秒沈黙が流れるが、少し考えてオリバーからそれを破る。

「……なぜ箱で寝ていたんだ？」

「狭くて暗いところが落ち着きますので」

「……体が痛くならないのか」

「すこぶる快調です」

　淡々と返る答えは、それが彼女にとっての日常であることを示している。オリバーがかける言葉に迷っていると、そこにグウィンが湯気を立てる皿を片手にやって来た。

「そら、焼けたぞ。シロップは好きなだけ使え」

　言いつつ、グウィンはシロップの壺つぼを添えて、焼き立てのパンケーキをテレサの前に置く。その瞬間に少女の目の色が変わった。お茶を運んできたシャノンがオリバーの耳元で囁ささやく。

「……驚かないで、ね。ノル……」

「え……？」

　戸惑う少年の隣で、テレサは壺つぼのシロップをたっぷりパンケーキにかけた。続いて、おもむろに腕を伸ばし──手が汚れるのも構わず両手でそれを鷲わし摑づかみにして、迷わずかぶり付く。

「──な──」

　およそ予想から外れた食べ方、肉食獣の食事じみた光景にオリバーが絶句する。その気配を察したテレサが彼を振り向いた。両手と口元をシロップでべたべたにしながら。

「……どうかされましたか？　我が主マイロード」

「……な、なぜ、手て摑づかみなんだ？」

「これがいちばん早いからです」

「だが、手が汚れて……」

「洗えば済むことでは？」

　きょとんと首をかしげる少女。オリバーがそれに返す言葉を思い付けずいると、彼女の後ろに立つグウィンが肩をすくめてみせる。

「隠おん密みつ教育の副産物のようでな。我々からも何度も注意したが、こればかりは一向に直らん」

「……校舎での食事はどうしているんだ？」

「ご安心ください。人目のある場所では取りませんので」

　テレサが即答し、再びパンケーキへ嚙み付く。その内容を聞くに、人前では出来ない食べ方であることには自覚があるようだ、とオリバーは分析した。ここでそれを行うのは、グウィンとシャノン──そして自分が「身内」と認識されていることの現れだろう。

　だが、と少年は思う。人目のある場所では食事を取らない──テレサは今そう言った。人目のある場所では普通に食べているのではなく、人前では食事自体をしていない、ということだ。

「…………」

　その発言は、さすがに年長者として放置しかねる。少し悩んだ末に、オリバーは従あ兄にへ顔を向けた。

「……従兄にいさん。新しく二枚、焼いてくれるかな」

「少し待っていろ」

　意図を察したグウィンがすぐさま調理へ戻る。その背中を見送ったところで視線を少女に移し、オリバーは声を上げる。

「──Ｍｓミズ．カルステ。一度手を止めろ」

　テレサの動きがぴたりと停止する。すでに半ばまで平らげていたパンケーキを皿に置いて、彼女は問い返す。

「……命令ですか？」

「命令だ。それと、流しで手を洗ってくるように」

　半はん端ぱな言い方では流されると思い、オリバーは厳しい口調で指示を出した。少女が機械的に立ち上がって流しへ向かい、黙々と手を洗ってから席へ戻る。数分置いてグウィンが二枚の皿を手にやって来た。ひとつはオリバーに、もうひとつはテレサの前に置かれる。

「これから君に食事のマナーを教える。残り一枚は俺の指示に従って食べるんだ」

「それに何の意味が？」

「俺の隠おん密みつとして相応ふさわしい振る舞いを身に着けてもらう。それ以上の質問は後だ」

　前置きした上で、オリバーは右手にナイフを、左手にフォークを握る。そこでふと蘇よみがえる記憶があり、彼はふっと笑みをこぼした。──一年前、ナナオにもこの作法を教えたな。

「ひとりで行う栄養補給と、複数人でテーブルを囲んで行う食事はまったく意味合いが違う。前者は腹を満たせればそれでいいが、後者では食事を通して周りの人間と交流するのがメインの目的だ。その時間を長く取るためには速く食べ過ぎないほうがいいし、清潔感のある振る舞いはそれを見る者に好印象を持たせる」

　パンケーキを一口大に切りつつオリバーは説く。……単に異国の作法を知らなかっただけのナナオとは違い、おそらくテレサは知った上でそれを拒んでいる。自分の役割と生き方を踏まえた上での合理化・最適化なのだろうが、現状はいささか極端に過ぎる。

「全てを任務に結び付けて考える必要はない。俺が言いたいのは、食事という交流の機会を逃すのは何事につけ勿もつ体たいないということだ。君がこの先の学校生活を送る上でも、な」

「現時点でも恙つつがなく過ごしているつもりですが」

「本当にそうならいいんだが、な」

　彼が指摘すると、む、と少女は表情を曇らせた。その反応に自分の懸け念ねんが正しかったことを確信し、オリバーはため息をつく。……やはり、同学年との交流は上手うまくいっていないようだ。

「君がそうした教育を受けてこなかったことは理解している。……が、これから生徒としてキンバリーで過ごす以上、周りに溶け込めずにあまり悪目立ちしてしまうのは問題だ。だからこそ、自然に過ごすための方法を俺が教える。先輩としても、君の主としても。

　手始めに、俺と一緒に食事を取ろう。せっかくのパンケーキが冷めないうちに。どうだ？」

「……承知しました」

　無表情のままテレサはうなずき、主に倣ならってナイフとフォークを手にした。彼女なりの納得を得て欲しくて命令の根拠を説明したオリバーだが、少女の澄まし顔を見る限り、その目もく論ろ見みがどれほど成果を上げているかは分からない。

　少年がパンケーキを一口大に切り分けると、隣のテレサがそれを真似まねてフォークを動かす。その姿を横目に、オリバーは彼女へ話しかける。

「従兄にいさんのパンケーキは絶品だろう。甘いものが好きなのか？」

「糖はすぐ活力になりますので」

「同感だが、それだけなら砂糖を舐なめれば済む話だ。例えば──この焼き色、どう思う？」

　こんがりと焼かれた生地の表面を指してオリバーが尋ねる。同じ場所をじっと見つめ、少し考えてテレサは答えた。

「……きつねの色です」

「そう、狐きつねの毛並みのようにむらがないな。フライパンの表面温度が均一じゃないとこうはならない。君が美味おいしく食べられるように、ひと手間かけてくれている」

　自分たちを見守る従あ兄ににちらりと視線を向けつつ、オリバーはさらに言葉を続ける。

「生地にも工夫がある。市販の粉に牛乳と卵を混ぜただけじゃこうはならない。メレンゲを加えていることまでは分かるんだが、俺にはこの口溶けがどうしても再現できない。きっと他にも秘密があるんだろう。

　加えて、このパンケーキは、一口分を切って口に運ぶのがいちばん美味おいしいように作られている。こうやって食べると、手て摑づかみで詰め込むのとはだいぶ感じ方が違うだろう？」

「……ん……」

　言われた通りに食べてみたテレサが小さく声を漏らす。多少なりとも食味の違いが感じ取れたようで、彼女は切り分けたパンケーキを熱心に口へ運んでいた。その反応からオリバーも察する──この子は単に、「味わって食べる」ということを知らなかったのだと。

「間に紅茶を飲むと、甘くなった口の中がさっぱりする。それからもう一度パンケーキを食べれば、最初の一口と同じ鮮やかさで美味おいしさが味わえる。この組み合わせにもちゃんと意味があるんだ。喉が詰まった時に流し込むだけじゃなく、な」

「……！」

　言われたように紅茶を一口飲み、それからパンケーキに戻ったテレサが驚きに目を見開く。パンケーキは味が単調で後半ほど飽きやすいので、最後まで楽しむためには濃いお茶での口直しが効果的だ。誰もが経験的に知ることだが──おそらく隠おん密みつ教育の過程で、この少女は食事に最低限の時間しか費やすことを許されてこなかった。

「…………」

　そうした境遇も、巡り巡れば自分という人間に仕えるために彼女へ課されたもの。その事実を思って苦い感情に駆られるオリバーへ、ふいにテレサが顔を向ける。その瞳が新しい発見への興奮に輝いていた。年相応の──いや、もっと幼い子供のように。

「……無限に食べられます」

「そうだろう。シロップの甘さに負けないよう、お茶も従ね姉えさんが濃いめに入れてくれている。雑に食べていては気付けない心配り……それを受け止めるためのマナーでもあるんだ」

　胸に湧いた感情を押し隠し、オリバーはそう応えた。……自分の偽善を責めるのは、今この時でなくてもいい。

　使い慣れないナイフとフォークで夢中になってパンケーキを食べ進めるテレサ。その様子を眺めながら、オリバーがふっと微笑ほほえむ。

「今の時間で、俺は君について三つの情報を得た。合理性にこだわること、甘いものが好きなこと、美味おいしい料理の前では素直になることだ。……とても有意義な食事だった」

「……っ！」

　パンケーキを切り分けるテレサの動きがぴたりと止まる。この瞬間になって、彼女は初めて意識した。──いつも観察している相手に、今は自分が見られているということを。

「顔に生地のかけらが付いているぞ。ほら、こちらを向きなさい」

「……け、結構です」

「袖で拭うのはマナー違反だ。命令だ、と言えば従うか？」

　口元に袖を持っていきかけるテレサに、オリバーは厳しめの口調でそう言う。動きを封じられて硬直する相手の顔に、彼は有無を言わさずハンカチを当てた。真っ赤な顔で目を閉じる少女の口元と頰を、痛くしないよう優しく拭っていく。

「そら、綺き麗れいになった。……ところで君、手鏡は持っているのか？」

「……いません。行動中は、使う機会がないので」

「じゃあ、これを持っていきなさい」

　懐ふところに手を入れて、オリバーはそこから手鏡を取り出す。彼がいつも自分で使っているもの。

「鏡に映る自分を見ることは、他人から見た時の自分を見ることでもある。そのことを意識して持ち歩くようにな」

　そう言って少女へ手鏡を差し出す。反射的に両手でそれを受け取ったテレサが、そのまま鏡面に映る自分の顔をじっと見つめた。

「……賜ります」

　厳かに言い、一礼して手鏡を懐ふところへしまう。そうしてパンケーキに向き直ると、彼女は今まで以上の勢いであっという間に残りを平らげてしまった。空になった皿からオリバーへ向き直り、しかし視線は合わせずうつむいたまま、少女は再び口を開く。

「……食事は、終わりで宜よろしいでしょうか」

「ああ、手間を取らせた。よければまた付き合ってくれ」

　微笑ほほえんでそう口にした少年に、テレサは小さくうなずきで返し、それから席を立った。オリバーの隣をすれ違うように抜けていきながら、彼女はぽつりと呟つぶやく。

「……お呼びいただければ、いつなりと」

　直後に少年が背後を振り向くと、そこに少女の姿はすでになかった。オリバーがとっさに周囲を目で探るが、今までと同様、やはり手がかりは見て取れない。

「……どこに消えたんだ？」

「天井裏だ。恥ずかしさが限界に達したな」

　頭上を指さしてグウィンが言う。その方向を見上げるオリバーへ、彼は言葉を続ける。

「あれは生まれながらの隠おん密みつでな。人を観察することには熟達しているが、自分が見られることにはまったく慣れていない。……今のやり取りは、さぞかし新鮮だったろう」

　なるほど、とオリバーも腑ふに落ちた。……これまでも急に態度が変わることがあったが、思い返せば、それはいつも彼女自身の話題になった時だ。その法則を理解して、オリバーの中で隠形の少女への理解がまたひとつ深まった。

　シャノンの淹いれたお茶を飲みながら待っていると、部屋には次々と「同志」の上級生が訪れ、テーブルを囲む椅子にそれぞれ着いていく。八つ全ての席が埋まったところでグウィンが声を上げた。

「揃そろったな。──ノル」

　促されたオリバーがローブの懐ふところに手を差し入れ、中から取り出した仮面で顔を覆う。それだけで否いや応おうなく気持ちが切り替わるのを彼は感じた。──ここからの自分は、迷宮に跋ばつ扈こする叛逆者たちの君主ロードだ。

「年度が変わり、我々の態勢も整いつつある。次の行動に移る頃合いだ。

　お前の口から告げろ、ノル。我々はこれより何を為なす？」

　臣下としてグウィンが求める。それは話し合うものではなく、オリバーの意思によって決めるもの。そこを思い違うことはなく、彼は胸の内にあった決定を言葉にした。




「──今年度中に、エンリコ＝フォルギエーリを討つ」




　オリバーの端的な宣言が、この上ない重みをもって同志たちの胸に響く。数秒の沈黙を経て、グウィンが厳かにうなずいた。

「承った。……ふたり目は、あの狂老ということでいいんだな」

「……り、理由を訊きいてもいいかい？　我が君マイ・ロード」

　同じテーブルを囲む同志たちから、六年生の男子生徒が口を開いた。年下の君主を見つめて、途切れがちな声で彼は続ける。

「は、反対ってわけじゃないよ、もちろん。の、残り六人、誰を狙うにしても、危険度は埒らち外がいさ。犠牲なしで済むとは思ってないし、それが自分でも文句はな、ない。

　で、でも……だからこそ、『なぜ』は残しておきたくない。ぜんぶ納得してから、い、挑みたい。わ、分かってくれるだろ？」

　命を預ける側からの率直な求め。それを重く受け止めて、オリバーは質問に応じる。

「──まず、単純に消去法。現時点で勝機が見込めるかどうかだ。我々の現有戦力、及び特定分野における強みを踏まえると、魔道建築者ビルダーであるエンリコ＝フォルギエーリは敵として相性がいい。ここで詳細を語るまでもなく、それは全員が理解しているだろう」

　沈黙がそのまま肯定だった。この場の面々は集団の中枢に近い人物であり、必然、同志の誰がどういった魔法を扱うかを把握している。それらの組み合わせによって生じる、対エンリコ戦の勝機もまた然りである。

「次いで、相手のキンバリーにおける立場。組織のトップに立つのはエスメラルダだが、『箱』としての校舎そのものはエンリコ＝フォルギエーリの預かりだ。全ての教師の中でも、迷宮を含めた学校全体の構造をもっとも知ち悉しつしているのはあの狂老だと言える。

　逆に言えば、エンリコ＝フォルギエーリが欠けた時点で、校舎の管理には大きな隙が生まれることが予想される。それは即すなわち、闇に潜む我々が動きやすくなるということだ」

　復ふく讐しゆうに先がある以上、未来における状況を有利にするための采配は欠かせない。それを人選の根拠に加えたオリバーに、テーブルの向かい側から七年生の女生徒が声を放つ。

「なるべく早いうちに倒しておきたい相手ってことだよね、要するに。それは分かるよ。

　でもさ──現時点での勝算を語るなら、あの爺じいさんが他の奴やつらに比べて与くみしやすいってのはどうかな。正直なとこ、他にまだマシな相手がいるかもってわたしは思うよ。

　キンバリーの中でアレと戦うってのがどういうことか。王さま、きみは本当に分かってる？」

　若い君主へ向けられた厳しい言葉。が、上級生からの指摘に怯ひるむことなく、オリバーは即座に切り返す。

「俺が敵の脅威を正しく測り損ねているかもしれないと、君らがそうした懸け念ねんを抱いていることは理解する。同時に、それを払ふつ拭しよくするために必要なのは、何より具体的な戦略であることも。

　あの狂老とどう戦い、いかにして討ち果たすか。──それを、今から説明する」

　揺るぎなく前置きし、そうして臣下たちへ向かって少年は語り始めた。幾多の障害を捻じ伏せ、エンリコ＝フォルギエーリという魔人を討つための方法。そして何より、その中における自分の働きを。







　何もオリバーに限った話ではなく。学年がひとつ上がると、一年の時と比べて、生徒と「魔」との距離はぐっと近付く。

「……ううぅ……」

「そうそう、その調子だ」

　巻き毛の少女がこわごわと手を動かし、蛇眼の魔女が背後からそこに指導を加える。

　作業台の上に横たわるのは、一匹の犬人コボルドの死体。ミリガンのツテで解剖用に引き取ったものだ。カティの強いこだわりから、迷宮内で娯楽の駒にされた個体ではなく、外界で害獣として駆除されたものを正当な手続きを経て譲り受けている。

「……ごめんね」

　口を突いて出る謝罪の声。杖じよう剣けんで肋ろつ骨こつを切り断ち、肺から腸に至るまでの臓器を露出させていく。その間ずっと、罪が指先から全身へ染しみていくような感覚に襲われる。が──それでもカティは手を止めない。誰に強いられたことでもなく、自分で決めたことだから。

「まだぎこちないけど、だいぶ慣れてきたみたいだね。どうだい──これだけ数をこなすと、魔法生物の体の構造がぼんやり見えてきただろう？」

「……なんとなくは。まだ、面めん食くらうことのほうが多いですけど……」

　袖で汗を拭いながら少女は答える。そう──こうして生き物の体を切り開くのは、すでに二度目や三度目ではない。ミリガンの指導のもと、最初は玉鼠ねずみから始まった。順を追って様々な生き物の解剖を経験していき、その経験をもとに、今日はついに亜人種へ手を付けている。

「みんな最初はそうさ。臓器につけ神経につけ、通常生物では有り得ない構造がざらにある。逆に言えば、その『有り得ない構造』の部分が魔法生物の核心とも言えるんだ。そこには独自の理が必ずあって、滅め茶ちや苦く茶ちやということは決してない」

「……はい……」

「君がどんな道を歩むにせよ、魔法生物学を学ぶ以上は解剖学を避けて通れない。こればかりは本で学ぶのと手で触れて感じるのとで雲うん泥でいの差さだ。今から徹底的に数をこなしなさい。魔法生物医の資格を取りたいならなおさらね」

　カティがこくりとうなずく。──時計の早回しこそしているが、これは入学時から予想されたことでもある。

　どんな重い怪我けがや病気も、杖つえのひと振りでいとも簡単に治してしまう──普通人は魔法使いをそういう存在だと思い込みがちだ。その認識が間違っているとは言えないが、決して正しくもない。というのも、治癒魔法それ自体が複雑な技術体系を擁する一大分野だからである。

　当然ながら、体の構造が大きく異なる以上、人間を治す場合と他の生物を治す場合では勝手が異なる。どころか対象が同じ人間でも、魔法使いと普通人ではまったく別の処置を求められることがザラである。カティが現時点で習得しているのは人間相手の初歩的な治癒だけで、呪文学の授業で基礎技能として習うのもそこまで。よって、仮にトロールのマルコが大怪我けがをした場合、今の彼女にはほとんど何も出来ないに等しい。

「しかしまぁ、つくづく君は茨いばらの道を行くね。人権運動をするのに魔法医の技術は要らないだろう？　むしろ解剖否定派から敵視されるよ。まぁ、だからなんだって話ではあるけど」

「……それも、分かってます」

　表情に苦いものを浮かべつつ、カティは解剖を続ける。彼女が傍かたわらの道具棚に左手を伸ばすと、そこに待機していた手首の使い魔──ミリハンがすぐに鉗かん子しを手渡してきた。ミリガンが指導医なら、こちらは文字通りの「助手」といったところだ。

　皮膚と筋肉を開いた状態に固定しながら、巻き毛の少女は再び口を開く。

「……けど。獣でも亜人種でも、実際に前にした時に出来ることが欲しいんです。そうなると、傷や病気を治せるのがいちばん強いかなって……」

　キンバリーで「理念だけ」を主張したところで誰も耳を貸さない。それを去年一年で痛感しているだけに、今の彼女は実践的な技能の習得を急いでいた。その中でも重要性の高いものが、魔法生物や亜人種に対応した広汎な治癒魔法である。

　その習得のためには、治癒の対象となる生物の身体構造への理解が必要不可欠となる。資料や文献を参照するだけでは到底足りない。何よりも大事なのは実際の生物の体を見て触って、観察して学ぶこと。即すなわち、彼女が今やっていることである。

「同感だけど、人権派の何割かは文化侵略と考えるだろうね。亜人種は亜人種なりの生活水準のままに生きて、死ぬべき時に死ぬ──その営みに軽々しく干渉すべきじゃないと彼らは考えている。実際、耳を傾けるべき部分もあるんだ。例えば犬人コボルトの生存率がぐんと上がったら普通人の暮らしは大損害を被るだろう。その辺りはどう考えているんだい？」

「……ガラテアに行ってから考えたんですけど。ここまで生活空間が重なってしまっている以上、『全ての亜人種に昔ながらの生活を』という方針はあまり現実的じゃないと思うんです。今の状況に至るまでの経緯やその是非はともかくとして、交流しながら共存する道を探らないと」

「そこは私も同感だね。トロールに言葉を話させようとしたのも、一次的には人とのコミュニケーションを円滑にするためだったわけだし」

「……その方法には絶対に賛成しませんけど、今なら理解は出来ます。この子たちと言葉が通じればと思うことは、わたしにもありますから」

　命の光が失うせた犬人コボルドの瞳を見つめながら、カティがぽつりと答える。……人権派の界かい隈わいですら、「言葉を話すかどうか」は亜人種の中における重要な線引きだ。意思疎通の容易な種、中でも言語を高度に操る種ほど、保護の対象として問題提起されやすい。裏を返せば、言葉を用いない種は一段下に見られてぞんざいに扱われる。この犬人コボルドがそうであるように。

　無論、カティには別の意見がある。人間と同様の言語文化の存在──それだけが生物の知性を測る上での指針だと彼女は思わない。だが、徹頭徹尾「人間」を中心に営まれる世界において、その声は余りにも儚はかない。

「分かりやすい場所に正解はない。これからずっと１と０の間を探らなきゃいけないんだって、それだけはわたしも肝に銘じました。……だから解剖もやります。どうしても好きにはなれませんけど」

　覚悟を胸に、少女は黙々と手を動かす。その首へ、ふいにミリガンが背後から腕を回した。

「まったく。……本当に可愛かわいい後輩だなぁ、君は」

「…………あの。頭、見てません？」

「愛らしいつむじを眺めているだけさ。気にせず続けなさい」

　無茶なことを言う。そう思いつつも、目の前の犬人コボルドを切り刻むカティの手は少しも鈍らなかった。……いずれ自分が切り刻まれる日が来るとしても、きっと文句は言えない。

「その個体の解剖が終わったら、一休みして迷宮に潜ろうか。一日でこなすには少しハードなメニューだけど、そのくらいはしないと物足りないだろう？」

「望むところです」

　間髪入れずにカティは答えた。気力も体力も、今は使った端から湧いてくるように思えた。







「……はーっ、はーっ……」

「もう少しだ。頑張って、ガイ君」

　迷宮第二層「賑にぎわいの森」。ピート救出行の際に、オリバー、ナナオ、シェラの三人が最初に合成獣キメラとの死闘を演じた階層。その象徴とも言える巨大樹イルミンスールの一枝を、ふたりの生徒が登り進んでいた。

「……ぜーっ、ぜーっ……！」

「よくやった。息を整えて、ここでしばらく休憩だ」

　長い登りが一段落したところで、探索の先導役──『生還者サバイバー』こと七年生のケビン＝ウォーカーが後輩へ声をかける。それを聞いたガイが膝から崩れ落ちるように腰を下ろした。

「……合成獣キメラと戦いながらこんな場所を越えて、その先でまた戦ったのかよ。半はん端ぱじゃねぇな、あいつら……」

「確かに、一年生や二年生のやることじゃないね。──はい、行動食」

　相あい槌づちを打ちながら、ウォーカーは懐ふところから取り出した果物を後輩へ差し出す。受け取ったそれの皮をざっと杖じよう剣けんで剝むいて、ガイは朱色の果肉にがぶりと嚙かみ付いた。淡い甘さとこってりした脂肪の旨うまみが口の中いっぱいに広がり、疲れた体に滋養が染しみ渡わたるようだった。

「うめぇっす。……すんません、何度も付き合ってもらって」

「うん？　付き合うも何も、僕は同じ部活の後輩を指導しているだけだよ。君ぐらいやる気のある生徒は珍しいし、教えられることは何だって教えるさ」

　自分の分を齧かじってウォーカーは言った。その言葉をありがたく受け止めつつ、ガイはうつむいてぼそりと呟つぶやく。

「助かります。……もう、置いてけぼりは嫌なんで」

　静かな決意のこもる声。それを聞いたウォーカーが、ふむと腕を組む。

「自分で言うのも何だけど、君の人選は正しいよ。──ここキンバリーだと、トラブルの大半は迷宮の中で起こる。それに対処するなら迷宮に潜れなければ話にならない。……でも、逆に言えば──」

「ここを知っていればいるほど行動の選択肢が増える。そういうことっすよね」

「その通り。となれば、教えを求めるのに僕以上の人材はいない。僕より強い生徒はキンバリーにはざらにいるけど、僕より『生き残るのに』長たけた生徒はひとりもいないと断言できる。伊達だてに留年しちゃいないからね」

　にやりと不敵に笑って生還者サバイバーが言ってのける。どう状況が転んでも、この人に付いて行けば生き残れる気がする──見る者にそんな安心感を抱かせる力強い笑み。それを自分でも浮かべられるようになりたくて、ガイはこの先輩に師事したのだ。

「それに、だ。確かに危険も多いけど、その分だけ迷宮は面白い場所でもある。『食』という観点からは特にね。

　だから──あまり深刻に構えず、僕たちと一緒にここで美味うまいものを食おう。そうすれば、気付いた時には大手を振って迷宮を歩けるようになっているよ。それは約束する」

「……うす！　世話になります！」

　渡された果物を食べきるなり、ガイは立ち上がって威勢よくウォーカーに向き直る。後輩のそんな姿を目にして、生還者サバイバーの顔にふと寂しげな感情が浮かび──彼はふと視線を移し、眼下に広がる広大な森林を眺める。

「彼女にも教えてあげたかった。……ここは、暗くて冷たいばかりの場所じゃないんだって」

　ぽつりと呟つぶやき、今はもういない少女のことを想おもう。名残も悔いも、彼の中では余りに尽きない。







「──あ、ガイがいる！　ウォーカー先輩といっしょだ！」

「ウ。ガイ、ぶジか」

　巨大樹イルミンスールの上で言葉を交わす彼らの様子を、その麓から、人語を話すトロール・マルコに担かつがれたカティが望遠鏡で見上げていた。彼女らもまたマルコの散歩を兼ねて二層を散策中なのだ。隣で同じ光景を見つめていたミリガンが感心の声を上げる。

「『生還者サバイバー』から直々に教えを受けているのかい。君に負けじと行動派だね、彼も」

「もちろん！　次に何かあったら、絶対にオリバーたちといっしょに潜るって……ふたりでそう決めてますから！」

　そう言ったところで喉の渇きを覚え、カティは手持ちの水筒に口を付ける。蛇眼の魔女が微笑ほほえみを浮かべた。

「本当に仲が良いいね、君たちは。……ところで、ひとつ訊きいてみたいんだけど」

「？」

「最初にえっちするのは誰だい？」

　マルコの肩の上で、カティが盛大にむせ込んだ。

「げほっ、げほっ……！　なっ、ななっ！　何をいきなり……！」

「いや、そんなに慌てることじゃないだろう？　君も来年から三年生なんだし、ここの常識的にはそろそろ『初めて』を済ませておく時期だよ。となれば親しい相手から見繕うのが鉄板だ。ピート君は体質的に扱いがデリケートだろうし、オリバー君とガイ君が候補として妥当かなぁ、と」

　あっけらかんとミリガンは言う。その視線から真っ赤になった顔を逸そらして、カティは言葉を返す。

「そ……そういうのは慌てるなって、オリバーとシェラに言われてますから！　周りの空気に流されないで、本当にいいと思った相手とだけしろって！」

「……あのふたりは君のご両親か何かかい？」

「友達を大切に思ってくれてるんです！　こ、この話はもうおしまい！」

　強引に話題を打ち切った少女がマルコを促し、草木をかき分けて歩き出す。その後に続きながら、たった今耳にした話を、ミリガンはひどく新鮮な心境で思い返す。

「本当にいいと思った相手とだけしろ、か。……そんなことを言ってくれる相手は、私の時にはいなかったな。

　──いやはや、羨ましい限りだ」

　肩をすくめて苦笑する。目の前の少女が、どれほど仲間に大切にされているかを思いながら。







　明くる日の午前十時過ぎ。魔道工学の授業を控えて、一階の教室に集まった二年生たちの顔は緊張でこわばっていた。

「……この授業ばっかりは、なんべんやっても慣れねぇな」

　苦々しい面持ちでガイが呟つぶやく。それを聞いたシェラがそっと周囲を見渡した。

「事実、来なくなった生徒もいますわね。……最初の授業の時と比べて、頭数が一割ほど減っていますから」

　無理もない、と前の席でオリバーは思う。魔法トラップの解体を筆頭に、課題を達成できなければ必ず怪我けがをするような授業なのだ。いっそ受講を避けるのも自衛のひとつではあるだろう。

「……っ……」

「……大丈夫か、ピート」

　席に着いて以来、ズボンの布を握りしめたまま、眼鏡の少年はひたすら押し黙っている。恐怖を押し殺していることは一目で知れた。これまでの授業でもずっとそうで──しかし裏腹に、彼は一度もこの科目を欠席したことがない。

「問題ない。……何が来ても、やれることをやるだけだ」

　応じる声に覚悟が滲にじむ。オリバーがそれにうなずきで返した瞬間──まったく唐突に、彼らが踏みしめていた教室全体の足場が抜けた。

「なっ──」「わっ！」「うぉおっ!?」

　四十人余りが為なす術すべなく闇の中へ吸い込まれたかと思うと、今度は滑り台のような急斜面を流れ落ちていく。手がかりを求めて腕を伸ばし、あるいは杖じよう剣けんを突き立てて停止を試みる者もいたが、いずれも手応えはない。まるで硬いゼリーの上を滑り落ちているようだった。

　そんな旅も長くは続かず、一分ほどで彼らは広い空間へ放り出された。オリバーはとっさに受け身を取って立ち上がり、すでに抜いていた杖じよう剣けんを手に周囲の状況を確認する。普段の教室の十倍以上はあろうかという立方体の大部屋だ。得体の知れない三つのかたまりが等間隔で床に置かれ、それらが織りなす正三角形の中心に見知った老ろう爺やが立っている。左手に一本、右手に二本の棒付きキャンディーを握り締めて。

「──キャハハハハハ！　いらっしゃい、皆さん！　本日の会場へようこそ！」
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　広い空間を物ともせずに哄こう笑しようが迸ほとばしり、いつにも増して禍まが々まがしいその姿に生徒たちが怖おぞ気け立だつ。──これまでの経験則から彼らは知っている。魔道工学の授業を受ける際には、その日の危険度を測るための指標があることを。それは老ろう爺やが手にする棒付きキャンディーの数。一本の時は比較的マシで、二本の時は要注意。さらに三本以上の時は──。

「今日の課題に対して、いつもの教室ではいささか手狭でしたのでね。手っ取り早く迷宮のほうに案内させてもらいました。見ての通り、今日は魔道工学を履修している二年生全員での合同授業となります！」

　部屋の壁に空いた穴は計三つ。オリバーたちが放り出されたのとは別の穴から、彼らと同数程度の二年生たちが二組雪崩なだれ込こんできていた。それぞれの教室で同じような目に遭ったと見えて、その顔には困惑と警戒が色濃い。

「内容はゴーレムの解体と観察。もちろん実物を用います。皆さんにも見えていますね？」

　そう言って周囲の三か所に視線を巡らせるエンリコ。全長五メートルほどのかたまりが三つ、それぞれに異なる形状と質感でもって鎮座していた。ひとつは白色の真球、ひとつは昆虫じみた六本脚を備えた菱ひし形がた、もうひとつは表面が波打つ漆黒のゲル溜たまり。それらを見回しつつ、ピートがごくりと唾を吞のんだ。

「……こいつらは……」

「どうぞ、遠慮なく近寄って触ってみなさい。魔道工学によって導かれる数多あまたの成果の中でも、ゴーレムはもっとも代表的なもののひとつです。ここにある三体はワタシ自身が手掛けた芸術品。魔法使いならば一見の価値はありますよ」

　エンリコ自身の説明によって、それらの正体がゴーレムであることが知れた。嫌な予感を募らせる生徒たちへ向けて、老ろう爺やは嬉き々きとして語り続ける。

「普通人の間では使い魔、あるいは操り人形マリオネツトや自律人形オートマタと混同されがちです。共通する技術が用いられることは事実ですが、それらの捉え方は本質を見誤っていると言わざるを得ません。──なぜだと思いますか、Ｍｓミズ．コーンウォリス！」

　言葉の途中で、ふいに質問を投げる。エンリコに名指しされた女生徒──シェラの親戚にして血縁上の妹に当たるステイシー＝コーンウォリスが、怯ひるまずその問いに答えた。

「……コンセプトの違いです。ゴーレムとは魔道工学から派生する専門分野、魔道築学における概念。使い魔や人形よりも、『動く建築物』としての部分に本質があるものでしょう」

「素ン晴らしい、百点の解答です！　小さいキャンディーを進呈しましょう！」

　老ろう爺やが白はく杖じようをひと振りすると、懐ふところから抜け出した小さなキャンディーがステイシーへ向けて飛んでいく。険しい面持ちのままそれをキャッチした彼女から視線を外して、エンリコは再び語り続ける。

「そう。使い魔でも人形でもなく、ゴーレムとは本質的に建物です。故に人型とは限りませんし、その大きさもピンからキリまで実に様々。中には城と見み紛まがうような超大型のものさえ存在します。想像するだけでワクワクするでしょう？」

　言いながらべろべろと棒付きキャンディーを舐なめ、老ろう爺やは両腕を大きく左右に広げた。

「ここにある三体はサイズこそ常識的ですが、その中に様々な機能を詰め込んであります。これまでに学んだ知識に照らして、皆さんはそれを観察し、分解し、仕組みを理解してください。それが本日の課題です」

　説明を聞く限りは至って穏当な内容である。だが、この授業での課題がそんなもので済むはずがない。続く展開を半ば以上予想して身構える生徒たちの前で、エンリコはおもむろに白はく杖じようを頭上へ掲げる。

「では始めましょうか。──目覚めよサタスサルスム」

　詠唱に応えて一斉に身じろぎする三体のゴーレム。その光景を目にした生徒たちの顔に、今ばかりはまったく同一の感想が浮かんだ。──やはりそうか、と。

「皆さんの体もいつも以上に壊れるでしょうが、安心なさい。頭と心臓だけは潰さないように命じてあります。──さぁ、どうかワタシに見せてください！　ひとつ上の学年となった皆さんの成長を！」

　期待に満ちた声が反響し、同時に、多脚ゴーレムの歩みがズシンと地面を揺さぶった。

「う、わ──」「離れろっ！　踏み潰されるぞ！」

　近くの生徒たちが慌てて後退する。菱ひし形がたの胴体から伸びた六脚は昆虫を思わせるが、多関節に由来する滑らかな動きはむしろ軟体動物のそれに近い。自重を支える傍かたわら、機械仕じ掛かけの触手が手近な獲物へと容赦なく襲いかかる。突き立った尖端が石造りの床を易やす々やすと砕いた。

　身構える生徒たちの耳に、続けてまったく異質な物音が響いた。石造りの床と硬質の素材が激しく擦れ合う音。その外見から想定される通りの動きで体ごと回転して、真球のゴーレムが生徒たちに迫り始める。

「こ、転がって……!?」「来るぞ！　避けろォーッ！」

　轢ひき潰される、そう直感した生徒たちが慌てて左右へ飛とび退のいた。彼らの間を通り過ぎた真球のゴーレムは部屋の壁かべ際ぎわまで走ったところで減速、進路を変更──往路とは角度を変えて再び回転を始める。生徒たちも呪文で迎え撃つが、それらはことごとく表面で弾はじかれた。勢いを緩めることさえ叶かなわない。

「皆、散りなさい！　固まっていては格好の的になりますわ！」

　駆け出しながらシェラが声を飛ばす。大きな敵に対しては本能的に密集陣形を取りたくなるものだが、それでは互いの身動きを阻害して共倒れになりかねない。シェラの後を追ったオリバーたち五人が集団から離脱し、互いの声が届く程度の距離感で臨戦態勢を取る。手て練だれの生徒の先導に従って、他の生徒たちも同じように動いた。

「一節呪文なんか屁へでもねぇってか……！　相当硬ぇぞ、あいつら！」

　舌打ち交じりにガイが叫ぶ。各種呪文の集中砲火を受けながら、二体のゴーレムは小揺るぎもしていない。目に見えて厄介な耐久力だった。適切な属性を選んで火力を一点集中するか、さもなければ弱点部位を見つけ出して狙うか──オリバーが打つ手を思案していると、ふいに隣で巻き毛の少女が声を上げる。

「あ、危ない──！」

　彼女の見つめる先で真球のゴーレムが回転の軌道を曲げ、その方向へ逃げていた生徒たちの背中へ急接近していた。とっさに駆け出そうとするカティだが、直後、逃げ切れなかった数人の生徒が回転の餌え食じきとなる。下半身を轢ひき潰されて痙けい攣れんする彼らの姿を目にして、巻き毛の少女は慄然と立ち尽くした。

「あ、あぁ……！　ひどい……！」

「落ち着け、カティ！　策もなく飛び込めば俺たちもああなる！」

　衝動的に負傷者のほうへ動きかけるカティを、オリバーは鋭い声で引き留めた。……残酷だが、この状況で倒れた人間を気遣っている余裕はない。轢ひき潰した生徒たちの鮮血で真っ赤に染まった真球のゴーレムを見据えて、少年は頭に浮かんだ攻略法を口にしかけ、

「──騒ぐな、雑魚ざこども」

　それに先んじて、聞き覚えのある威圧的な声が響いた。同時に複数の杖じよう剣けんから光が飛び、それらは壁かべ際ぎわで方向転換しかけていた真球のゴーレムの真下へ着弾。重ね掛けされた防壁呪文によって一帯の床がせり上がり、隆起と壁との間にゴーレムを閉じ込める。

「球状ボールゴーレムなど、じゅうぶんな加速が付かなければ下手の玉転がしと変わらん。狙うべきは壁かべ際ぎわ、方向転換で失速するタイミングだ。防壁呪文で遮蔽物を作って身動きを封じろ」

　拡声魔法によって強化された声。杖じよう剣けんを構えた生徒たちの中心で、ひときわ大柄な少年──ジョセフ＝オルブライトが揺るぎなく指示を出していた。オリバーは一瞬ぽかんとし、それから苦笑を浮かべる。──たったいま口にしかけた対処法を、彼に先取りされてしまった。

「六本脚くらいでビビったらあかんで。だって最低三本は地に着いとらんとバランス取れへんやん？　残り三本のうち、ジブンに近い脚だけ見とったらええねん」

　かと思えば、また別の方向から飄ひよう々ひようとした声が飛んできた。オリバーがそちらへ目を向けると、猛威を振るう多脚ゴーレムの足元で、これまた見知った少年が舞うように攻撃を躱かわしている。振り下ろされる長脚の攻撃を苦もなく避けながら、トゥリオ＝ロッシは他の生徒たちに語って聞かせる。

「「「「「火炎盛りてフランマ！」」」」」

　次いで地上から放たれる何発もの火炎呪文。その全てが脚の一本、それも胴体にもっとも近い関節へと集中した。オリバーが呪文の発射元へ視線を向けると、そこにはこれまた見覚えのある金髪の女生徒──ステイシー＝コーンウォリスが立っていた。オルブライトと同様に複数の生徒たちを率いて。

「関節部分が目に見えて弱いわ。距離は遠いけど、動きの少ない根元近くの関節が狙い目ね。呪文の属性は火に統一して、攻撃をその部分に集中しなさい」

「度胸のある奴やつも胴体の真下に潜るのはやめとけ。何か降ってくるからな、間違いなく」

　隣に控える半人じん狼ろうの少年・フェイ＝ウィロックが注意を足す。足元でロッシが注意を引き付けている間、彼らが弱点を狙って呪文攻撃を集中する。ほどなく多脚ゴーレムの胴体側面が蓋のように開き、その内側から何十体もの小型ゴーレムが地上へばら撒まかれた。母体によく似たフォルムのそれらが一斉に降り注ぎ、

「吹けよ疾風インペトウス！」

　その全てが、下から生じた突風によって一斉に巻き上げられた。着地の準備態勢を崩された状態でばらばらと落下する小型ゴーレムたち。その中心でただひとり、杖じよう剣けんを高く掲げた長髪の生徒が叫ぶ。

「近くに落ちてきた奴を潰せ！　動き回られると面倒だ！」

　揺るぎなく響くリチャード＝アンドリューズの声。それに背中を押された生徒たちが、落下直後の小型ゴーレムへと攻撃を開始する。胴体を踏み付けると同時に杖じよう剣けんを突き刺し、獲物を仕留めたロッシがにぃと笑った。

「ははッ、こりゃ楽でエエわ！　やるやんアンドリューズくん！」

「フェイ、仕留めて！」「ああ！」

　風に煽られて落ちてきた小型のゴーレムたちを、ロッシとステイシーらが速やかに潰していく。新しい攻撃パターンの出現は脅威だが、それは同時に彼らの対処が適切だったことの証明でもある。様子を見守っていたオリバーが真球のゴーレムのほうへ視線を戻すと、そちらもまた球体の数か所から円えん錐すい状の穿孔器ドリルを生やし、行く手を阻はばむ壁を掘り抜いて破壊しようとしていた。多脚ゴーレムのほうと同様の第二形態だ。

「無駄な足あ搔がきだ。合わせろ雑魚ざこども──溶けよ大地ルトウムリームス！」

　穿孔器ドリルで破壊されかかった壁、その手前の床へ向けてオルブライトが呪文を放つ。周りの生徒たちも後に続き、魔法を受けた一帯の床がどろりと軟化した。そこに壁を突き破ったゴーレムが躍り出るが、数ヤードも進む前にその全身が泥の中へ沈み込んでいく。泥でい濘ねい化した地面に埋もれて、球状ボールゴーレムは再び身動きを封じられた。

「対処の方向性は知れたな。後は貴様らに任せた」

　周りの生徒たちにそう告げて身をひるがえすオルブライト。その眼めが見据える方向へ、オリバーもまた目を向ける。

「問題は、あれか」

　彼らがじっと見つめる先で、三体目のゴーレムが床の上をずるりと滑るように動き出す。流体生物スライムじみた真っ黒な液状の全身は、それでいて表面に金属的な光沢を有している。他の二体のゴーレムとは明らかに異質な存在感。

「──っ！　カティ、ガイ、ピート！　あなたたちは一度後ろに下がりなさい！」

　その正体を見抜いた縦巻き髪ロールヘアの少女が三人を下がらせ、残るオリバー、ナナオと共に前へ進み出る。彼らと同時に、腕に覚えのある他の生徒たちも十人ほど前衛へ加わった。

　二十ヤードほどの距離に迫った新たな脅威を見つめて、オリバーがその名を口にする。

「……液体金属リキツドゴーレム……！」

　ゆっくりと迫る三体目のゴーレム。その体の一部分が細長く伸び、まるで振りかぶるような独特の動作を取った瞬間──オリバーは危険を直感して叫んだ。

「──跳べッ！」

　ナナオとシェラを含む数人が即座に跳躍し、その足の下を何かが高速で通り過ぎた。直後、彼女らが着地すると同時に、警告に反応できなかった八人余りが一斉に床へ倒れ込む。

「ぎぃッ……！」「あ、足！　おれの足ィ……！」

　口々に絶叫する生徒たち。その全員が膝から下を切断されている惨状に、オリバーが奥歯を嚙かみしめた。──予想以上に速い。彼らの足を切り飛ばした攻撃の正体は、遠心力を味方に付けた液体金属による高速の鞭むちだ。予備動作を見極めなければ回避は至難を極める。

「喚わめくな、這はって下がれ！　攻撃を見極められる者のみ前へ出ろ！」

　オリバーの隣に並んだオルブライトが声を張り上げる。前衛に加わろうとしていた数人が力不足を悟って後退し、彼らと入れ替わりにステイシーとフェイ、ロッシそしてアンドリューズが前線へ駆けつけた。周りの顔ぶれを見渡したロッシがにやりと笑みを浮かべる。

「なはは、やっぱキミたちかい。お馴な染じみの面めん子つばっかり揃そろったなぁ」

「無駄口は控えて、Ｍｒミスター．ロッシ。吞気に同窓会をやってる暇はないわ」

「まず情報を共有したい。この中にあれに関する知識、もしくは交戦経験のある人間は？」

　未知の脅威を前にアンドリューズが確認し、場の全員が顔を見合わせる。

「生憎あいにくと、俺も目にするのが初めてでな。全体の動きを統率する頭脳が固体として中枢にある、という程度のことしか分からん。──修正か補足はあるか、Ｍｒミスター．ホーン」

　オルブライトが名指しで問いを投げた。オリバーを呼ぶ声に、かつてのような侮あなどりはもはやない。その事実にちょっとした感慨を覚えながら、少年は質問への答えを口にする。

「……俺の知識も同程度だ。強いて言うなら、あの液体に触れる時は気を付けろ。腐食性の鉱毒を持つ場合が多いと聞いて──」

「黒色リディウムだ！」

　そこに背後から声が割って入った。予想外のことに驚きつつ、オリバーは液体金属リキツドゴーレムから視線を外さないまま後方へ──そこにいるだろう眼鏡の少年へ声をかける。

「──ピート？」

「液体金属リキツドゴーレムの制作に用いられる魔法金属は三種類しかない。銀化ミアルキ、カジャ・ドエルグ合金、そして黒色リディウム。そのうち外見が漆黒なのは黒色リディウムだけだ。一気圧下における融点はマイナス九十度、沸点が三千二百八十八度！」

　記憶にある情報を早口に列挙するピート。それを聞いたオルブライトがふんと鼻を鳴らす。

「マイナス九十度……ならば、接近すれば凍結呪文が効くな。──褒めてやろう。いい情報だ、ピート＝レストン」

　思いがけない相手から賛辞が返り、ピートの顔に困惑が浮かぶ。その一方で、新たに加わった情報を軸として、オリバーは速やかに戦術を組み立てた。

「……あの攻撃を回避可能な全員で接近して、液体部分を全て凍結。後に杖じよう剣けんで凍った金属を掘り抜いて中枢部分まで辿たどり着つき、破壊する。──方針はそれで決定だ」

　他の全員が無言で同意を示した。すでに互いの実力を知っているためか、誰からも異論は上がらない。その話の早さに、オリバーはふと思う──中止という結果で終わった一年最強決定戦も、こうした面では決して無意味ではなかったのだと。

「──行くぞ！」

　少年の号令に合わせて全員が地を蹴った。即座に液体金属リキツドゴーレムが変形し、そこから繰り出される鞭むちの一撃。先とは異なり腰の高さを狙ったその一いつ閃せんを、オリバーたちは予備動作から軌道を見抜いた上で身を沈めて躱かわした。が──ゴーレムは続けざまに形を変え、今度は複数の鞭むちを縦横に振るって彼らを迎え撃つ。

「近付くほどに激しく……！　しかし、この程度なら！」

「ハァッ！」

　シェラが足運びで鞭むちを搔かい潜くぐり、ナナオは刀で打ち払い、全員がそれぞれの流儀でもって攻撃を回避する。五ヤードほどの間合いを残して攻防が続くが、やがて機を見て取ったロッシが足音を殺してゴーレムへ肉薄した。予測される反撃に警戒しつつ、その口が凍結呪文の詠唱を行いかけ、

「──おわッ!?」

　が、その直前。変形したゴーレムの体が、刺突の形でピンポイントに彼を狙った。持ち前の勘の良さで直撃は回避するも、攻撃が掠かすめた脇腹を押さえて、ロッシは慌てて後退する。

「とっ、と……！　ちょ、待ちぃや！　目ェは無いやろ！　感知は音と違ちやうんかい！」

「──!?」

　一連の流れを見ていたオリバーもその驚きを共有した。──今の反撃はおかしい。ロッシは気配を消した上で接近したのだから、音が索敵の頼みであれば正確に彼を狙えるわけがない。そもそも音による感知は精度において視覚に劣るはずだ。これまでの攻撃が広範囲の薙なぎ払はらいに終始したのも、裏を返せば狙いの大雑把さを補うためではなかったのか。

　だが、そんなオリバーの予想を、ゴーレムの側は繰り返し裏切ってくる。シェラやステイシー、オルブライトに対しても刺突による迎撃が始まっていた。薙なぎ払はらいに比べて範囲こそ狭いが、まっすぐ放たれる突きは予備動作に乏しく見切り辛づらい。ステイシーが危うく身を躱かわしながら声を上げる。

「ちょっと、急に反応が変わったわよ！　どうなってんのこれ！」

「スー、危険だ！　俺の後ろに隠れろ！」

「こいつの第二段階か……！　ち、あと一歩というところで！」

　同じ変化を見て取ったオルブライトが舌打ちする。そう──他二体のゴーレムが反撃を受けて行動パターンを変えたように、この液体金属リキツドゴーレムもまた彼らの攻勢に対処を始めたのだ。

「……ふむ？」

　その瞬間、何かを試すようにナナオが横っ飛びに動いた。直後に放たれるゴーレムの刺突。正確に自分を狙ったそれを刀で受け流したところで、東方エイジアの少女はぽつりと呟つぶやく。

「こちらの動きを先読みしてござるな。まるで人と戦っているようでござる」

「──人と？」

　彼女が何気なく発した言葉が頭に引っかかり、オリバーはとっさにそれを掘り下げた。──確かに、この反応はゴーレムよりも生き物に、そして生き物の中でも人間のそれに近い。自分たちの動きを先読み出来るということは、即すなわちこのゴーレムには武の心得があるということだ。魔法界に名だたる狂老の作になるゴーレムは、そこまでの機能を持ち合わせるのだろうか？

「──ッ──」

　薙なぎ払はらいを跳躍して避けながら、オリバーはなおも思索を続けた。──その可能性もある。だが、それにしては腑ふに落ちないことがある。例えば──たった今自分を襲った攻撃。ナナオと同じく五ヤードほどの距離で向き合う自分に、なぜゴーレムは鞭むちの薙なぎ払はらいを仕掛けたのか？　どうして件くだんの正確な刺突を試みなかったのか？　他の面々に対しては出来ても、自分に対しては出来ない理由があったのではないか？

　思考をそこまで進めたところで、少年はひとつの仮説に至った。──キーとなるのは自分の位置。現時点では正体不明のゴーレムの「目」だが、それに対して、自分だけは正確な知覚が困難になるような場所に立っているのかもしれない。だとすれば、それは「どこ」だろうか。自分をゴーレムの知覚から逃れさせている要因は何だろうか。

　敵の「目」が文字通りに光を視みる器官だと仮定してみよう。その場合、自分を知覚できない理由として真っ先に思い付くのは、何かに遮られて見えないというパターンだ。然しかるに、現状でその「何か」の第一候補となるのは、目の前に存在するゴーレムの巨体そのもの。これの陰となって自分が見えないのだとすれば、その「目」の所在は即すなわち──、

「──カティ、ガイ、ピート！　先生の視界を塞げ！」

　紡つむいだ論理が導く結論を、オリバーは叫んだ。ここまでの戦いの間に移動を重ねたことで、彼から見たカティたちの立ち位置はゴーレムを挟んだ向こう側になっている。少年が張り上げた声を聞き届けて、三人が同時に顔を見合わせた。

「せ、先生の？」

「……行くよ！」「ああ！」

　誰にもその指示の意図は分からない。が、分からないままに身をひるがえし、迷いを振り切って彼らは走り出した。目指すはこの状況の元凶たる老ろう爺や、エンリコ＝フォルギエーリの元だ。

「おや、どうしましたかねェ三人とも。まだ課題の途中ですが、何か質問でも？」

　駆け寄ってきた教え子たちに、にやにやと笑いながら老ろう爺やが語りかける。その姿を前にしたガイとピートがとっさに行動を決めあぐねた。いくら何でも教師に杖じよう剣けんを向けるのは憚はばかられるし、仮に実行したところで敵かなうはずがない。

「……どうするよ、これ」

「…………」

　ガイの懸け念ねんはもちろんカティにも分かった。だが、長く考えている暇はない。巻き毛の少女は意を決して杖じよう剣けんを腰の鞘さやに収め、そのままエンリコの元へ大股につかつかと歩み寄り、

「──失礼します！」

「おおぅっ!?」

　続く瞬間、両の掌てのひらで老ろう爺やの目を覆った。呆気あつけに取とられながらもピートがそこに加わり、さらにガイがふたりの背後に立ち塞がって体全体でエンリコの視界を阻はばむ。と──その妨害と同期して、液体金属リキツドゴーレムの攻撃から極端に精度が失われた。真横を空振っていく薙なぎ払はらいの一撃に、オリバーは自分の仮説が証明されたことを見て取る。

「……動きが元に戻った！　やはり遠隔操作リモートだったか！」

　そう、思い返せばヒントはあったのだ。事前に老ろう爺や自身が語っていた──ゴーレムの作成には操り人形マリオネツトや自律人形オートマタと共通の技術が用いられる、と。言い換えれば、ゴーレムが必ずしも自己判断で動くとは限らない。操作する術者が別にいる可能性も当然に考えられる。今回はまさにそのケースで、攻撃パターンの移行後、このゴーレムはエンリコの視覚情報をもとに反撃を行っていたのだ。

　進退窮きわまったゴーレムの全身から針と化した液体金属が突き出す。が、肝心のタネが割れた今、その程度の悪わる足あ搔がきを予想しない者はこのメンバーの中にいない。一旦後退して攻撃を避けた上で、針が戻っていくタイミングに合わせて八人全員が突撃する。

「決めるぞ──氷結猛りてフリグス！」

「「「「「「「氷結猛りてフリグス！」」」」」」」

　それぞれの杖じよう剣けんが液体金属リキツドゴーレムへ突き刺さり、この上ない至近距離から放たれる冷気がその体を凍いてつかせ始めた。すぐさま抵抗を試みるゴーレムだが、凍結した部分はもはや変形が叶かなわない。鞭むちを形作る途中の曖昧な形態で、ゴーレムの動きは完全に止まる。

「気を緩めないで！　他の方々もこちらへ！　手を貸してくださいませ！　全力で凍らせ続けなければ、またすぐに動き出しますわ！」

　後方の生徒たちへ向かってシェラが声を飛ばし、それを聞いた生徒たちが慌てて彼女らのもとへ駆けつけ始める。次々と突き刺さる杖じよう剣けんから追加の冷気が注がれ、その総量はゴーレムの側の抵抗能力を大きく上回った。凍結の安定を見て取ったオリバーが自らの杖じよう剣けんを引き抜く。

「冷却は任せた！　──掘るぞ、ナナオ！」

「承知致した！」

　求めに応じてナナオも刀を引き抜き、ふたりが息を合わせて掘削を開始する。凍いて付ついた液体金属は鉄に等しい硬度だが、魔力を帯びた杖じよう剣けんをもってすれば多少硬い土と大差ない。ゴーレムの側面にみるみる大きな穴が穿うがたれていき、それがある程度進んだところで、オリバーが一旦手を止める。

「……よし！　ここからは中心部が近い、念のため慎重に……！」

「ま──魔法トラップだ！　ゴーレムの中に魔法トラップがある！」

　改めて掘削に取り掛かろうとしたオリバーたちの後方で、球状ボールゴーレムの解体を進めていた生徒のひとりが声を上げた。少年がハッとして振り向くと、また別の方向からも声が届く。

「こっちもだ！　くそ、扱いをミスると発動するぞ……！」

　脚を破壊して立てなくした多脚ゴーレムの胴体の上で、その内部を探っていた生徒たちが血相を変えている。彼らの状況を見て取ったシェラが、弾はじかれたように目の前のゴーレムへ視線を戻した。

「……オリバー！」

　名を呼ばれた少年がうなずき、固唾を吞のんで掘削を再開する。果たして、それから二分ほどで結論は出た。ゴーレム全体を統制する中枢らしき部分に隣り合って、不吉な魔力を帯びた「箱」が存在している。ご丁寧にも、残り時間を示す時計までセットで。

「……これもだ」

　歯は軋ぎしりを交えてオリバーが言う。同時に彼らから離れた場所で、視界を阻はばむガイたちの体の間から顔を突き出し、エンリコがけたたましく笑い声を上げた。

「キャハハハハ！　どうやら皆さん、三体のゴーレム全ての制圧に成功したようですね！　お見事お見事！　ところがどっこい、まだ終わりではありません！　ここからがお楽しみの最終段階！

　ゴーレムとは本質的に建築物である。先ほどそう語ったのを覚えていますか？　家や蔵、はたまた城は、その中に人や物を容いれるために作られるものですよねェ！　ゴーレムもまた然しかり！　その内部にはしばしば何かを容いれるためのスペースが設けられます！」

　老ろう爺やが早口でまくしたてる説明に、オリバーは怒りと共にある種の納得を覚えていた。──課される課題の馬鹿げた危険性とは裏腹に、エンリコ＝フォルギエーリの授業においては「本質の理解」が常に重視される。その原則とこれまでの経験を踏まえれば、最後に残る試練が「これ」であることはある意味で必然だ。

「今回の中身は、皆さんお馴な染じみの魔法トラップ！　安心と信頼の時限反応式です！　指定の時間が過ぎる、もしくは解体の手順を間違えると発動！　半径十メートルほどの一帯がそれはもうひどいことになります！　キャハハハハ、ここが正念場ですねェ！」

　最高の見物だと言わんばかりの興奮ぶりで、エンリコは両手の棒付きキャンディーをベロベロと舐なめまくる。その狂態を横目に、オルブライトがゴーレムから杖じよう剣けんを引き抜いて身をひるがえした。

「……雑魚ざこどもに任せてはおけんな。俺は球状ボールゴーレムのトラップ解除に向かう」

「わたしたちは多脚ゴーレムのほうに向かうわ。……ここは任せたわよ、シェラ」

　そう言い残し、ステイシーとフェイもまた別の一体へ向かって走り出す。アンドリューズも球状ボールゴーレムへ走った。彼女らの背中を見送りつつ、残ったロッシが肩をすくめる。

「解体は得意じゃあらへんし、ボクは戦力外や。このまんま大人しゅう凍らせとくわ」

「口くち惜おしくござるが、絡から繰くりについては拙者も力になれ申さぬ」

　自分の適性を踏まえてナナオも言い、そこでオリバーとシェラが顔を見合わせた。

「……分かった。俺たちでやろう、シェラ」

「ええ。それしかありませんわね」

「──待て！」

　覚悟を決めてトラップの解体に取り掛かろうとしたふたりに、そこで背後から声が響く。振り向いた彼らがそこで目にしたのは、老ろう爺やの元から全速力で駆けつけた眼鏡の少年の姿だった。

「……解体なら、ボクも加えろ。この授業には他の誰より真剣に取り組んできたつもりだ。必ず役に立ってみせる」

「ピート!?　しかし──」

　思わず反対が口から出そうになって、けれどオリバーは寸前でそれを吞のみ込こんだ。以前にピートから受けた言葉を思い出す。──保護者気取りもいい加減にしろ。自分たちは足を引っ張りに来たわけじゃない、と。

　そう。目の前にいるのはもう、右も左も分からずに怯おびえていた新入生の頃の彼ではない。キンバリーという魔境で丸一年の研けん鑽さんを積んだ魔法使いなのだ。その事実を改めて認識した上で、オリバーはこくりとうなずいた。

「……分かった。力を貸してくれ」

「ああ！」

　合意が得られた瞬間、ピートは勢いよくオリバーとシェラの間に体を突っ込む。周りの生徒たちが冷や汗を滲にじませて見つめる中、そうして彼らはトラップの解体に着手した。







　トラップ解除の工程に入ると、戦闘中とは打って変わった重い沈黙が空間を満たす。段取りを間違えば解除を試みている本人だけでなく、ゴーレムを押さえ込んでいる生徒たちをも巻き込んだ大惨事になるのだ。絶大なプレッシャーの中でじりじりと時間が過ぎていき、

「──解除成功だ！」

「こっちも何とかなったわ！　ったくもう、ギリギリもいいとこよ……！」

　やがて、ふたつの場所から声が上がった。オルブライト、ステイシーらが二体のゴーレムのトラップ解除に成功したのだ。周りの生徒たちからわっと歓声が上がり、直後にその視線が、残るもうひとつの現場へと殺到する。

「……残り二分。不本意だが、分析には見切りを付けよう」

　内部構造がほぼ露出した魔法トラップを見つめながら、オリバーがそう呟つぶやいて白はく杖じようを下ろす。彼と並んで解体に挑んでいたシェラとピートがはっと顔を上げた。

「三人の意見をすり合わせている時間がない。誰の判断に委ねるか、それを決めたいと思う」

「ちょ、マジかいー！」

　他の生徒と交代で液体金属リキツドゴーレムの凍結に当たっていたロッシが悲鳴を上げる。その間も、トラップに据え付けられた時計の残り時間表示は刻々と減っていく。数秒の黙考の末、オリバーは静かに口を開いた。

「俺自身は……ピートを推す」

「──え？」

　名指しを受けた少年が目を丸く見開いた。すぐさま根拠が続く。

「ここまでの解体作業で、いちばん鋭くトラップの構造を解析してのけたのはピートだ。魔法工学の授業に対する熱意、知識量もすでに俺たちを上回っている。この局面で決断を預けるに足ると、俺は思う」

　ここまでの解体の流れを踏まえて、努めて冷静に。贔屓ひいき目めを抜きにしてオリバーは語った。それを聞いたシェラもこくりとうなずく。

「……そうですわね。悔しくはありますが、あたくしも同感ですわ」

「──っ──！」

　ふたりの意見を示されたピートが息を吞のんで立ち尽くした。そこにオリバーが向き直り、

「俺たちの意見は決まった。……残り一分。君が良ければ、やってくれ、ピート」

　時計の残り時間表示を横目に、そう告げた。眼鏡の少年の肩がぶるりと震える。引け腰になっている暇などない──それが分かっていたから、心の準備など少しも済まないまま、ピートは右手の白はく杖じようをトラップへと近付けた。

「……はぁ、はぁ……」

　やることは分かっている。このトラップを解除するために自分ならどうするか、それはすでに結論として彼の中にある。だが──実行に移せない。腕も唇も凍り付いたようにこわばって、荒い息遣いと激しい心音ばかりがやかましく耳に響く。

「……はぁ、はぁッ、はぁッ……！」

　無意味と知りながら、それでもピートは考えてしまう。もし──この方法が間違っていたとすれば、被害を受けるのは自分だけではない。周囲の生徒たち全てが巻き添えを食くらう。中でも、両脇のオリバーとシェラにもっとも大きな被害が及ぶだろう。自分を信じて決断を預けたふたりに。

　それが何より恐ろしい。自分が傷付くことよりもずっと、遥はるかに、怖くてたまらない。

「……れ……」

「？」

「……触っててくれ、オリバー……どこでもいい……」

　どうしようもなく心の支えを求めた時、ピートは半ば無意識にそれを口にしていた。求めを受けたオリバーが一拍の間を置いて歩み寄り、少年の体を後ろからぎゅっと抱きしめる。恐怖に冷え切った体を温めるように強く、そして優しく。

「……君の頑張りを、近くでずっと見てきた」

「…………」

「だから分かる。──大丈夫だ、ピート。君が思うままに」

　短い言葉に全てを込めた。抱擁の感触と共に、それが信じられないほどに温かく背中を押して──ピートの腕が、するりと動いた。外殻を剝がされて露出したトラップの内部構造。その数か所に、右手で芥け子し粒つぶほどの器化植物ツールプラントの種を詰め込み、小瓶の栄養剤を数滴振りかける。

「──────繁り伸び来たるプロゴロツシオ」

　次いで右手の白はく杖じようを振り、成長促進呪文をそこにかけた。芽吹いた種から微細な根が伸びて回路の内部を満たし始める。トラップの内部を流れていた精霊たちがそれに吸い取られ、部品の間の魔法的接続が失われていく。

　カチリと音を立てて、残り時間を刻む時計の針がそこで止まった。残り二秒。誰ひとり声を上げず、圧倒的な静寂が広い空間を満たし──ややあって、そこに穏やかな拍手の音が響く。

「全トラップ解除成功。課題達成──おめでとうございます、皆さん」

　先ほどまでの狂笑を噓うそのように収めて、エンリコ＝フォルギエーリが労ねぎらいの言葉を口にした。同時に白はく杖じようを振ると、懐ふところの中から五本の棒付きキャンディーが飛び出して空中に弧を描く。同じ数の生徒たちが、手元に降ってきたそれを受け取った。

「Ｍｒミスター．オルブライト、Ｍｒミスター．ロッシ、Ｍｓミズ．コーンウォリス、Ｍｒミスター，ウィロック、Ｍｒ．アンドリューズ。まず、あなたたちに祝福キヤンデイーを。トラップ解除の功績に加えて、開始直後にゴーレム二体の性能を見極め、対処の方針を打ち出してのけた判断力への評価です。おかげで怪け我が人にんがずいぶん減りましたねェ」

　五人の働きを惜しみなく賞賛し、それからエンリコは、液体金属リキツドゴーレムの傍そばに立つ三人へと視線を移す。再び白はく杖じようがひと振りされ、懐ふところから飛び出した三本の棒付きキャンディーが彼らの手へと渡った。

「続けて、Ｍｒミスター．ホーンとＭｓミズ．ヒビヤ、Ｍｓミズ．マクファーレンに祝福キヤンデイーを。先頭に立って液体金属リキツドゴーレムの攻略を推し進めた勇敢さは賞賛に値します。加えて、Ｍｒミスター．ホーンには遠隔操作リモートを見抜いた功績もありました。豊富な実戦経験の現れでしょうか？」

　眼鏡越しに興味深げな眼光を向けられ、オリバーはそれに対して動揺を浮かべないよう気を引き締めた。ややあって、老ろう爺やは未まだ友人の腕に抱かれたままのピートへと目を向ける。そうして三み度たび白はく杖じようを振るが、今度は十数本のキャンディーが空中に浮き上がり、さらには柄の部分がリボンでもって束ねられた。ひと抱えほどの大きさになったそれが、放物線を描いてピートの手元へ飛んでいく。

「そして何より、Ｍｒミスター．レストン。──アナタの健闘に、束ねた祝福キヤンデイーを」

「……あ……」

　反射的に両腕でキャンディーの束を受け止め、眼鏡の少年は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。ピートへと向かって歩き出しつつ、エンリコは続けざまに評価を口にする。

「まず、液体金属リキツドゴーレムを構成する魔法金属の種類と詳細を把握していたこと。あれは実に驚きました。相応の数の専門書を系統立って読み進めなければ、その知識まではとても到達出来ませんからねェ。この一年と少々の間に、いったいどれだけ図書室に通い詰めたことやら。

　さらに、魔法トラップの構造を見極める観察力と分析力。実のところ、液体金属リキツドゴーレムのトラップは解除難易度においても三体の中で随一でした。あれを解体できたという事実が、そのままアナタの研けん鑽さんの深さを証明しています」

　そこまで語った頃には、エンリコはすでに教え子の真正面に立っていた。オリバーが警戒を込めてピートを抱きしめるが、老ろう爺やは意にも介さず眼鏡の少年へと顔を寄せる。鼻と鼻が触れるほどの距離から、爛らん々らんと輝く両目でもって相手を観察する。

「実にいい。実に──見込みがある」

「──ッ──」

　寒気が背筋を駆け上り怖おぞ気けが全身を震わせ──しかし、それらと入り混じる喜びがピートの胸にこみ上げた。この恐るべき魔人が、自分を評価している。見込みがあると、そう口にした。事ある毎ごとに普通人出身と侮あなどられてきた自分を。

「どうでしょう。近いうちに一度、ワタシの研究室に遊びに来てみるというのは？」

　抗あらがいようのない力に突き動かされたように、ピートはこくりとうなずいた。それを止める権利を持ち合わせないと知りながら──細い体を抱きしめる両腕に力を込めて、焦燥の中でオリバーは思う。

　この狂老を討たねばならない。一日も早く、友人が壊されてしまう前に──。







「……一気に成長していますわね、三人とも」

　紅茶を片手に、縦巻き髪ロールヘアの少女がしみじみと口にする。これまでの授業の中でも指折りの試練を越えて迎えた昼休み──食堂にはオリバー、ナナオ、シェラだけが集まり、カティ、ガイ、ピートの三人はそれぞれの場所で学習と鍛錬に励んでいた。最近はこういうことも多い。

「……そうだな。意欲もそうだが、何をするにも危険を吞のみ込こんで動くようになった。手放しでは喜べないが……魔法使いとしての精神性を獲得しつつある、ということだろう」

　そう分析しつつ、オリバーはミートパイを切り分けて口に運ぶ。シェラも同意を込めてうなずいた。

「やはり大きいのですね、キンバリーでの一年は。……新一年生と同学年を見比べると、すでに面つら構がまえが違っているのが見て取れます。──ほら、あれが去年のあたくしたちですわ」

　シェラが視線で示した方向にオリバーも目を向ける。昼食時で混み合う食堂の中を、見覚えのある新一年生たちがおっかなびっくり並んで歩いていた。そんな中、先頭を歩く長身の女生徒──リタ＝アップルトンが声を上げる。

「──テレサちゃん、テレサちゃーん！　どこ行っちゃったのー!?」

「ほっとけほっとけ！　協調性なさすぎんだよあいつ！」

「で、でもさ、今日は初めてご飯一緒してくれたよ。一歩前進じゃない？」

　ディーンとピーターの声が後に続く。彼らが呼んでいる名前からして、おおよその状況はオリバーにも察せられた。……確かに他の生徒と食事を取れとは言ったが、だからといって終わった瞬間に消えなくてもいいだろう。内心で溜ため息いきを吐きつつ、彼はシェラも抱いたであろう感想をそのまま口にする。

「……確かにな。生まれたての小鹿を見るようだ」

　その言葉に苦笑を浮かべ、それからふいに、シェラは同じテーブルを囲む東方エイジアの少女へ視線を移した。

「けれど、あなたの場合は──逆に周りの環境が大きく変わりましたわね。ナナオ」

「んむ？」

　チキンの脚へかぶり付いていたナナオが顔を上げる。その様子から心配無用であることはすでに見て取れたが、それでもシェラはあえて尋ねておく。

「明日はいよいよシニアリーグでの第一戦。歴戦の上級生たちと同じ空で戦うことになります。心の準備は出来ていますか？」

「うむ、問題ござらん。今も期待に胸が躍ってござる」

　不安よりも緊張よりも、ひたすらに楽しみでならないという顔だった。が、そこでふと手の中のチキンを皿に置き、ナナオは居住まいを正してオリバーへ向き直る。

「されど、おそらく──否、間違いなく、これまで以上に激しい戦いになり申す。墜おちる時もまた派手にござろう。その際は──オリバー。お任せして宜よろしいか？」

　問われたオリバーも食事の手を止め、まっすぐ彼女に向き直って答える。

「……ダメと言うわけがないだろう。俺は君のキャッチャーだ。

　ただし、自分の身を顧みない飛び方はするな。試合の勝ち負け以上に、五体満足で地上に戻ることが君の務めだ。それだけは約束してくれ」

　そうして口にする、これまでにも何度も伝えてきた言葉を。ナナオが厳かにうなずき、そのやり取りを見届けたシェラが満足げに微笑ほほえんだ。

「優れたキャッチャーなくして箒ほうき乗りの躍進なし。──大いに期待させてもらいますわ、あなたたちの活躍を」







　そうして迎えた翌日の午前十時。競技場の客席は隙間なく埋まり、空には熟練の箒ほうき乗りたちが舞っていた。実況の生徒がけたたましく声を上げる。

「お待ちかねェェェ！　ついにこの日がやって来たぞ！　シニアリーグ第16戦、ワイルドギース対ブルースワロウ！　電撃もかくやのスピードで頭角を現した超新星・ナナオ＝ヒビヤ選手のシニアリーグデビュー戦だぁ！」

　今日のメインイベントが告げられた途端、観客たちから熱気に満ちた歓声が返る。この一戦に対する注目度の高さはもはや語るまでもない。まだ試合は始まっていないというのに、すでに場内の盛り上がりはクライマックスのそれだ。

「いつもお馴な染じみの俺っちに加えて、今日は解説に箒ほうき術担当教師のダスティン＝ヘッジズ先生を招いているぜ！　ヘッジズ先生、今日の試合の見所は!?」

「Ｍｓミズ．ヒビヤの飛びっぷりとシニアリーグの洗礼だな。まー面めん食くらうだろうぜ」

「つまり、ジュニアリーグと同じようにはいかないと！」

「当たり前だろ。ルーキーに気持ちよく飛ばせるほど、ブルースワロウの連中も甘かない」

　ぎしりと椅子に背中を預けつつヘッジズは言う。彼が見つめる空の一角で、試合開始を目前に控えて、ナナオを含むワイルドギースのメンバーたちが最後のミーティングを行っていた。







「……ヘッジズ先生が解説か。無様な飛び方は出来ないな」

　観客席にちらりと目をやって、ワイルドギースのキャプテンを務める男子生徒がそう呟つぶやく。すでにチームメイト全員に対して采配は済んであり、後はもう試合開始を待つばかり。そこでナナオが手を上げた。

「重ねて確認致すが、拙者は本当にいつも通りで宜よろしいか？」

「ああ。まずは好きに飛んでシニアリーグを味わえ。戦術を教えるのはそれからだ」

　にっと笑ってキャプテンが告げ、その視線を競技場前方へと移す。そこに飛び交う対戦チームの面々に。

「もっとも──好きに飛ばせてはくれないだろうがな」







「おうおう、いらっしゃったねぇ期待のルーキー」

「どうするよアシュベリー。どう可愛かわいがってやる？」

　ベテラン選手たちの愉たのしげな声が空に響く。チームメイトからの問いに、ブルースワロウが擁する最強のエース──ダイアナ＝アシュベリーは素っ気なく答える。

「序盤はあんたらに任せる。ただし落とさないように」

「おおよ。……で、その後は？」

　続けての質問を受けて、アシュベリーは腰に差したどつき棒クラブの柄に手を掛けた。

「あたしが派手に叩たたき落おとす。ひと月は箒ほうきを見るだけで震え上がるくらいに」

「……ヒュゥ」







　今か今かと試合開始を待つ観客たちの耳に、やがて、それを告げるラッパの音が甲高く鳴り響いた。

「──始まった！」

「がんばれーっ！　ナナオーっ！」

　観客席には当然、カティ、ガイ、ピート、シェラの四人も駆けつけている。相手チームの応援に負けじと声を張り上げる彼らの眼前で、空を駆けるナナオの背中を三つの影が追い始めた。

「うぉっ、いきなり三人がかりでマークされてんぞナナオ！　大人げねぇ！」

「……いえ。あれはマークというより……」







「──初めまして、Ｍｓミズ．ヒビヤ」

「シニアリーグへようこそ。歓迎するわ」

「先輩からのプレゼントが用意してあるぜ。たっぷり受け取ってけ」

「──むぅ」

　背後から投げかけられる敵選手たちの声。いきなりの三対一だが、その程度のことでナナオは怯ひるまない。箒ほうきの頭をぐっと持ち上げて急上昇──そのまま縦に円を描いて、自分を追い立てる敵の後ろへと逆に回り込む。

「おー、綺き麗れいな宙返りだねぇ」

「逃げずに後ろを取りに来る根性、いいじゃない。気に入ったわ」

「ああ。それでこそ、上をわざと空けておいた甲か斐いがある──」

　にやりと笑みを浮かべるブルースワロウの三人。直後、彼らの跨またがる箒ほうきがピッチを上げて一斉に急上昇。高度を得る代わりに速度を失い、さながら風に舞う羽根のように空中を流れていく。

「──むっ!?」

　無理に追って制御を失うわけにもいかず、速度を維持したままその真下を通り過ぎるナナオ。が──その直後、ブルースワロウの三人は慣性を利用して急速に姿勢を回復。前後の位置関係を逆にした状態から追撃を開始した。またしても追われる立場になったナナオに、後方から敵選手たちの声が掛かる。

「面食らったろ？　こいつが羽根落としフエザーフオールってやつだ」

「速いだけじゃシニアリーグは生き残れないわ。時には失速も使いこなさないとね」

　急上昇による意図的な失速を用いた位置の逆転。ジュニアリーグでは一度も目にしたことがない妙技に、ナナオは率直な感動を覚えた。飛行中に自ら速度と安定性を削そぐなど、一歩間違えば致命的な隙を晒さらしかねない行為である。しかし──この選手たちには、それを技として制御してのけるだけの腕前があるのだ。

　ベテランたちの圧力を受けて、ナナオは迷わず飛ひ翔しようの速度を上げた。──今のような背後の取り合いでは向こうの技量が勝る。主導権を取られる前に、一度距離を離した上で正面からぶつかり合おうと彼女は決めた。当然、敵選手たちもすぐさまその意図を読み取る。

「迷わず引き離しに来たか。いい決断だな」

「あの加速にはちょっと追い付けないわね。さすが伝説の名めい箒ほうき」

「だとしても、それじゃまだ速いだけだ」

　頷うなずき合って箒ほうきの舵かじを左に取る三人。競技場の端でターンを始めたナナオの背後を、彼女の目もく論ろ見みに反して、彼らはぴったりと追跡し続ける。







「──再び追いついた！　ブルースワロウの三人、ヒビヤ選手をぴったりマークして離さないっ！」

「動きの先を見抜かれてんな。良くも悪くもＭｓミズ．ヒビヤは空中機動マニユーバが素直すぎる」

　空中の追尾戦ドツグフアイトを眺めながらヘッジズが言う。ナナオ＝ヒビヤという才能に溢あふれたルーキーが最初にぶつかる壁として、それは彼が予想していた通りの状況だった。

「制限なしの大空ならともかく、この限られたフィールドの中じゃ、飛び続けるには否いや応おうなしにターンしなきゃならねぇ。そのタイミングと軌道に読みが生じる。熟練の選手ほどそこの駆け引きが上手うまいもんだが、Ｍｓミズ．ヒビヤは今まで駆け引きが必要ないレベルでぶっちぎってたからな。ズバ抜けた才能が裏目に出ちまってる」

「つまり強すぎたが故に、駆け引きの経験を得られていないと……！　これは皮肉だ！　ヒビヤ選手、ベテランたちのマークを一向に引き剝がせないっ！」

　実況の生徒が手に汗握りながら戦況を解説する。それを聞いた隣のヘッジズが鼻を鳴らした。

「マークじゃねぇよ、ありゃただの挨拶だ。親切にルーキーへ教えてやってんのさ。──お前が放り出されたのはこういう場所だぞ、ってな」







　一方で、ガイたちもまた固唾を吞のんで東方エイジアの少女の飛行を見つめていた。反撃を許されず一方的に追い立てられる彼女の姿など、これまでの試合では一度も見たことがない。

「まったく引き離せねぇ……！　ナナオのほうがスピードは出てんのに！」

「経験の差ですわ！　ナナオがどう動くか、向こうの選手には読めているのです！」

「それじゃ三対一なんて無理だよ……！　チームの味方は助けてくれないの!?」

　そこに思い至ったカティがワイルドギースの選手たちへと目を向ける。が、その願いに反して、彼らが後輩を助けに向かう気配はなかった。







「……しつこく付きまとわれているぞ。助けなくていいのか？　キャプテン」

　実のところ、試合を続ける傍かたわら、チームメイトの中から同じような声はすでに上がっていた。いつもなら後輩が追い詰められる姿を黙って見守っている彼らではない。だが──今回に限り、キャプテンはその提案に対して首を横に振った。

「予想の範はん疇ちゆうだ。別に助けに行ってもいいが──それではナナオが驚かされてばかりでつまらないだろう」

　そう言って悪戯いたずらっぽく笑う。ちらりと視線を東方エイジアの少女のほうに向けて、彼は確信を込めて告げる。

「心配せずとも、向こうもじきに気付く。……自分たちが追い立てている獲物のヤバさにな」







　追尾戦ドツグフアイトが続く以上、追われる側はただ追われるだけでは済まない。距離が詰まるたびに襲ってくる三人分のどつき棒クラブの攻撃に対して、ナナオは不利な体勢での応戦を強いられていた。

「やり辛づらいでしょ？　斜め後ろから叩たたかれると。弱手側はなおさらね」

「ひとつ教えといてやるぜ。お前さんが右利ききなら、ターンの時はなるべく時計回りってのが定石だ。先回りされても利きき手てで対処できるからな」

　断続的な攻撃でプレッシャーをかけながら、ブルースワロウの選手たちは折につけ助言すら口にする。無論、それも含めて相手への心理攻撃なのだが──一方で、彼らには今ひとつその成果が見て取れないでいた。

「……しかし崩れないな。もう何度もアタックを仕掛けているのに」

「あっちのほうが速度あしが出てるせいで決定力に欠けるのよ。次はあたしが正面から行くわ」

「なんだ、もう決めんのか？　簡単に落としちまうとアシュベリーが怒るぞ？」

「知らないわよ、あいつの機嫌なんて。大体──いつまでもルーキー相手に三人回してたら、それこそチームの勝利に差し支えるじゃない」

　業を煮やした敵選手のひとりが追尾を打ち切って距離を取り直す。競技場の端でターンしたナナオが、やがてその姿を真正面に捉えた。

「──む」

「悪いな、ルーキー」

「楽しかったが、今日の授業はそろそろ終しまいだ」

　引き続き追尾を続けるふたりから声がかかる。挟み撃ちの心積もりであることは一目で知れた。ルーキーへの洗礼の締めくくりに、いよいよ彼女を落としにかかるのだ。正面の相手と打ち合った直後、体勢が崩れて失速したところに後方のふたりが追い打ちをかける。多勢で獲物を仕留める際にはもっとも手堅いフォーメーションのひとつだ。が、

「──フゥ──」

「──へ？」

　どつき棒クラブが交差した瞬間、体勢を崩したのはブルースワロウの選手のほうだった。ぐらりと傾いて高度を落とすチームメイトの姿に、追い打ちの目もく論ろ見みを外されたふたりが目を丸くする。

「おいっ!?」「ちょ、何やってんだお前！」

「ご、ごめん……！　……え？　何？　何が起きたの、今？」

　混乱した頭のまま飛び続けるブルースワロウの選手。高度と速度を取り戻すまでの間、彼女はナナオへの攻撃には参加できない。残るふたりが顔を見合わせる。

「おい、妙な流れだ！　次のターンで合わせろ、確実に決めるぞ！」

「え、ルーキー相手にふたり掛かりかよ？　いくらなんでも……」

「いいからやるぞ！　このまま逃がしたらアシュベリーに殺される！」

　これまでとは打って変わった焦燥が彼らを襲っていた。いかに規格外と言えども相手はシニアリーグ初戦の二年生、万一にも不覚を取るわけにはいかない。

　競技場の端に達したナナオが何度目かのターンを行い、ふたりの選手はその軌道を読んだ上で、高低差を付けて同時に襲い掛かった。仮に一撃を受けたところでもう一撃が相手を仕留める。呼吸を合わせた熟練の連携である。

「──落ちろ、ルーキー！」

　決着を確信して放つ声。上の選手は相手の頭、下の選手は胴体を狙ってどつき棒クラブを構える。だが、それらが振り下ろされる直前──彼らの眼前で、ナナオの箒ほうきがぐんと速度あしを速めた。

「──は？」

「──え」

　予定を裏切る相手の加速に、一致していたふたりの攻撃のタイミングがずれる。上から襲いかかるはずだった選手は攻めのタイミングを逸し──一方で、下からの襲撃を試みた選手は予想より一拍速いタイミングで相手と衝突する。すぐさま少女の姿が目前に迫り、

「──かはッ──！」

　反応の遅れがそのまま致命傷となる。ナナオのどつき棒クラブに胴体を抜かれた選手の体が、箒ほうきと分かたれて真っ逆さまに落下した。







「うぉぉぉぉぉ！　ついに落としたァァァ！　ヒビヤ選手、三人掛かりのマークを正面突破だァァァ！」

「決着を焦あせってアタックのタイミングを合わせ損ねたな。……ったく。Ｍｓミズ．ヒビヤがまだ足を残してることくらい見抜けただろうが。ルーキー相手と侮あなどってるからそうなるんだ」

「ヘッジズ先生、解説を！　ヒビヤ選手は今何を!?」

「見りゃ分かるだろ。いま落とされた間抜けよりも、あいつのほうがどつき棒クラブの扱いが上手うまい。……ただそれだけだ」

　淡々と語るヘッジズの口元が小さくつり上がる。本人も意識しないまま、その表情が何よりも語っていた。──規格外ってのはこういうもんだと。







「──響ひび谷や流馬上剣法。よもや天空そらで振るうことになろうとは」

　どつき棒クラブを振り抜いた両手に確かな手応えを感じつつ、ナナオはそう呟つぶやいた。次の相手を求めて彼女が周囲を見回したところに、ここでようやく、ワイルドギースのキャプテンがチームメイトと共に合流する。

「よくやった、ナナオ。……挨拶への返礼は済んだな」

「うむ。流石さすがは上級生、油断ならぬ手て練だればかりにござる」

　嬉うれしげに答えるナナオ。それを聞いたキャプテンがにやりと笑う。

「驚きは向こうのほうが上だ。落とそうとしたルーキーに逆に落とされたのだから」

　彼らがブルースワロウの選手たちに目を向けると、さっきまでとは明らかに空気が変わっていた。組み替わっていく布陣から伝わる警戒と緊張。ひとりの落下を契機に、ナナオに対する認識が完全に塗り替わったのだ。その結果に小気味良さを覚えつつ、キャプテンは再びナナオへ顔を向け、言い放つ。

「引き続き、好きに暴れろ。ただし、この先は向こうも本気で来るぞ」

「望むところにござる」

　うなずくと同時にナナオが速度を上げた。今度は自分から攻める番だと言わんばかりに。







「すごい、すごいすごい！　負けてないよナナオ！　相手は上級生なのに！」

　窮地を脱して攻めに転じたナナオの姿に、カティはすっかり興奮して両腕を振り回していた。その隣で内心同じだけ高揚しつつも、シェラは努めて冷静に持ち前の分析力を発揮する。

「何かに跨またがった状態で武器を振るう技術。おそらくは馬でしょうが……あれもまた、彼女が故郷で修めた技のひとつなのでしょう。どつき棒クラブの扱いにその経験が生きていますわ」

「シニアリーグでも通用してるじゃねぇか！　この調子で何人か落とせるんじゃねぇのか!?」

　ガイが無邪気な期待を口にする。が、シェラは厳しく首を横に振った。

「いえ、そう甘くはありませんわ。……今のはあくまで敵の油断ありきの結果。ナナオがルーキーの枠に収まらない戦力だと分かった以上、向こうもそのつもりで対処して来るでしょう。本当の戦いはここからです」

　そう口にしつつ、彼女は敵チームが擁する最大の脅威へと目を移す。ナナオがひとり落とす間に、すでにワイルドギースの選手を三人落としてのけた恐るべき魔女へと。

「そして、何より──規格外のエースは、向こうにもいますわ」







「……す、すまねぇ、アシュベリー……」

　敵と距離を取ってチームメイトたちと合流した途端、彼は第一声で謝罪を述べるしかなかった。ルーキーひとりを三人掛かりで落とせず、それどころか逆に仲間をひとり落とされたのだ。

「落ちて死んで一から出直せ。……と言いたいところだけど」

　一刀両断の言葉を放ったアシュベリーが、それとは裏腹な笑みを口元に浮かべる。仲間の失態に向ける以上の興味が、今の彼女は歴然と他に向いている。

「あの子は存外に悪くない。──負け犬ども、試合を預かりなさい。少し遊んでくるわ」

　そう言い残すと同時に、アシュベリーは集団から離脱して空を駆けた。作戦を無視したスタンドプレーだが、誰も文句など付けられない。ブルースワロウのエースとはそういう存在だ。

　ものの十数秒で目当ての相手の側面サイドを取り、並行して空を飛びつつ、アシュベリーは後輩へ話しかける。

「──こんにちは。楽しんでるみたいね、Ｍｓミズ．ヒビヤ」

「アシュベリー殿か」

「さっきはウチの間抜けどもに活を入れてくれてありがとう。私が直々に返礼するわ」

　そう言ってどつき棒クラブを構えた。進行方向に対してアシュベリーが右側、ナナオが左側。共に右利ききのため、この並びでは利きき手てを中心に戦えるナナオの側が有利な位置関係となる。

「強つよ手て側は譲ってあげる。ウチの連中は邪魔しないから安心しなさい」

「一騎打ちにござるな。──然しからば、お言葉に甘え申す！」

　ナナオも嬉き々きとして誘いに応じ、そうして両者の間で空中の剣けん戟げきが始まった。







「挑発に乗ってヒビヤ選手が突っかけたァ！　こいつはスゲェぞ！　期待のルーキーと校内トップ選手の一騎打ちだァァァ！」

「あの両者の性格ならそうなるわな。ったく、個人戦じゃねぇっての」

　呆あきれた顔で突っ込むヘッジズ。が──何かを見切ったように、そこでひとつ息を吐く。

「……ちと惜しいぜ。Ｍｓミズ．ヒビヤの飛びっぷり、もう少し見ていたかったんだが」

　杖つえの拡声魔法を切ってそう呟つぶやく。なので、それを耳にしたのは隣に座る実況の生徒だけだった。とっさに彼のほうでも拡声魔法を切って問いかける。

「──先生。それは」

「才能は互角かもしれねぇ。だが、競技に対する経験と、何より純度が違う」

　揺るぎない声でヘッジズは語る。ブルースワロウのエースを長年見てきたその瞳が、この先の展開にもはや波乱の余地はないと断ずる。

「箒ほうきを駆れば誰よりも速く、誰よりも強く。ダイアナ＝アシュベリーはそのために生まれて、そのためだけに生きてきた魔法使いだ。……Ｍｓミズ．ヒビヤは今からそれを思い知る」







「はぁぁぁぁぁッ──！」

　気勢を上げて全力で攻め立てるナナオ。身体からだごとぶつかり合うように斬り結び、弾き合う。互いの骨が軋きしむ音さえ聞こえるような戦いの中、アシュベリーの口元が高揚につり上がる。

「いいじゃない、初めて見る剣筋だわ！　出し惜しみせずもっと晒さらしなさい！」

　地上での剣術とは勝手が違うとはいえ、ナナオの攻勢は苛烈極まる。それを受けに回った上で全て凌しのぎきるアシュベリーの手腕こそ驚嘆すべきだった。最初にどつき棒クラブを交えてからこの方──彼女はずっと、余力を残した上でナナオに胸を貸しているのだ。

「ここまでやれるとは思わなかった！　──並行戦サイドフアイトで堕とすには惜しいわ、あなた！」

　それを不意に打ち切って加速し、箒ほうきの仰角ピツチを上げたアシュベリーは上空へと一気に飛ひ翔しようした。すかさず後を追ってナナオも高度を上げる。背後にその存在を感じつつ、ブルースワロウのエースは告げる。

「付いて来なさい。──頑張りへのご褒ほう美びに、魔法を見せてあげる」

　誘いの言葉と共に上空へ昇っていく。百ヤード、五百ヤード、千ヤード──それだけ上昇してもまだ終わらない。すでに地上の観客たちはおろか、同じ空を飛ぶチームメイトからも遠く離れている。だがアシュベリーは意に介さない。雲の層を突き抜けて、さらにその先へ。

「……むぅ……！」

　高度が四千ヤードを越えた辺りで、その背中を追うナナオが異変に気付いた。──箒ほうきの制動が上手うまくいかない。高く飛ぶほどに飛ひ翔しようが安定を欠き、それに抗あらがって速度を維持するための魔力消費も増していく。

　当然の結果だった。高度が上がれば上がるほど大気は薄くなり、そこに含まれる魔素も希薄になる。箒ほうきが大気中の魔素に頼れなくなった分、速度を維持するためには乗り手の魔力をより多く求めるしかないのだ。

「……フゥッ……！」

　白い吐息がナナオの口から零こぼれて尾を引く。気温はとっくに氷点を下回り、大気は地上の半分以下にまで減っている。もはや魔法使いにとっても過酷な環境だ。これ以上の上昇は命に関わる。今すぐ引き返すべきだと直感が告げている。

　だが止まらない。先を行く敵がまだ飛んでいる以上、ナナオもまた引き返すわけにはいかなかった。単なる意地の問題ではなく、いま上昇を諦めて引き返せば、敵も直ちにターンして襲ってくるからだ。下降中の背中を突かれればひとたまりもない。

　しかし、このまま飛び続ければ話は違う。これは根こん競くらべだ。高高度の飛行が苦しいのは敵も同じこと。いかに手て練だれの箒ほうき乗りであれ無限に上昇し続けるわけにはいかず、限界高度に達した時点でターンする必要がある。そして──その瞬間は、先を行くアシュベリーのほうに早く訪れるはずなのだ。

　ナナオにとって唯一の勝機がそこにある。ターンの瞬間を見切って軌道へ割り込み、全力の一撃でもって側面へ斬りかかる。限界高度まで飛び続けた敵の消耗を踏まえれば、その一手が通じる可能性は決して低くないはずだった。

「──ふ──」

　だが。背後の少女がそれを狙っていることを、アシュベリーもまた知っていた。知った上で──続く瞬間、ナナオが予想もしなかった行動に打って出た。

「──行ってきなさい」

　送り出す言葉と共に、するりと鐙あぶみから足を外す。……実に高度八千ヤード余り。地上から遠く隔たった、もはや鳥すら飛ぶことを諦める遥はるかな高みにあって、




　あろうことか──魔女は、箒を手放したのだ。




「──!?」

　仰ぎ見る敵影がふたつに分かれた。有り得ざるその光景に、ナナオが愕がく然ぜんと目を見開く。

　身ひとつで天空に己を投げ出したアシュベリーは、それまでの飛行の慣性によって落下が食い止められている数秒に姿勢を反転。くるりと体の前後を入れ替えて地上を見下ろす。真下より迫るナナオと、そこで真っ向から目が合った。

　その間、彼女が手放した箒ほうきのほうは、さらなる高みへ昇っていく。アシュベリーが注いだ魔力が尽きるまでの数秒、人間ひとりを乗せている時とは比較にならない身軽さで空を駆け、速度を得る。そうして存分に加速したところで弧を描き、今まさに落下を始めた乗り手のもとへと戻っていく。

「これがアシュベリーの魔法よ、ナナオ＝ヒビヤ」

　股の間に箒ほうきが滑り込み、両足が吸い込まれるように鐙あぶみへと収まる。ふたつに分かれた箒ほうきと乗り手が再びひとつに合流し──しかし、その時点ですでに加速は済んでいる。通常のターンでは望むべくもない速さで反転を終え、魔女は万全の体勢でもって敵と対たい峙じしていた。今や速度においても位置関係においても完全な不利に置かれたナナオと。

　魔技・アシュベリーターン。箒ほうき競技の歴史において、未いまだ破られざる空の悪夢。

「──堕おちなさい」

　ふたつの影が天空に重なり、その瞬間に魔女が下す終わりの一撃。感動にも似た戦慄の中、ナナオは自らのどつき棒クラブでもってそれに応じ──、







　──長い間を置いて。その結果を、地上の観客たちが見届けた。

「──ああ……！」

「──ナナオっ！」

　カティが口元を手で押さえ、シェラが友の名前を叫ぶ。ガイとピートは声も上げられない。

　雲の帳とばりを突き抜け、遥はるかな高みから落ちてくる少女の姿。それを──引き伸ばされた時間の中で、四人は為なす術すべなく見つめた。







「……む……」

　冷たい空気の中を落ちていく感覚から一転して、ふわりと全身が受け止められる感触。優しく温かいそれに、一時失っていた意識を取り戻すと──ナナオの目の前には、自分を見つめる見知った少年の顔がある。

「……オリバー……」

　口に浮かんだまま、ぽつりとその名前を呼ぶ。少年が優しく微笑ほほえむ。

「……よく頑張った。強く痛むところは？　頭痛や吐き気はないか？」

　数秒確認した上で、ナナオは首を横に振った。そうしている間に手足に感覚が戻ってきて、それを察したオリバーが彼女をそっと地面に立たせる。もうふらつくこともない。

「なければそのまま場外へ。──今日は君の負けだ、ナナオ」

　そう口にして肩に手を置く。長い沈黙の後、ついさっきまで自分が戦っていた戦場を遠く見上げて、東方エイジアの少女はこくりとうなずく。

「……負け惜しみの余地もござらん。──凄すさまじい使い手でござった」







「ああぁッ──ヒビヤ選手、墜落！　デビュー以来初の敗北！　さしもの規格外ルーキーも、あの魔技を前にしては抗あらがえなかったか！　キャッチャーのＭｒミスター．ホーン、彼女の体を優しく受け止めて場外へ送り出す！

　恐るべしダイアナ＝アシュベリー、恐るべしアシュベリーターン！　いったい誰があの技を破れるというのか！」

「褒めんな褒めんな。確かにすげぇけど、観客から見えねぇんだよアレ」

　ヘッジズが冷静に突っ込んでのける。やがて高高度から競技場の上空へ戻ってきたアシュベリーを眺めて、彼はふんと鼻を鳴らした。

「まぁ、ありゃ一種のサービスだな。普通に戦っても勝てたところをアシュベリーの奴やつ、あえてあの技で叩たたき落おとしやがった。それだけのモンがＭｓミズ．ヒビヤの飛びっぷりにあったからだ。……シニアリーグ初戦にしちゃじゅうぶん過ぎる結果じゃねぇのか」

「まさに同感！　まだ試合の途中だが皆さん、Ｍｓミズ．ヒビヤに盛大な拍手を！　この敗北を糧かてに、次の試合ではさらに強くなった姿で俺たちを魅せてくれェェェ！」







　ナナオとアシュベリーが見せ場を作りながらも、試合は全体に拮きつ抗こう状態で推移していき、この日は最終的にブルースワロウが一点差で勝負を制した。

「あー、負けたー！」「ちっくしょー！　あとひとり落とせてりゃ！」

　惜しくも勝利を逃して控え室に戻ったワイルドギースの面々。彼らの悔しげな声に、ひと足先に部屋で体を休めていたナナオが頭を下げる。

「後半はまったく力になれなんだ。すまぬ、皆」

「？　何言ってんの、ナナオはひとり落としたでしょ」

「しかもシニアリーグ初戦であのアシュベリーと一騎打ちだ。最高に盛り上がったぜ、ありゃ」

　力不足を詫わびる彼女とは裏腹に、返ってきたのはむしろ賞賛だった。それを意外に思うナナオの前に、おもむろにキャプテンがやってきて立つ。

「これは戦争ではない。試合に勝つことは大事だが、観客を楽しませることも大事ということだ」

「主将殿」

「その意味で、お前は十二分に期待に応えていた。気を落とすなナナオ。アシュベリーターンに挑んで落とされたというのは、箒ほうき乗りの間ではむしろ名誉だぞ」

　にっと笑ってそう語るキャプテン。ずっとナナオの隣に座っていたオリバーが、そこで待ちかねたように声を上げた。

「……手て強ごわい相手でしたが、勝てない試合ではなかったと思います。次からはきちんとナナオもフォーメーションに組み込みましょう。あと、戦法についても相談が……」

「あ、ホーンが静かに燃えてる」

「嫁が落とされたからな。そりゃあ燃えるだろ」

「今日の受け止め方はひときわ優しかったと評判だぜ」

「嫁が落ちてきたからな。そりゃあ優しくするだろ」

「……あの。真面目に聞いてくれませんか」

　茶化されて顔を引きつらせるオリバー。その肩を笑って叩たたき、キャプテンが僚友たちに向き直る。そう──試合には負けても、まだ今日の彼らの務めは終わっていない。

「ホーンの言う通り、ここからは反省会だ。今回でナナオもシニアリーグの空気を知っただろうし、次からはチームとして万全の態勢で試合に臨んでいく。

　まずは試合全体の印象から。今回は少し攻勢を焦あせった感が──」







「……うぅ……」「……ひぃぃ……」

　同じ頃、ブルースワロウの控え室。こちらでは男女ふたりの選手が、ベンチに腰を下ろすことさえ憚はばかられたまま、刑の執行を待つ罪人のように震え上がっていた。

「……？　あそこのふたり、何をあんなに縮こまってんだ」

「アシュベリーの折せつ檻かん待ちでしょ。ヒビヤ選手に落とされかけた方と落とされた方だもん」

　ああ、と納得して憐あわれみの視線を向ける同僚たち。が、そこでチームメイトのひとりが部屋に戻り、鬼のエースの[image: 叱]責に怯おびえるふたりへと声をかけた。

「そこのふたり、安心しろ。アシュベリーなら先に出たぞ」

「──え？」「へ……？」

「反省会をすっぽかして、着替えもせず上機嫌で遠乗りに行っちまった。あのルーキーのおかげか、今日の試合がよほど楽しかったようでな。お前らの失敗はすっかり忘れたと見える」

　呆あきれたように肩をすくめる選手。それを聞いた折せつ檻かん待ちのふたりが、途端にへなへなと崩れ落ちた。

「……助かったぁ……！」「ありがとう、ヒビヤ選手……ありがとう……！」

「敵に礼を言うやつがあるか。……まぁ、気持ちは分かるが」

　苦笑して理解を示す同僚。勝とうが負けようが、良くも悪くもエースの機嫌に引きずり回される。それがブルースワロウというチームなのだった。







「ナナオ、オリバー、お疲れ様！　いい試合だったね！」

「惜しかったな！　あとひとり落としてりゃ延長戦だったのに！」

　反省会を終えて控え室を出たところで、オリバーとナナオはそこで待っていたカティたち四人に温かく迎えられた。東方エイジアの少女が友人たちに笑顔を向ける。

「敵は強く、拙者は修行不足にござった。次こそは負けぬよう腕を磨くでござる」

「その意気ですわ。あなたはまだまだ強くなります、ナナオ」

　シェラが力強く言って少女の肩に手を置いた。オリバーが微笑ほほえんで口を開く。

「反省に付き合ってくれるなら、先にいつもの食堂に行ってテーブルを取っておいてくれるか。俺とナナオは着替えてから向かうから」

「分かった。早く来いよ、ふたりとも」

　ピートが応えて真っ先に歩き出し、他の三人がその後に続く。廊下を去っていく友人たちの背中を見送りつつ、ナナオがぽつりと呟つぶやく。

「皆、優しくござるな。拙者は負けて帰ったというのに」

　そこまで口にしたところで声のトーンが落ちる。無言で佇たたずむオリバーの隣で、ナナオはうつむいてこぶしを握りしめる。

「負けて帰ったというのに。……手も足も、出ぬままに……」

　キンバリーへの入学以来、ここまで悔しがる彼女を見るのは彼も初めてだった。その正面に回り、オリバーは両手で彼女の肩を摑つかむ。この瞬間に言うべき言葉は、ずっと前から用意してあったから。

「勝ち負けの問題じゃない。君が無事だからだ、ナナオ」

　率直な想おもいを口にする。彼女のキャッチャーとして、そして友人としての立場から。

「無茶な飛び方をせず、ちゃんと俺の上に落ちてきてくれた。どこにも大きな怪我けがをしなかった。……それだけで、俺にとっては満点だ」

「────」

　応じる言葉のないまま、ナナオはじっと少年の顔を見つめ返した。人気の絶えた廊下の中、長い沈黙が続いて──やがて、彼女のほうからぽつりと口を開く。

「──であれば……」

「？」

「満点のごほうびはござらぬか。オリバー」

　真顔のままそんな求めを口にする少女。それを受けて少し考えた末、少年はひとつ咳せき払ばらいし、覚悟を決めた上でナナオの体を両腕で抱きしめた。……惹香パフユームの後遺症はすでにない。それでも鼓動が早まるのを覚えて、オリバーは懸命に自分を律する。

「……これでいいか」

「……にへへ」

　甘えるように笑いながら、ナナオもまた両腕でオリバーの体を抱きしめる。互いの体温が全身に感じられて、それがひどく心地良かった。どうしようもなく離はなれ難がたいほどに。

「……今暫しばらく」

「…………」

　気が付けば、切り上げるタイミングを完全に見失っていた。結果、それから十分余り、ふたりはずっと無言でそうしていたのだった。
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　試合についての話題が盛り上がって夕飯は賑にぎやかに進み、それから寮に戻って迎えた夜遅く。読書の途中で眠ってしまったピートをベッドへ運んで、オリバーはそこに布ふ団とんを掛けてやっていた。

「……お休み、ピート」

　小さく囁ささやいてそっと頭を撫なでる。友人の眠りを見届けると、オリバーは速やかに部屋を出た。寮の建物を後にし、闇の中に聳そびえる校舎へと向かう。

　この時間だと、すでに『侵食』によって迷宮と校舎の境界は曖昧だ。入り口を見繕って速やかに一層へと突入──あちこちに闇が淀よどむ通路に身を置くと、否いや応おうなく身が引き締まった。

「少し遅くなったか。……急ごう」

　懐中時計を確認して足を速める。が、そこでふと思い立って懐ふところの中にある仮面を意識した。──同志たちと合流してから身に着けるつもりだったが、それまでに目撃されるリスクを考えると、今のうちに被かぶっておくべきかもしれない。

「……ここでいいか」

　通路の一角で死角を見繕って身を潜め、彼は懐ふところの中へ手を忍ばせた。指先でつまんだ仮面を取り出しかけ、

「……んぁ……オリバー……？」

　唐突に背後から声が響き、彼の心臓がどくんと跳ねる。弾はじかれたように振り向くオリバー。果たしてそこには──自ら敷いたと思おぼしき簡易な結界の中、寝袋に包くるまって転がる見知った長身の少年の姿。

「──ガイ!?　君、なぜこんなところに……！」

「……おー、本当にオリバーか……。……ケビン先輩の指導で、迷宮でビバークするのに慣れてるとこでよ。……なんか隠したか、今……？」

　ごしごしと目を擦りながら説明するガイ。直前の動作を見られていたと知ったオリバーは、懐ふところに差し入れていた手を、中でとっさに別のものへ移す。そうして仮面の代わりにビスケットを取り出してみせた。

「……携行食を齧かじろうとしていたところだ。君も食べるか？」

「あー……や、おれぁいいや……眠てぇし……いつつ……」

　そう言って再び眠りに就こうとするガイ。が、身じろぎの仕方に違和感があった。それを見逃さなかったオリバーが彼の傍かたわらにしゃがみ込む。

「──待て、ガイ。ちょっと背中を見せろ」

「あ……？」

　眠たげに顔を向けてくる友人から、オリバーは半ば強引に寝袋を剝ぎ取る。さらに上半身の服を脱がせると、そこには真新しい切り傷や擦り傷でいっぱいの体があった。少年がぎょっと目を見開く。

「……何だこれは！　軟なん膏こうを塗るだけで治癒もかけずに……！」

「あー……しゃーねぇだろ、まだ治癒魔法は使えねぇし。今のおれの実力じゃ、二層まで潜って無傷とはいかねぇよ」

「それなら単独行自体を避けるものだろう！　治すからじっとしていろ！」

　すぐさま治癒を始めるオリバー。友人の無茶を咎とがめながら、彼は盛大にため息をつく。

「……まったく……君も、ピートも……カティは元からとしても……度胸が付いたのはいいが、今度は無理をし過ぎだ。今はまだ何も起きていないのに……」

「起きてからじゃ遅ぇだろ。普段から鍛えとかねぇと、いざって時に何も出来ねぇ」

　治癒を続けるオリバーに背中を向けたまま、硬い声でガイが言う。

「自分てめえで二層まで潜ってみてよく分かったよ。おまえらがどんだけ危険な目に遭ってきたか、全員で無事に帰ってきたことがどんだけすげぇか。それに……おれがどんだけ弱っちいか」

「…………」

「吞のん気きにやってちゃ追い付けねぇんだ。だったら死なねぇ範囲で無理くらいさせやがれ。

　……次は……」

　と、その腕がオリバーの首にがっしりと回った。友人を抱き寄せたまま、熱のこもる声でガイは言い切る。

「……次は絶対、おまえらだけで行かせねぇからよ……！」

　その一念が、今の彼を動かす気持ちの中で最大のものだった。自分を抱き寄せる腕の力から、相手の気持ちを痛いほどに感じつつ──オリバーが微笑ほほえんで呟つぶやく。

「……少し汗臭いぞ、ガイ」

「うるせぇ、男同士だろが。そんなもん気にすんな」

「……そうだな。俺も、汗の匂いは嫌いじゃない」

　こくりとうなずいて少年は言い、優しく腕をほどくと、そのまま静かに立ち上がった。

「眠りの邪魔をして済まなかった。……だが、ビバークするなら警報の陣はもっと前に張れ。あと、授業には遅れないようにな」

「おー、了解。描き直しとくか、めんどくせぇけど……」

　忠告を受けて魔法陣を書き直し始める少年。同時にその場を後にしながら、最初にガイの気配に気付き損ねた自分の迂う闊かつさを思い返し、オリバーはぐっと奥歯を嚙かみしめる。──しっかりしろ。間違いでは済まないんだぞ、と。







　ガイと別れて小一時間ほど歩いたところで、通路脇の小部屋──事前に示し合わせてあった集合場所へとオリバーは辿たどり着つく。予想に違わず、そこにはすでに同志たちが待機していた。

「──お。来たね、王さま」

　グウィンとシャノン、テレサを含む六人の中で、前の集まりでも同席した七年生の女生徒が気さくに声を上げる。かと思えば、彼女はオリバーの全身を上から下まで無遠慮に眺めた。

「あんまり元気いっぱいって感じじゃないけど、大丈夫？　今日はたぶん朝までかかるよ。二年生にはキツい行程なんじゃないかな」

　率直に尋ねるその言葉には、後輩への気遣いに混じって侮あなどりも表れている。それに気付きながらも、軽く首を横に振っただけで、オリバーは特に反論は示さなかった。──今の時点で上級生の同志たちに侮あなどられるのは、ある程度までは仕方がない。そうした認識は、これから力を示すことによって変えていくしかないのだ。

「ノル……」

　純粋な思おもい遣やりの感情を込めてシャノンがオリバーを見る。だが、その優しさに甘えることは許されない。今の自分は彼女の従おと弟うとではなく主君なのだと、内心で重ねて己に言い聞かせた。

　戒めが済んだところで、懐ふところから取り出した仮面を被かぶり──集団の先頭に立ち、その背中でもってオリバーは告げる。

「行くぞ。──まずは、戦場を見繕う」

　歩み出した彼の後に同志たちが続き、小部屋を後にした全員の姿が迷宮の闇へ溶けて消える。誰ひとり躊躇ためらいはしなかった。──そう遠くない未来、自らがその闇に吞のまれるのだとしても。





〈了〉










あとがき






　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。……かくして、キンバリーでの二年目が幕を開けました。

　上級生から見ればまだまだひよっ子の二年生。それでも、後輩という存在が生まれたことは、彼らの意識を変化させずにはおきません。か弱く危なっかしい姿に去年の自分を重ねながら、少しずつ先輩としての自覚を育んでいくことでしょう。

　無論、それも全て、彼らが無事に生き延びられればの話。魔法使いとしての心構えも、そして実力も──学年に相応ふさわしいものを得ていなければ、ここではただ闇に吞み込まれるのみです。




　ひとたび仮面を纏まとってしまった少年は、もはや一介の二年生ですらいられません。

　同志を率いて挑むは魔人の一柱。無数の逸話を背負う、当代随一の魔道建築者ビルダーたる狂老。




　あなたもまた知るでしょう。彼らが越えねばならぬ壁の──果てすら見えぬ、その高さを。
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